
Corporate Headquarters
Cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive
San Jose, CA 95134-1706
USA
http://www.cisco.com
Tel: 408 526-4000

800 553-NETS (6387)
Fax: 408 526-4100

Cisco SIP IP Phone アド ミニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミニスト レータ  ガイド

Release 4.4
April 2003

Text Part Number: OL-2206-01-J

http://www.cisco.com


本書に記載されている製品の仕様と情報は、 予告な く変更される場合があ り ます。 本書内の記述、 情報、 および推奨事項は、 すべて正確なものと考えられ、

提示されていますが、 明示か暗黙かを問わず、 どのよ う な保証も されていません。 製品の使用についてはすべて、 ユーザの責任とな り ます。

製品のソフ ト ウェア ラ イセンスおよび限定保証は、 製品に同梱される情報パケッ ト に記録され、 この記述の内容が本書に適用されます。 ソフ ト ウェア ラ イセ

ンスも し くは限定保証書が見つからない場合は、 シスコの代理店に問い合わせて入手して ください。

次の情報は、 ク ラス  B 装置の FCC 準拠に関する ものです。 本書で説明する機器は、 高周波エネルギーを生成するため、 これを放出する可能性があ り ます。

シスコのインス ト レーシ ョ ン ガイ ドに従って設置しないと、 ラジオとテレビの受信に電磁障害が生じる可能性があ り ます。 本機器に対して行われたテス ト に

よ り、 FCC 規則 Part 15 に既定されたク ラス  B デジタル装置に関する制限に準拠している ものと認められました。 これらの仕様は、 住居地区に設置した場合

の電磁障害に対する妥当な防止策を備える こ と を目的と しています。 ただし、 個々の設置システムで電磁障害が生じないとい う保証はあ り ません。

シスコの書面による許可な く機器を変更する と、 機器がク ラス  A またはク ラス  B デジタル装置に対する  FCC 要件に準拠しな く なる可能性があ り ます。 その

場合、 ユーザの機器使用権が FCC 規則によって制限され、 ラジオまたはテレビ通信に対する電磁障害をユーザの費用負担で是正する必要が生じる こ とがあ り

ます。

使用している機器の電源をオフにすれば、 電磁障害を与えているかど うかを判別できます。 オフにする と電磁障害が停止すれば、 その原因は、 おそら く シス

コの機器またはその周辺装置のいずれかから発生している電磁波です。 この機器がラジオまたはテレビ受信に対する電磁障害を引き起こす場合、 次の処置の 

1 つまたは複数を行う こ とによって電磁障害を是正するよ うにお勧めします。

・ 電磁障害が停止するまで、 テレビまたはラジオのアンテナを回す。

・ 機器とテレビまたはラジオとの位置関係を変える。

・ 機器とテレビまたはラジオとの距離を広げる。

・ テレビまたはラジオとは異なる回路のコンセン ト に機器の電源プラグを差し込む。 (つま り、 機器とテレビまたはラジオが、 異なる回路遮断器または ヒ ュー

ズを装備した電源回路を使用するよ うにします）。

この製品に対してシスコが許可しない変更を行う と、 認証機関による各種承認が取 り消され、 この製品を使用する権限が無効になる場合があ り ます。

シスコが導入する  TCP ヘッダー圧縮は、カ リ フォルニア大学バークレー校 (UCB) によ り、UNIX オペレーテ ィ ング システムの UCB パブ リ ッ ク  ド メ イン バー

ジ ョ ンの一部と して開発されたプログラムを適応したものです。 All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California. 

本書におけるその他の保証にもかかわらず、 シスコの代理店が提供する ドキュ メン ト  フ ァ イルおよびソフ ト ウェアはすべて、 すべての欠陥に対して 「無保

証」 で提供されます。 シスコおよび上記代理店は、 商品性、 特定目的適合、 および非侵害の保証、 も し くは取 り引き、 使用、 または商慣行から発生する保証

を含み、 これらに限定する こ とな く、 明示または暗黙のすべての保証を放棄します。

シスコまたはその代理店は、 本書の使用または使用不能から発生する逸失利益、 も し くはデータの損失または損傷を含みますが、 これらに限定される こ とな

く、 すべての間接的、 特別、 二次的、 または偶発的な損害に対して、 シスコまたはその代理店がこの損害の可能性を通知されていた場合であっても、 責任を

負う ものではあ り ません。

CCIP、 Cisco Arrow ロゴ、 Cisco Powered Network マーク、 Cisco Systems Verified ロゴ、 Cisco Unity、 Follow Me Browsing、 FormShare、 iQ Breakthrough、 iQ 

Expertise、 iQ FastTrack、 iQ Logo、 iQ Net Readiness Scorecard、 Networking Academy、 ScriptShare、 SMARTnet、 TransPath、 および Voice LAN は、 米国シスコ

システムズ社の商標です。 Changing the Way We Work, Live, Play, and Learn、 Discover All That’s Possible、 The Fastest Way to Increase Your Internet Quotient、

および iQuick Study は、 米国シスコシステムズ社のサービスマークです。 Aironet、 ASIST、 BPX、 Catalyst、 CCDA、 CCDP、 CCIE、 CCNA、 CCNP、 Cisco、

Cisco Certified Internetwork Expert ロゴ、 Cisco IOS、 Cisco IOS ロゴ、 Cisco Press、 Cisco Systems、 Cisco Systems Capital、 Cisco Systems ロゴ、 Empowering 

Internet Generation、 Enterprise/Solver、 EtherChannel、 EtherSwitch、 Fast Step、 GigaStack、 Internet Quotient、 IOS、 IP/TV、 LightStream、 MGX、 MICA、

Networkers ロゴ、 Network Registrar、 Packet、 PIX、 Post-Routing、 Pre-Routing、 RateMUX、 Registrar、 SlideCast、 StrataView Plus、 Stratm、 SwitchProbe、

TeleRouter、 および VCO は、 米国および他の国における米国シスコシステムズ社とその関連会社の登録商標です。

本書または Web サイ ト に記載されているその他の商標はすべて、 それぞれの会社の所有物です。 「パー トナー」 とい う語の使用は、 シスコ と他のいずれかの

会社との間の提携関係を意味する ものではあ り ません。 (0208R)

Cisco SIP IP Phone アド ミ ニス ト レータ  ガイ ド

Copyright © 2003, Cisco Systems, Inc.

All rights reserved.  Printed in Japan.



iiiiiiiiiiii
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

このマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについて

このマニュアルは、 Cisco SIP IP phone について説明しています。 このまえがきでは、 このマ
ニュアルの対象読者、 目的、 構成、 表記法、 および関連資料について説明し、 関連した製品と
サービスに関する追加情報の参照先を記述しています。 このまえがきの内容は次のとおりで
す。

• 概要 （P. iii）

• 対象読者 （P. iii）

• このマニュアルの目的 （P. iv）

• マニュアルの構成 （P. iv）

• マニュアルの表記法 （P. iv）

• 関連資料 （P. v）

• 補足資料および情報へのアクセス （P. v）

• シスコ資料へのアクセス （P. vi）

• Japan TAC Web サイ ト （P. vi）

概要概要概要概要
このマニュアル （『Cisco SIP IP Phone アド ミ ニス ト レータ  ガイ ド 』） では、 Cisco SIP （セッ
シ ョ ン開始プロ ト コル） IP Phone 7940/7960 （以後、 Cisco SIP IP phone と表記） のセッ ト アッ
プ方法、 ケーブルの接続方法、 および設定方法について説明します。 また、 ネッ ト ワーク設定
値と  SIP 設定値の指定方法、 Cisco SIP IP phone の設定値やオプシ ョ ンの変更方法についても説
明します。 このマニュアルでは、Cisco SIP IP phone のコール フローや適合規格に関する情報な
どの参考情報についても記述します。

対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、 ネッ ト ワーク技術者、 システム管理者、 電気通信技術者を対象に、 ネッ ト
ワーク上に Cisco SIP IP phone を正し くセッ ト アップするために必要な手順を説明します。この
マニュアルで説明している作業は、 管理者レベルの作業であ り、 当該 IP フォンのエンド  ユー
ザを対象にした作業ではあ り ません。 作業の多 くは、 ネッ ト ワークの設定値と密接に関連して
いるため、これらの作業はネッ ト ワーク内の Cisco SIP IP phone の機能に影響を与える可能性が
あ り ます。 読者は、 IP ネッ ト ワーキングやテレフォニーの概念を十分に理解している必要があ
り ます。
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このマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについて

このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的

このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的
このマニュアルは、 Cisco SIP IP phone を Voice-over-IP （VoIP） ネッ ト ワーク内で正常に動作
させるために必要な情報を記述しています。 ただし  SIP VoIP ネッ ト ワークを実装する方法につ
いては、 このマニュアルでは説明していません。 SIP VoIP ネッ ト ワークの実装については、
「関連資料」 （P. v） に リ ス ト されている資料を参照して ください。

マニュアルの構成マニュアルの構成マニュアルの構成マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、 次のとおりです。

• 第 1 章 「製品の概要」 ： SIP と  Cisco SIP IP phone について説明します。

• 第 2 章 「Cisco SIP IP Phone の使用準備」 ： Cisco SIP IP phone のインス トール、 接続、 およ
び設定を行う方法を説明します。

• 第 3 章 「Cisco SIP IP Phone の管理」 ： Cisco SIP IP phone のネッ ト ワーク設定値と  SIP 設定
値を変更する方法、 ネッ ト ワーク と コールの状況情報にアクセスする方法、 およびフ ァー
ムウェアのアップグレード方法を説明します。

• 第 4 章 「 ト ラブルシューテ ィ ング」 ： IP フォン とネッ ト ワークの ト ラブルシューテ ィ ング
に使用できるデバッグ コマン ドやその他のコマン ドを リ ス ト し、 説明します。

• 付録 A 「SIP の RFC 3261 適合情報」 ： Cisco SIP IP phone の RFC 3261 への準拠に関する参
照情報を記述します。

• 付録 B 「SIP のコール フロー」 ： Cisco SIP IP phone のコール フローに関する参照情報を記
述します。

• 付録 C 「技術仕様」 ： 物理仕様と稼働環境の仕様、 ケーブル仕様、 および接続仕様を記述し
ます。

マニュアルの表記法マニュアルの表記法マニュアルの表記法マニュアルの表記法
このマニュアルでは、 次の表記法を使用しています。

• コマン ド とキーワードは、 太字太字太字太字で示しています。

• ユーザが値を入力する引き数は、 イ タ リ ッ ク体 で示しています。

• 角カッ コ （[   ]） の中の要素は、 省略可能です。

• 必ずどれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、 波カッ コで囲み、 パイプ
（縦棒） で区切って示しています （例 : {xxxx | yyyy | zzzz}）。

• どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、 角カッ コで囲み、 パイプ （縦棒） で区
切って示しています （例 : [xxxx | yyyy | zzzz]）。

• システムが表示する端末セッシ ョ ンおよび情報は、 screen フォン ト で示しています。

• ユーザが入力しなければならない情報は、 boldface screen フォン ト で示しています。

• このマニュアルでは、 IP フォンのキーパッ ド上のポン ド記号 （#）、 バッ ク ス ラ ッシュ （\）、
およびアスタ リ ス ク （*） は、 #、 \、 および * を指します。

注注注注 「注釈」 の意味です。 役立つ情報や、 このマニュアル以外の参考資料などを紹介しています。
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このマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについて

関連資料関連資料関連資料関連資料

注意注意注意注意 「注意」 の意味です。 この状況では、 機器が損傷した り、 データが失われる可能性があ り ます
ので、 注意が必要です。

関連資料関連資料関連資料関連資料
Cisco SIP VoIP 関連の資料を以下に紹介します。 SIP VoIP ネッ ト ワークの実装に関する詳しい
情報は、 これらの資料を参照して ください。

• Session Initiation Protocol Gateway Call Flows

• ク ィ ッ ク  スター ト  ガイ ド  Cisco IP Phone 7960/7940

• Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco IP Phone 7960, 7940, and 7910 
Series

• Installing the Wall Mount Kit for the Cisco IP Phone

次の資料は、 Cisco VoIP 関連の資料の内、 VoIP ネッ ト ワークの実装に関する情報を提供する も
のです。

• Cisco IOS Voice, Video, and Fax Configuration Guide, Release 12.2

• Cisco IOS Voice, Video, and Fax Command Reference, Release 12.2 T

• Cisco IOS IP Configuration Guide, Release 12.2

• Cisco IOS IP Command Reference, Volume 1 of 3: Addressing and Services, Release 12.2 T

• Cisco IOS IP Command Reference, Volume 2 of 3: Routing Protocols, Release 12.2 T

• Cisco IOS IP Command Reference, Volume 3 of 3: Multicast, Release 12.2 T

補足資料および情報へのアクセス補足資料および情報へのアクセス補足資料および情報へのアクセス補足資料および情報へのアクセス
シスコの製品、 テク ノ ロジー、 およびネッ ト ワーク ソ リ ューシ ョ ンに関する情報は、 次のオン
ラ インや出版物の資料から入手可能です。

• 『Cisco Product Catalog』 は、 シスコ社が提供しているネッ ト ワーク製品について説明して
いる  Web サイ ト です。 このサイ ト では、 製品の発注、 およびカスタマー サポート などの
サービスもご利用いただけます。 『Cisco Product Catalog』 には、 次の URL からアクセスで
きます。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_catalog_links_launch.html

• Cisco Press では、 さまざまなネッ ト ワーク関連の資料を発行しています。 初めて製品を使
用するユーザ、 および経験のあるユーザに、 『Internetworking Terms and Acronyms 
Dictionary』、 『Internetworking Technology Handbook』、 『Internetworking Troubleshooting 

警告警告警告警告 安全上の 「警告」 の意味です。 人身事故を予防するための注意事項が記述されています。 機安全上の 「警告」 の意味です。 人身事故を予防するための注意事項が記述されています。 機安全上の 「警告」 の意味です。 人身事故を予防するための注意事項が記述されています。 機安全上の 「警告」 の意味です。 人身事故を予防するための注意事項が記述されています。 機
器の作業を行う と きは、 電気回路の危険性および一般的な事故防止対策に十分注意して くだ器の作業を行う と きは、 電気回路の危険性および一般的な事故防止対策に十分注意して くだ器の作業を行う と きは、 電気回路の危険性および一般的な事故防止対策に十分注意して くだ器の作業を行う と きは、 電気回路の危険性および一般的な事故防止対策に十分注意して くだ
さい。さい。さい。さい。

http://lbj.cisco.com/push_targets1/ucdit/cc/td/doc/product/software/ios122/rel_docs/sip_flo/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/ip_7960/796040g.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/ip_7960/iphrcsi2.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios122/122cgcr/fvvfax_c/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios122/122newft/122tcr/122tvr/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios122/122cgcr/fipr_c/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios122/122cgcr/fipras_r/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios122/122cgcr/fiprrp_r/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios122/122cgcr/fiprmc_r/index.htm
http://www.cisco.com/en/US/products/products_catalog_links_launch.html
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このマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについて

補足資料および情報へのアクセス補足資料および情報へのアクセス補足資料および情報へのアクセス補足資料および情報へのアクセス

Guide』、 および 『the Internetworking Design Guide』 を参照する こ とをお勧めします。 Cisco 
Press の最新の資料、 およびその他の情報については、 次の URL から  Cisco Press にアクセ
スして ください。

http://www.ciscopress.com

• 『Packet』 マガジンは、 ネッ ト ワーク業界の専門家のための、 ネッ ト ワーク分野の最新情報
を提供する月刊誌です。 次の URL から 『Packet』 マガジンにアクセスする こ とができま
す。

http://www.cisco.com/en/US/about/ac123/ac114/about_cisco_packet_magazine.html

• 『iQ Magazine』 は、 ビジネス リーダーの意思決定に役立つ、 ネッ ト ワーク業界の最新情報
を提供する月刊誌です。 次の URL から 『iQ Magazine』 にアクセスする こ とができます。

http://business.cisco.com/prod/tree.taf%3fasset_id=44699&public_view=true&kbns=1.html

• 『Internet Protocol Journal』 は、 シスコが発行する、 工学専門家のための季刊誌です。 パブ
リ ッ ク またはプラ イベー ト  インターネッ ト と イン ト ラネッ ト のデザイン、 開発、 および運
用に関わる情報をと り あげています。 次の URL から 『Internet Protocol Journal』 にアクセ
スする こ とができます。

http://www.cisco.com/en/US/about/ac123/ac147/about_cisco_the_internet_protocol_journal.ht
ml

• ト レーニング ： シスコでは、 高度なネッ ト ワーキング ト レーニングを提供しています。 現
在提供されているネッ ト ワーク  ト レーニングについては、 次の URL からご覧いただけま
す。

http://www.cisco.com/en/US/learning/le31/learning_recommended_training_list.html

シスコ資料へのアクセスシスコ資料へのアクセスシスコ資料へのアクセスシスコ資料へのアクセス

シスコの最新の製品資料は、 次の Web サイ ト でもご覧いただけます。

http://www.cisco.com/jp/

http://www.cisco.com/

各国語に翻訳された製品資料は、 次の Web サイ ト でご覧いただけます。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

Japan TAC Web Japan TAC Web Japan TAC Web Japan TAC Web サイトサイトサイトサイト

Japan TAC Web サイ ト では、 利用頻度の高い TAC Web サイ ト （http://www.cisco.com/tac） の
資料を日本語で提供しています。 Japan TAC Web サイ ト には、次の URL からアクセスして くだ
さい。

http://www.cisco.com/jp/go/tac/

サポー ト契約を結んでいない方は、 「ゲス ト 」 と してご登録いただくだけで、 Japan TAC Web 
サイ ト の資料にアクセスできます。

Japan TAC Web サイ ト にアクセスするには、 cisco.com の ログイン ID とパスワードが必要で
す。 ログイン ID とパスワードを取得していない場合は、 次の URL にアクセスして登録手続き
を行って ください。

http://www.cisco.com/jp/register/

http://www.ciscopress.com
http://www.cisco.com/en/US/about/ac123/ac114/about_cisco_packet_magazine.html
http://business.cisco.com/prod/tree.taf%3fasset_id=44699&public_view=true&kbns=1.html
http://www.cisco.com/en/US/about/ac123/ac147/about_cisco_the_internet_protocol_journal.html 
http://www.cisco.com/en/US/learning/le31/learning_recommended_training_list.html
http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
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1
製品の概要製品の概要製品の概要製品の概要

この章では、 Cisco SIP IP phone の概要を説明します。 この章の構成は、 次のとおりです。

• リ リースの新機能 （P. 1-1）

• SIP （セッシ ョ ン開始プロ ト コル） の概要 （P. 1-2）

• Cisco SIP IP Phone の概要 （P. 1-4）

• ネッ ト ワークの前提条件 （P. 1-13）

• Cisco SIP IP Phone の接続 （P. 1-14）

• Cisco SIP IP Phone と  Catalyst スイ ッチ （P. 1-16）

リ リースの新機能リ リースの新機能リ リースの新機能リ リースの新機能
リ リース  4.4 では、 次の機能が新たに導入されています。

• ダイヤル プラン テンプレー トの更新では、 次の機能が使用できます。

– ダイヤル番号と してポン ド （#） とアスタ リ ス ク （*） を指定できます。 リ リース  4.4 
のダイヤル プラン テンプレー トのアップデー ト （P. 2-20） を参照して ください。

– コンマ （,） を使用してセカンダ リ  ダイヤル トーンを指定できます。 1 つのダイヤル プ
ラン テンプレー ト で、最高 3 つのセカンダ リ  ダイヤル トーンを指定できます。 リ リー
ス  4.4 のダイヤル プラン テンプレー トのアップデー ト （P. 2-20） を参照して くださ
い。

• 保留中の呼び出し音 （ring-back tone） の設定。 「コール設定値の変更」 （P. 3-33） を参照し
て ください。
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SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要

SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要
SIP （Session Initiation Protocol; セッシ ョ ン開始プロ ト コル） は、 マルチメデ ィア会議に関する
インターネッ ト技術特別調査委員会 （IETF） が規定した、 IP を介した標準プロ ト コルです。
SIP は、 ASCII ベースのアプ リ ケーシ ョ ン層制御プロ ト コル （RFC 3261 で規定） であ り、 2 点
間およびそれ以上のエンドポイン ト間のコールの確立、 維持、 および終端に使用できます。

他の VoIP プロ ト コルと同様に、 SIP は、 パケッ ト  テレフォニー ネッ ト ワークにおけるシグナ
リ ングとセッシ ョ ン管理の機能に対応するよ う設計されています。 シグナ リ ングシグナ リ ングシグナ リ ングシグナ リ ングは、 ネッ ト
ワーク境界を越えてコール情報を転送する機能です。 セッシ ョ ン管理セッシ ョ ン管理セッシ ョ ン管理セッシ ョ ン管理は、 エン ドツーエンドの
コールの属性を管理する機能です。

SIP は、 次の機能を備えています。

• 宛先エンドポイン ト のネッ ト ワーク上の位置を決定する機能 ： SIP は、 アド レス解決、
ネーム マッピング、 コール リ ダイレ ク ト をサポー ト します。

• 宛先エンドポイン ト で使用されている メディア機能を判別する機能 ： SIP は、 セッシ ョ ン
記述プロ ト コル （SDP） を介して、 エン ドポイン ト間で共通する 「最小レベル」 のサービ
スを判別します。 すべてのエンドポイン ト でサポー ト される メディア機能だけを使用して、
会議は確立されます。

• 宛先エンドポイン ト の利用状況を示すアベイ ラビ リテ ィ を判別する機能 ：宛先エンドポイ
ン ト が応答しないためにコールを確立できない場合、 SIP は、 着信側が電話中であるか、
割 り当てられた呼び出し音の回数内に応答しなかったかを判別します。 その後、 宛先エン
ドポイン ト が応対不能である理由を示すメ ッセージを戻します。

• 発信側エンドポイン ト と宛先エンドポイン ト間と を接続するセッシ ョ ンを確立する機能 ：
コールが確立する と、 SIP はエンドポイン ト間のセッシ ョ ンを確立します。 SIP は、 別のエ
ンドポイン ト を会議に加えた り、 メディアの特性やコーデッ クを変更するなど、 コールの
途中での変更もサポー ト します。

• コールの転送処理およびコールを終端する機能 ： SIP は、 コールをあるエン ドポイン ト か
ら別のエンドポイン トへ転送する機能をサポー ト します。 コール転送時には、 SIP は単に、
転送される側と、 転送する側が指定する新しいエン ドポイン ト との間のセッシ ョ ンを確立
します。 次に、 転送される側と転送する側の間のセッシ ョ ンを終端させます。 SIP は、
コールが終了した時点で、 そのコールに関係していたすべての通話者間のセッシ ョ ンを終
了します。

会議は、 2 人、 または 3 人以上のユーザから成立し、 マルチキャス ト  セッシ ョ ンまたは複数の
ユニキャス ト  セッシ ョ ンを使用して確立します。

注注注注 会議とい う用語は、 複数のエンドポイン ト間で確立されているセッシ ョ ン （またはコール） を
意味します。 このマニュアルでは、 「会議」 と 「コール」 は同義と して使用しています。

SIP のコンポーネントSIP のコンポーネントSIP のコンポーネントSIP のコンポーネント

SIP は、 ピアツーピア プロ ト コルです。 セッシ ョ ン内のピアは、 ユーザ エージェン ト （UA）
と呼ばれます。 そのユーザ エージェン トは、 次のどちらかの働きをします。

• ユーザ エージェン ト  ク ラ イアン ト （UAC） ： SIP 要求を開始する ク ラ イアン ト  アプ リ ケー
シ ョ ン。

• ユーザ エージェン ト  サーバ （UAS） ： SIP 要求を受信したと きにユーザに通知し、 ユーザに
代わって応答を戻す、 サーバ アプ リ ケーシ ョ ン。
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SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要SIP（ セッ ショ ン開始プロト コル） の概要

通常、 SIP エンドポイン トは UAC と  UAS の両方の働きをしますが、 特定の ト ランザクシ ョ ン
内ではどちらか一方の働きをします。 エン ドポイン ト が UAC または UAS のどちらの働きをす
るかは、 その UA が要求を開始したかど うかによって決ま り ます。

SIP ネッ ト ワークの物理コンポーネン トは、 アーキテクチャの観点からは、 ク ラ イアン ト と
サーバの 2 つのカテゴ リに分類できます。 図 1-1 では、 SIP ネッ ト ワークのアーキテクチャを
示しています。

注注注注 SIP サーバは、 Lightweght Directory Access Protocol （LDAP） サーバ、 データベース  アプ リ ケー
シ ョ ン、 eXtensible Markup language （XML） アプ リ ケーシ ョ ンなど、 他のアプ リ ケーシ ョ ン 
サービス と も両立性があ り ます。 これらのアプ リ ケーシ ョ ン サービスは、 デ ィ レク ト リ  サー
ビス、 認証サービス、 課金サービスなどのバッ クエン ド  サービスを提供します。

図 1-1図 1-1図 1-1図 1-1 SIP のアーキテクチャSIP のアーキテクチャSIP のアーキテクチャSIP のアーキテクチャ

SIP クライアン トSIP クライアン トSIP クライアン トSIP クライアン ト

SIP ク ラ イアン ト には、 次のコンポーネン トがあ り ます。

• IP フォン ： UAS または UAC のいずれかの働きをします。 ソフ ト フォン （電話機の働きを
する ソフ ト ウェアがインス トールされている  PC） や Cisco SIP IP phone は、SIP 要求を開始
する こ と も、 SIP 要求に応答する こ と もできます。

• ゲー ト ウェイ ： コール制御を実行します。 ゲー ト ウェイは、 さまざまなサービスを提供し
ますが、 最も一般的なものは、 SIP 会議エンドポイン ト と他の端末タ イプとの間での変換
機能です。 この機能には、 伝送フォーマッ ト の変換や通信プロシージャの変換が含まれま
す。 また、 ゲー ト ウェ イは、音声コーデッ ク間、 ビデオ コーデッ ク間の変換、 および LAN 
側と交換回線網側の両方でのコールの確立や切断も行います。
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Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要

SIP サーバSIP サーバSIP サーバSIP サーバ

SIP サーバには、 次のコンポーネン トがあ り ます。

• プロキシ サーバ ： ク ラ イアン ト から  SIP 要求を受け取った後、 その要求を転送する中間装
置です。 基本的に、 プロキシ サーバは、 SIP メ ッセージを受け取 り、 それをネッ ト ワーク
内の次の SIP サーバに転送します。 プロキシ サーバは、 認証、 許可、 ネッ ト ワーク  アクセ
ス制御、 ルーティ ング、 リ ラ イアブルな要求再転送、 セキュリ ティ などの機能を備えていま
す。

• リ ダイレ ク ト  サーバ ： SIP 要求を受け取 り、 要求の中のアド レスを除去し、 自身のアド レ
ス  テーブルをチェ ッ ク し、 要求内のアド レスにマップできる  他のアド レスがないかを調べ
ます。 次に、 アド レス  マッピングの結果をク ラ イアン ト に戻します。 基本的には、 リ ダイ
レ ク ト  サーバは、 メ ッセージが進むべき次のホップに関する情報をク ラ イアン ト に供給し
ます。 ク ラ イアン トはその後、 ネク ス ト  ホップ サーバまたは UAS サーバと情報を直接交
換します。

• 登録サーバ ： 現在位置の登録を求める  UAC からの要求を処理します。 多 くの場合、 登録
サーバは、 リ ダイレ ク ト  サーバやプロキシ サーバと同じ場所に置かれます。

Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要
Cisco SIP IP phone は、 IP ネッ ト ワークに直接接続して、 標準の PBX 電話機と非常によ く似た
操作で使用できる多機能型の電話機です。 Cisco SIP IP phone は、 IP テレフォニー装置のひとつ
で、 VoIP ネッ ト ワークで使用されます。

Cisco SIP IP phone は、 端末装置と してイーサネッ ト  スイ ッチ上の 10Base-T/100Base-T イン
ターフェイスを介して、 既存のデータ  ネッ ト ワーク  インフラス ト ラ クチャに接続できます。
音声対応イーサネッ ト  スイ ッチ （タ イプ オブ サービス  [TOS] ビッ ト を認識し、 VoIP ト ラ
フ ィ ッ クに優先順位を付ける機能を備えたスイ ッチ） と、 この IP フォンを併用すれば、 従来の
専用電話機、 キー システム、 および PBX が不要にな り ます。

Cisco SIP IP phone は、 RFC 3261 に準拠しています （付録 A 「SIP の RFC 3261 適合情報」 を参
照）。

図 1-2 では、 Cisco SIP IP phone の各部の機能を示しています。
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図 1-2図 1-2図 1-2図 1-2 Cisco SIP IP phone の各部の機能Cisco SIP IP phone の各部の機能Cisco SIP IP phone の各部の機能Cisco SIP IP phone の各部の機能

• LCD 画面 ：時刻、 日付、 電話番号、 発信者 ID、 回線と コール状況、 ソフ ト  キー タブなど、
Cisco SIP IP phone に関する情報を表示するデス ク ト ップです。

• 回線 （Line） または短縮ダイヤル （Speed-dial） ボタン ： LCD 画面上で、 新しい回線 （ラ イ
ン） のオープン、 または番号の短縮ダイヤルを行います。

• 角度調節用フッ ト スタン ド ：電話台の角度を調節します。

• ソフ ト  キー ：すぐ上の LCD 画面上に表示されているテキス ト  メ ッセージの機能をアク
テ ィブにします。

• 情報 （iiii） ボタン ： 選択したキーまたは機能に関するオンラ イン ヘルプを表示した り、 アク
テ ィブ コールに関するネッ ト ワーク統計を表示した り します。 i ボタンを押してから、 ボ
タンまたはキーを押すと、 説明が表示されます。 たとえば、 i    ボタンを押してから、 上また
は下のスク ロール キーを押すと、 LCD 画面上で上下にスク ロールする方法を示す画面が表
示されます。

• 表示モード  ボタン ： 現在の設定、 最近の通話、 利用可能なサービス、 およびボイス メール 
メ ッセージについての情報を取 り出します。

• 音量 （Volume） ボタン ：受話器、 ヘッ ドセッ ト 、 スピーカ、 およびベルの音量を調節しま
す。 また、 LCD 画面のコン ト ラス ト の設定値を変更します。

• 機能切 り替え ：次の機能を切 り替える こ とができます。

– ヘッ ドセッ ト と スピーカ－この 2 つの機能を切 り替える こ とによ り、 ヘッ ドセッ ト ま
たはスピーカフォンを使用して電話に応答できます。

– ミ ュー ト （消音） ：音声の伝送を停止した り、 再開した り します。

• ス ク ロール （Scroll） キー ： LCD 画面上に表示されている各種のソフ ト  キーのオプシ ョ ン
間を移動できます。
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• ダイヤル パッ ド ： ダイヤル パッ ドのボタンを押して、 電話番号をダイヤルします。 ダイヤ
ル パッ ド  ボタンは、 既存の電話機に付いているボタン と まった く同じ働きをします。

• 受話器 ：受話器を取 り上げ、 ダイヤル パッ ドの番号を押すこ とによ り、 電話をかけた り、
ボイス メール メ ッセージを確認した り、 電話に応答した り します。

BTXML サポートBTXML サポートBTXML サポートBTXML サポート

Cisco SIP IP phone では、 Basic Telephony eXtensible Markup Language （BTXML） がサポー ト さ
れています。 BTXML によって、 XML 要素を定義し、 IP 電話機のユーザ インターフェイスを制
御します。 BTXML には、 画面上に表示される情報、 およびユーザがソフ ト  キーやハード  キー
を使用して入力する方法を記述します。 ユーザ インターフェイスの制御機能は電話機内部にあ
り、 外部からの BTXML ユーザ インターフェイス制御機能はあ り ません。

Cisco CallManager XML サポートCisco CallManager XML サポートCisco CallManager XML サポートCisco CallManager XML サポート

Cisco SIP IP phone は、 ユーザが作成した Cisco CallManager XML カードをサポー ト します。 こ
れらのカードには、 電話機上のボタンやソフ ト  キーを使用してアクセスできます。 これらの
カードを使用する と、 株価情報、 カレンダ、 およびディ レク ト リ索引などのデータを受信でき
ます。 XML カードにアクセスする方法は、 次のとおりです。

• services_url パラ メータを使用して構成された Services ソフ ト  キーを使用する。

• ディ レク ト リ  ボタンを押し、 directory_url パラ メータを使用して構成された External 
Directory を選択する。

•  logo_url パラ メータを使用して構成された、 電話機のロゴ （ブラン ド ） と して使用される
ビッ トマップをダウンロードする。

パラ メータの設定については、 第 3 章 「Cisco SIP IP Phone の管理」 を参照して ください。

Cisco SIP IP phone は、Cisco CallManager XML のバージ ョ ン 3.0 までをサポー ト していますが、
Cisco CallManager XML バージ ョ ン 3.1 で追加された次の XML オブジェ ク ト をサポート してい
ません。

• CiscoIPPhoneIconMenu

• CiscoIPPhoneExecute

• CiscoIPPhoneError

• CiscoIPPhoneResponse

• SoftKeyItem

また、 Cisco SIP IP phone には次の例外が適用されます。

• 外部ディ レク ト リは、 ディ レク ト リ  ボタンの下にあるディ レク ト リの メ イン リ ス ト に、 付
加されません。 Cisco SIP IP phone に外部デ ィ レク ト リがある場合、 ディ レク ト リ  ボタンを
押し、 External Directory オプシ ョ ンを選択して、 アクセスして ください。

• Cisco CallManager XML カードを表示する場合に、 Cisco SIP IP phone は空白を除去します。
複数のスペースはま とめられて 1 つのスペースにな り ます。

• CiscoIPPhoneImage オブジェ ク ト に対する  x 座標と  y 座標の設定はサポー ト されません。イ
メージは常にロケーシ ョ ン 0,0 に表示されます。 x および y が -1 に設定されている場合、
イ メージの中央そろえはサポー ト されません。
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• Cisco SIP IP phone は、 有効なタ イ トルを受信した場合、 そのタ イ トルを常に表示します。
これは、 Cisco CallManager phone の場合と異な り ます。 Cisco CallManager phone は、
CiscoIPPhoneGraphicMenu オブジェ ク ト に、 受信したタ イ トルを表示せず、
CiscoIPPhoneImage オブジェ ク ト には、 受信したタ イ トルの代わりに、 直前の メニュー項目
または 「Services」 を表示します。

• Cisco CallManager phone は、 メニュー項目内に組み込まれている復帰および改行を許可し
ます。 Cisco SIP IP phone では、 復帰および改行は破棄されます。

• Cisco SIP IP phone では、 常に、 ディ レ ク ト リ  ソフ ト  キーのセッ ト全体が表示されます。
Cisco CallManager phone の場合、 ソフ ト  キーは、 受信するオブジェ ク ト のタ イプに応じて
変わり ます。

• Services または Directory URL に対する最初の要求と一緒にパラ メータが送信されます。 こ
れによ り、 Cisco SIP IP phone と他のタイプの電話機が識別されます。

Cisco SIP IP phone での XML の使用の詳細については、 次のサイ ト または資料を参照して くだ
さい。

• IP テレフォニー

http://www.hotdispatch.com/cisco-ip-telephony

• Cisco CallManager Services Developer Kit

http://www.cisco.com/warp/public/570/avvid/voice_ip/cm_xml/cm_xmldown.shtml

• 『Developing Cisco IP Phone Services』 Darrick Deel、 Mark Nelson、 および Anne Smith 著、
ISBN 1-58705-060-9

サポート される機能サポート される機能サポート される機能サポート される機能

Cisco SIP IP phone は、 図 1-2 に示した各部の機能の他に、 次の機能も備えています。

物理的な機能物理的な機能物理的な機能物理的な機能

• 調整可能な呼び出し音。

• ヒヤ リ ングエイ ドに対応したハン ドセッ ト 。

• ヘッ ドセッ ト の互換性。

• 内蔵 2 ポー ト  イーサネッ ト  スイ ッチ。 電話機と コンピュータが 1 つのイーサネッ ト  
ジャ ッ クを共用できます。

• 10Base-T または 100Base-T イーサネッ ト （RJ-45） ネッ ト ワーク との直接接続 （半二重ま
たは全二重接続をサポー ト ）。

• コン ト ラ ス ト が調整可能な大型 （4.25 x 3 インチ ; 10.79 x 7.62 cm） 画面

ネッ トワーク機能ネッ トワーク機能ネッ トワーク機能ネッ トワーク機能

• IP アド レス割 り当て ： DHCP （ダイナ ミ ッ ク  ホス ト  コンフ ィギュレーシ ョ ン プロ ト コル）
ク ラ イアン ト による割 り当て、 またはローカル セッ ト アップ メニューを使用した手作業に
よる設定。

• DHCP および TFTP を使用したネッ ト ワーク始動。

http://www.hotdispatch.com/cisco-ip-telephony
http://www.cisco.com/warp/public/570/avvid/voice_ip/cm_xml/cm_xmldown.shtml


1-81-81-81-8
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

第 1 章   第 1 章   第 1 章   第 1 章   製品の概要製品の概要製品の概要製品の概要

Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要

• Telnet サポー ト ：ユーザは Telnet を使用して、 Cisco SIP IP phone に直接接続して、 IP フォ
ンのデバッグ と ト ラブルシューテ ィ ングを行う こ とができます。 設定パラ メータの詳細に
ついては、 「Cisco SIP IP Phone の管理」 （P. 3-1） を参照して ください。

• Ping サポート ：ユーザは ping を使用して、 Cisco SIP IP phone が作動しているかど うか、お
よび IP フォンからの応答時間の長さを確認できるよ うにします。

• Traceroute サポー ト ： ユーザは traceroute を使用して、 Cisco SIP IP phone が目的の宛先に
到達するまでに通るパスを確認できます。

設定機能設定機能設定機能設定機能

Cisco SIP IP phone では、 次の設定ができます。

• イーサネッ ト  ポー トのモード と速度の設定

• プロキシ サーバへの登録、 およびプロキシ サーバからの登録解除

• バッ クアップ プロキシ サーバへの登録、 およびバッ クアップ プロキシ サーバからの登録
解除

• TFTP ブー ト  ディ レク ト リの指定

• IP フォンの識別を表示するためのラベルの設定

• IP フォンのアクテ ィブな回線の発信者を識別するための名前の設定

• 12 時間制または 24 時間制のユーザ インターフェイス時刻表示の設定

• Settings メニューでの IP フォンのロ ッ ク と ロ ッ ク解除

コーデックおよびプロ ト コル サポートコーデックおよびプロ ト コル サポートコーデックおよびプロ ト コル サポートコーデックおよびプロ ト コル サポート

• G.711 （µ-law と  a-law） および G.729a 音声圧縮。

• プッシュホン式ダイヤル呼び出しに対するインバン ド  デュアル トーン複数周波数
（DTMF）。

• DTMF 信号を正し く伝送しないコーデッ ク （たとえば、 G.729 または G.729a） 用の、 アウ
ト オブバン ド  DTMF シグナ リ ング。

• ローカル （180 Ringing） または リモー ト （183 Session Progress） コール プログレス  トー
ン。

• Audio/Video Transport （AVT） ペイ ロード  タ イプ ネゴシエーシ ョ ン。

• 簡易ネッ ト ワーク  タ イム プロ ト コル （SNTP） による現在の日付と時刻、 およびタイム 
ゾーンと夏時間。

• Diversion ヘッダーによるコール リ ダイレ クシ ョ ン情報。

• 遅延メディア ネゴシエーシ ョ ンによるサードパーテ ィのコールの制御。 遅延メディア ネゴ
シエーシ ョ ンは、 コールの初期セッ ト アップ時に、 セッシ ョ ン記述プロ ト コル （SDP） 情
報の完全なアドバタ イジングを行わないネゴシエーシ ョ ンです。

• SDP 内で完全修飾ド メ イン名 （FQDN） と して指定されるエン ドポイン ト 。

• リモー ト  リセッ トおよびダイヤル プラン更新 （NOTIFY メ ッセージの Event ヘッダーによ
る）。

サポー ト されるその他のプロ ト コルについては、 「サポー ト されるプロ ト コル」 （P. 1-12） を参
照して ください。
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ダイヤルと メ ッセージ機能ダイヤルと メ ッセージ機能ダイヤルと メ ッセージ機能ダイヤルと メ ッセージ機能

• 自動ダイヤルとセカンダ リ  ダイヤル トーンの自動生成を可能にするダイヤル プランがサ
ポー ト されています。

• ローカル ディ レク ト リの設定 （保管と再呼び出し） とダイヤル番号の自動入力 ： コールの
確立または受信が正常に行われるたびに、 IP フォン上で保持されているローカル ディ レク
ト リに番号が保管されます。 最大エン ト リ数は 32 です。 エン ト リは使用頻度と保管日時に
応じて期限切れにな り、 最も古いエン ト リの中で最も呼び出し回数の少ないエン ト リが最
初に上書き されます。 ユーザがこの機能をプログラムする こ とはできませんが、 エン ト リ
が削除されないよ うに、 最大 20 エン ト リ を 「ロ ッ ク」 できます （Locked ソフ ト  キーを使
用）。

• メ ッセージ待機インジケータ （無指定の NOTIFY による） ： 加入者の メールボッ ク スに新
しい音声メ ッセージが着信する と点灯します。 加入者が メ ッセージを聞いても、 まだ メ ッ
セージの保管または削除を行っていない場合は、 ラ イ トは引き続き点灯します。 加入者が
新しい メ ッセージを聞いてから、 メ ッセージを保管または削除する と、 ラ イ トは消灯しま
す。 メ ッセージ待機インジケータは、 ボイス メール サーバによって制御されます。 このイ
ンジケータ機能は、 IP フォンのアップグレード または リ ブー ト後も保持されます。

• メ ッセージ ボタンを使用した、 ボイス メールへの短縮ダイヤル

• 着信拒否 ： ユーザが電話に出た くないと き、 指定の期間中はシステムが着信コールを代行
受信するよ うに指定できます。

• 複数ディ レク ト リ番号 ： Cisco SIP IP phone に対して 6 つまでのディ レ ク ト リ番号または回
線を設定できます。

• コール ウェイテ ィ ング （イネーブル） ：可聴 トーンによ り、 着信コールが待機中である こ
と を知らせます。 これによ り、 ユーザは現在のコールを保留にして、 別のコールに応答で
きます。 また、 ユーザは、 2 者のコールを交互に切 り替える こ と もできます。

• コール ウェイテ ィ ング （ディセーブル） ： 指定された期間中、 コール ウェ イテ ィング コー
ルをブロ ッ クするよ うにシステムに指示できます。

• 直接番号ダイヤ リ ング ：市内形式、 国内形式、 または国際形式の標準 E.164 番号形式を使
用して、 コールを発信または受信できます。

• 直接 URL ダイヤ リ ング ：電話番号の代わりに E メール アド レスを使用してコールできま
す。

• 発信者電話番号非通知 ：発信者識別機能を備えた電話に電話番号または E メール アド レス
を通知しないよ うに、 システムに指示できます。

• 番号非通知呼び出しブロ ッキング ： コールの発信者識別がブロ ッ ク されている場合には、
そのコールの受信を拒否するよ う システムに指示できます。

• 3 方向会議 ： 会議を開始した電話機上で ミ キシングを行う こ とによって、 1 台の電話機が他
の 2 台の電話機と会議する こ と をサポー ト します。 3 方向電話会議をセッ ト アップするに
は、 『Cisco IP Phone 7960/7940 シ リーズ ユーザ ガイ ド 』 の第 3 章の 「電話会議の使用」 節
を参照して ください。

コール オプショ ンコール オプショ ンコール オプショ ンコール オプショ ン

• 自動転送 （ネッ ト ワーク） ： Cisco SIP IP phone のユーザは、 ネッ ト ワークを通して着信転
送サービスを要求できます （この機能を設定できるサードパーテ ィ製ツールを使用）。 ユー
ザの電話に対してコールが行われる と、 コールは SIP プロキシ サーバによって、 該当する
転送先に リ ダイレ ク ト されます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/ip_7960/user_gd/index.htm


1-101-101-101-10
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

第 1 章   第 1 章   第 1 章   第 1 章   製品の概要製品の概要製品の概要製品の概要

Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要Cisco SIP IP Phone の概要

• コール保留 ： Cisco SIP IP phone のユーザ （ユーザ A） は、 コール （ユーザ B からの） を保
留にできます。 ユーザ A がユーザ B を保留にする と、 ユーザ A とユーザ B の間の双方向 
RTP 音声パスは、 一時的に切断されますが、 そのコール セッシ ョ ンは引き続き接続されて
います。ユーザ A がユーザ B を保留から接続に戻すと、双方向 RTP 音声パスが再確立され
ます。

• コール転送 ： Cisco SIP IP phone のユーザ （ユーザ A） は、 任意のユーザ （ユーザ B） から
のコールを別のユーザ （ユーザ C） に転送できます。 ユーザ A は、 ユーザ B を保留にして
ユーザ C へのコールを行います。 ユーザ C が転送を受け入れる と、 ユーザ B とユーザ C 
の間でセッシ ョ ンが確立され、 ユーザ A と  ユーザ B の間のセッシ ョ ンは終了します。

• 3 方向コール ： 「ブ リ ッジ」 による  3 方向コールを可能にします。 3 方向コールが確立され
る と、 コールの確立に使用された Cisco SIP IP phone がブ リ ッジの役目をして、他の通話者
のオーディオ メディアを ミ キシングします。

ルーティングとプロキシ機能ルーティングとプロキシ機能ルーティングとプロキシ機能ルーティングとプロキシ機能

• ユーザ定義のプロキシ ルーテ ィ ング

ダイヤル プラン テンプレー ト  フ ァ イル内のテンプレー ト  タグの Route 属性を使用する と、
コールが最初にルー ト指定される先のプロキシ （デフォル ト （default）、 緊急
（emergency）、 FQDN） を指定できます。 たとえば、 緊急プロキシを設定するには、 Route 
属性の値を 「emergency」 に指定します。

• バッ クアップ SIP プロキシ

プラ イマ リ  プロキシが、 Cisco SIP IP phone によって送信された INVITE メ ッセージに応答
せず、 その試行回数が設定回数を超えた場合、 Cisco SIP IP phone はバッ クアップ プロキシ
に INVITE を送信します。 こ こで指定されるプロキシは、 ダイヤルプラン テンプレー トの 
Route 属性による定義とは無関係です。

Cisco SIP IP phone は、バッ クアップ プロキシに登録を試みます。バッ クアップ プロキシと
のインタ ラ クシ ョ ン （たとえば、 認証確認） はすべて、 プラ イマ リ  プロキシとのインタ ラ
クシ ョ ン と同じ よ うに扱われます。

新しい INVITE メ ッセージを使用してプラ イマ リ  プロキシとの通信ができない場合、 その
新しい INVITE メ ッセージだけを使用して、 バッ クアップ プロキシとの通信が行われます。
ひとたびバッ クアップ プロキシが使用される と、 コールの継続中、 バッ クアップ プロキシ
はアクテ ィブにな り ます。

バッ クアップ SIP プロキシのロケーシ ョ ンは、 デフォル ト  コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
ルで IP アド レスによって定義できます。「SIP 設定値の変更」 （P. 3-6） の proxy_backup パラ
メータ と  proxy_backup_port パラ メータを参照して ください。

• 緊急 SIP プロキシ

オプシ ョ ンの緊急 SIP プロキシは、ダイヤル プラン テンプレー ト  フ ァ イル内のテンプレー
ト  タグの Route 属性を使用して設定できます。

緊急 SIP プロキシが設定され、 コールが開始される と、 IP フォンは、 proxy_emergency パラ
メータで指定されたアド レスに対して、 INVITE メ ッセージを生成します。 緊急プロキシ
は、 そのコールの継続中使用され続けます。

緊急プロキシのロケーシ ョ ンは、 デフォル ト  コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルで IP アド
レスによって定義できます。 「SIP 設定値の変更」 （P. 3-6） の proxy_emergency パラ メータ
と  proxy_emergency_port パラ メータを参照して ください。

• DNS SRV のサポー ト

ド メ イン ネーム サーバ （DNS SRV） は、 所定のサービス用のサーバを検索する場合に使用
します。
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Cisco SIP IP phone の SIP は、 DNS SRV 照会を使用して、 SIP プロキシ サーバまたは リ ダイ
レ ク ト  サーバの IP アド レスを判別します。 生成された照会ス ト リ ングには、 RFC 2782 に
準拠して、 「_protocol._transport」 のよ うに、 プロ ト コル ラベルの前に下線 （____） を付けま
す。 下線を付ける と、 同じ ラベル名が無関係の目的に使用される危険性が小さ く な り ます。

RFC 2782 および draft-ietf-sip-srv-01 仕様に従って、 システムは複数の IP アド レスを記憶
し、 適切に使用します。 draft-ietf-sip-srv-01 仕様では、 SRV レコードに戻されるすべての
プロキシは同一なので、 IP フォンはそれらのプロキシのいずれにでも登録する こ とがで
き、 他の任意のプロキシを使用してコールを開始できる こ とにな り ます。

• 設定可能な音声アクテ ィ ビテ ィ検出

音声アクテ ィ ビテ ィ検出 （VAD） は、 enable_vad パラ メータによって、 使用可能または使
用不可に設定する こ とができます。 使用不可にするにはパラ メータ値に 0 を、 使用可能に
するにはパラ メータ値に 1 を設定します。 「SIP 設定値の変更」 （P. 3-6） の enable_vad パラ
メータを参照して ください。

• 固有アラー ト

INVITE メ ッセージに Alert-Info ヘッダーが含まれている場合、 固有呼び出し音が呼び出さ
れます。 このヘッダーの形式は 「Alert-info: x」 です。 「x」 の値は任意の数字にする こ とが
できます。 IP フォンではこのヘッダーを受信するだけで、 生成する こ とはできません。

固有呼び出し音がサポー ト されるのは、 IP フォンがアイ ドル中、 またはコール中です。 ア
イ ドル モードでは、 IP フォンの呼び出し音の リ ズムが異な り ます。 選択された呼び出し音
タ イプが、 短い間隔で 2 回鳴 り ます。 コール ウェ イテ ィ ング モードでは、 1 回長いビープ
音が鳴る代わりに、 2 回短いビープ音が鳴 り ます。

• ネッ ト ワーク  アド レス変換と発信プロキシ

ネッ ト ワーク  アド レス変換 （NAT） は、 nat_enable パラ メータによって使用可能または使
用不可にする こ とができます。 NAT またはフ ァ イアウォール サーバのアド レスは、
nat_address パラ メータを使用して設定できます。

発信プロキシ サーバの IP アド レス とポー ト番号を設定できます。 発信プロキシが使用可
能になっている場合、 すべての SIP 要求は、 proxyN_address にではな く、 発信プロキシ 
サーバに送信されます。 すべての応答は、 通常の Via 処理規則に引き続き従います。 メ
ディア ス ト リームは、 発信プロキシを通るよ うにルー ト指定されません。

NAT モード と発信プロキシ モードは、 別々に使用可能または使用不可にする こ とができま
す。 最上位の Via ヘッダーに received= タグがな く、 ソース  IP アド レスが最上位 Via ヘッ
ダー内の IP アド レス と異なる場合、 すべての応答の Via ヘッダーに received= タグが追加
されます。 応答は、 次の条件でソースに戻されます。

– received= タグが最上位の Via ヘッダーにある場合、応答は、 その received= タグに含ま
れている  IP アド レスに戻される。

– received= タグがないと きに、 最上位の Via ヘッダー内の IP アド レスがソース  IP アド
レス と異なる場合、 応答はソース  IP アド レスに戻される。 それ以外の場合、 応答は、
最上位の Via ヘッダー内の IP アド レスに戻されます。

注注注注 標準テレフォニー機能と  URL ダイヤ リ ングの使用法については、 「関連資料」 （P. v） に リ ス ト
されている資料を参照して ください。

文字サポート文字サポート文字サポート文字サポート

Cisco SIP IP phone では、 ISO 8859-1 Latin1 文字がサポート されています。サポー ト されている
言語は、 次のとおりです。
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• フランス語 （fr）、 スペイン語 （es）、 カタ ロニア語 （ca）、 バス ク語 （eu）、 ポル ト ガル語
（pt）、 イ タ リ ア語 （it）、 アルバニア語 （sq）、 レー ト ロマン語 （rm）、 オランダ語 （nl）、 ド
イツ語 （de）、 デンマーク語 （da）、 スウェーデン語 （sv）、 ノルウェー語 （no）、 フ ィ ンラ
ン ド語 （fi）、 フェロー語 （fo）、 アイスラン ド語 （is）、 アイルラン ド語 （ga）、 スコ ッ ト ラ
ン ド語 （gd）、 英語 （en）、 アフ リ カーンス語 （af）、 およびスワ ヒ リ語 （sw）。

次の言語はサポー ト されていません。

• Latin Extended-B 文字を使用するズールー語 （zu） およびその他のバンツー語、 北アフ リ
カのアラビア語、 ならびに波形記号 （~） のある  GEIUY がないグワ ラニ語。

注注注注 XML カード、 情報テキス ト 、 およびメニューはすべて英語です。 これらの項目は、 IP フォン
のイ メージに組み込まれているので、 変更できません。

ISO 8859-1 Latin1 文字は、 次のエ リ アで使用できます。

• 発信者 ID 情報。発信者 ID ス ト リ ングに ISO 8859-1 Latin1 文字を含む SIP メ ッセージを受
信した場合、 それらの発信者 ID ス ト リ ングは、 正しい ISO 8859-1 Latin1 文字を使用して 
Cisco SIP IP phone の LCD 画面に表示されます。

• CMXML で作成された Services メニュー アプ リ ケーシ ョ ン。 特定の地域の言語向けにアプ
リ ケーシ ョ ンを作成できます。 たとえば、 スウェーデン語を使用してスウェーデンの現在
の天候を表示するアプ リ ケーシ ョ ンを、 Cisco SIP IP phone に表示できます。 お客様がスペ
インの都市用に同じアプ リ ケーシ ョ ンを作成する場合、 このアプ リ ケーシ ョ ンをスペイン
語に翻訳できます。

• 回線キー ラベル。 回線キーは、 Latin1 文字に対応するよ うに設定できます。 回線キー名
は、 コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルで指定する こ とによって、 正し く表示されます。
Latin1 文字は lineX_name では使用できませんが、 lineX_shortname および lineX_displayname 
では使用できます。 プロキシが To/From ヘッダー内で Latin1 文字をサポー トする場合、 こ
れらの文字は lineX_name パラ メータでも使用できます。

サポート されるプロト コルサポート されるプロト コルサポート されるプロト コルサポート されるプロト コル

Cisco SIP IP phone は、 次の標準ネッ ト ワーク  プロ ト コルをサポー ト しています。

• ド メ イン ネーム サーバ （DNS） ： インターネッ ト上で、 ネッ ト ワーク  ノードの名前をアド
レスに変換するのに使用されます。 SIP は、 DNS を使用して、 エン ドポイン ト のホス ト名
を IP アド レスに変換します。

• ダイナ ミ ッ ク  ホス ト  コンフ ィギュレーシ ョ ン プロ ト コル （DHCP） ： IP アド レスを動的に
割 り振 り 、 割 り当てるのに使用します。 DHCP を使用する と、 管理者の手をわずらわせず
に、 ネッ ト ワーク装置をあるサブネッ ト から別のサブネッ ト に移動できます。 DHCP を使
用している場合、 Cisco SIP IP phone は、 ネッ ト ワークに接続するだけで操作可能にな り、
手作業で IP アド レスやその他のネッ ト ワーク  パラ メータを割 り当てる必要はあ り ません。

Cisco SIP IP phone は、 RFC 2131 に規定の DHCP 仕様に準拠しています。デフォル ト では、
Cisco SIP IP phone は DHCP が使用可能に設定されています。

• インターネッ ト制御メ ッセージ プロ ト コル （ICMP） ： ホス ト が他のホス ト にエラー メ ッ
セージや制御メ ッセージを送信できるよ うにする、 ネッ ト ワーク層インターネッ ト  プロ ト
コルです。 ICMP では、 IP パケッ ト処理に関連したその他の情報も送信します。

Cisco SIP IP phone は、 RFC 792 で規定されている  ICMP をサポート しています。
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• インターネッ ト  プロ ト コル （IP） ： インターネッ ト上のノード間でデータグラム パケッ ト
を送信するネッ ト ワーク層プロ ト コルです。 IP は、 アド レ ッシング、 タ イプ オブ サービ
ス （ToS） 仕様、 断片化と再組み立て、 およびセキュ リテ ィの機能も備えています。

Cisco SIP IP phone は、 RFC 791 に規定の IP をサポー ト しています。

• リ アルタイム ト ランスポー ト  プロ ト コル （RTP） ：データ  ネッ ト ワーク上で リ アルタイム 
データ （たとえば音声データ） を転送します。 RTP では、 サービス品質 （QoS） 情報を取
り込むこ と もできます。

Cisco SIP IP phone では、 RTP に対応し、 メディア チャネルと して扱っています。

• セッシ ョ ン記述プロ ト コル （SDP） ： マルチメディア セッシ ョ ン とそれに関連したスケ
ジュー リ ング情報を記述する、 ASCII ベースのプロ ト コルです。

Cisco SIP IP phone は、 セッシ ョ ンの記述のために SDP を使用します。

• 簡易ネッ ト ワーク  タ イム プロ ト コル （SNTP） ： IP ネッ ト ワーク上のコンピュータ  ク ロ ッ
クを同期化します。 Cisco SIP IP phone は、 日付と時刻の調整に SNTP を使用します。

• 伝送制御プロ ト コル （TCP） ： インターネッ ト上の 2 つのエンドポイン ト間で、 信頼性の高
いバイ ト  ス ト リーム転送サービスを実行します。 Cisco SIP IP phone は、 Telnet セッシ ョ ン
を実行する場合に限り  TCP をサポート します。

• ト リ ビアル フ ァ イル転送プロ ト コル （TFTP） ： ネッ ト ワークを通して、 あるコンピュータ
から別のコンピュータにファ イルを転送するプロ ト コルです。 Cisco SIP IP phone は、 コン
フ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルやソフ ト ウェア更新をダウンロードする と きに、 TFTP を使
用します。

• ユーザ データグラム プロ ト コル （UDP） ：確認応答や配信の保証を行わずにデータ  パケッ
ト を交換する単純なプロ ト コルです。 SIP では、 UDP を基礎 ト ランスポー ト  プロ ト コルと
して利用できます。 UDP を利用する場合は、再転送を使用して信頼性を保証します。 Cisco 
SIP IP phone は、 UDP のフラグ メン ト化をサポート します。

Cisco SIP IP phone は、 SIP シグナ リ ングについて、 RFC 768 で規定されている  UDP をサ
ポー ト しています。

• ハイパーテキス ト転送プロ ト コル （HTTP） ： この IP フォンは、 HTTP 1.1 を限定的にサ
ポー ト しています。Cisco SIP IP phone は、Cisco CallManager XML フ ァ イルの検索に HTTP 
を使用します。

ネッ ト ワークの前提条件ネッ ト ワークの前提条件ネッ ト ワークの前提条件ネッ ト ワークの前提条件
Cisco SIP IP phone が、 ネッ ト ワーク内の SIP エンドポイン ト と して正常に機能するには、 ユー
ザのネッ ト ワークが次の要件を満たしている こ とが必要です。

• IP ネッ ト ワークが、 正常に確立されている こ と。

IP の設定の詳細については、 『Cisco IOS IP Configuration Guide, Release 12.2』 を参照して く
ださい。

• Cisco ルータ上で VoIP が設定されている こ と。

VoIP の設定の詳細については、 該当するアクセス  プラ ッ ト フォーム用の 『 Cisco IOS 
Voice, Video, and Fax Configuration Guide, Release 12.2』 を参照して ください。 SIP VoIP の
設定の詳細については、 「Configuring SIP for VoIP」 の章を参照して ください。

• SIP 用の VoIP ゲー ト ウェ イが設定されている こ と。

• TFTP サーバがアクテ ィブで、最新の Cisco SIP IP phone ファームウェア イ メージを、ルー
ト  ディ レク ト リにもっている こ と。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios122/122cgcr/fipr_c/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios122/122cgcr/fvvfax_c/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios122/122cgcr/fvvfax_c/vvfsip.htm
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• プロキシ サーバがアクテ ィブで、 SIP メ ッセージを受信し、 転送するよ うに設定されてい
る こ と。

Cisco SIP IP Phone の接続Cisco SIP IP Phone の接続Cisco SIP IP Phone の接続Cisco SIP IP Phone の接続
Cisco SIP IP phone には、 データ  ネッ ト ワークに接続するためのコネク タ、 IP フォンに電源を
供給するためのコネク タ、ヘッ ドセッ ト を IP フォンに接続するためのコネク タなどが備わって
います。 図 1-3 では、 Cisco SIP IP phone への各機器の接続を示しています。

図 1-3図 1-3図 1-3図 1-3 Cisco SIP IP phone のケーブル接続Cisco SIP IP phone のケーブル接続Cisco SIP IP phone のケーブル接続Cisco SIP IP phone のケーブル接続

ネッ ト ワークへの接続ネッ ト ワークへの接続ネッ ト ワークへの接続ネッ ト ワークへの接続

Cisco SIP IP phone には、 2 つの RJ-45 ポー ト、つま り、 ネッ ト ワーク  ポート （10/100 SW のラ
ベル） とアクセス  ポー ト （10/100 PC のラベル） があ り ます。 各ポー トは、 外付け装置との 
10/100 Mbps 半二重、 または全二重イーサネッ ト接続をサポー ト します。 10 Mpbs 接続には、
カテゴ リ  3 またはカテゴ リ  5 のどちらのケーブルでも使用できますが、100 Mbps 接続には、カ
テゴ リ  5 のケーブルを使用する必要があ り ます。 ネッ ト ワーク  ポー ト とアクセス  ポー トには、
衝突を避けるために、 どちらにも全二重モードを使用して ください。

ネッ トワーク  ポート （10/100 SW）ネッ トワーク  ポート （10/100 SW）ネッ トワーク  ポート （10/100 SW）ネッ トワーク  ポート （10/100 SW）

ネッ ト ワーク  ポー トは、 IP フォンをネッ ト ワークに接続する際に使用します。 このポー トに
は、 ス ト レー ト  ケーブルを使用する必要があ り ます。 IP フォンは、 この接続を通して、
Catalyst スイ ッチから インラ イン パワーの供給を受ける こ と もできます。 詳し くは、 「電源へ
の接続」 （P. 1-15） を参照して ください。
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アクセス ポート （10/100 PC）アクセス ポート （10/100 PC）アクセス ポート （10/100 PC）アクセス ポート （10/100 PC）

アクセス  ポー トは、 コンピュータなどのネッ ト ワーク装置を IP フォンに接続するのに使用し
ます。 このポー トには、 ス ト レー ト  ケーブルを使用する必要があ り ます。

電源への接続電源への接続電源への接続電源への接続

Cisco SIP IP phone に電力を供給するには、 次の電源を使用します。

• 外部電源 ：オプシ ョ ンの Cisco AC アダプタ と電源コードを使用して標準の壁面コンセン ト
に接続します。

• WS-X6348-RJ45V 10/100 スイ ッチング モジュール ： IP フォンを Catalyst 3500、 4000、
6000 フ ァ ミ リーの 10/100Base-TX スイ ッチング モジュールに接続している場合、 Cisco 
SIP IP phone にはインラ イン パワーが供給されます。

このモジュールは、 ピン 1 と  2、 および 3 と  6 を使用して給電します。

• WS-PWR-PANEL ：パワー パッチ パネルは、 Cisco SIP IP phone に電力を供給します。 これ
によ り、 Cisco SIP IP phone を既存の Catalyst 4000、 5000、 6000 フ ァ ミ リーの 
10/100Base-TX スイ ッチング モジュールに接続できるよ うにな り ます。

このモジュールは、 ピン 4、 5、 7、 8 を使用して給電します。

• WS-X4148-RJ45V ： Catalyst 4006 用のインラ イン パワー モジュールを備えた 48 ポー ト  
10/100 イーサネッ ト です。

• WS-X4095-PEM ： Catalyst 4006 用の VoIP DC 電源入力モジュールです。

• WS-X4608-2PSU および WS-X4608 ： Catalyst 4006 用の外部 -48VDC 電源シェルフ共通機
器 （2 台の AC-DC 電源装置 （PSU） と冗長オプシ ョ ン用の空きベイ  1 つを装備）、 および
電源シェルフ用の 110V 15A AC-48VDC PSU 冗長オプシ ョ ン。

• WS-C3524-PWR-XL-EN ： Catalyst 3524-PWR XL スイ ッチです。

注注注注 Catalyst スイ ッチからのインラ イン パワーをサポー トするのは、ネッ ト ワーク  ポー ト （10/100 
SW のラベル） だけです。

ヘッ ド セッ ト の使用ヘッ ド セッ ト の使用ヘッ ド セッ ト の使用ヘッ ド セッ ト の使用

Cisco SIP IP phone は、 4 芯または 6 芯のヘッ ドセッ ト  ジャ ッ クをサポー ト します。特に Cisco 
SIP IP phone では、 次の Plantronics ヘッ ドセッ ト  モデルをサポー ト しています。

• Tristar Monaural

• Encore Monaural H91

• Encore Binaural H101

音量および ミ ュー ト  コン ト ロールを使用して、 イヤホンの音量を調節した り、 ヘッ ドセッ ト の
音声パスを ミ ュー トにする こ と もできます。 ヘッ ドセッ ト をアクテ ィブにするキーは、 Cisco 
SIP IP phone の前面にあ り ます。
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第 1 章   第 1 章   第 1 章   第 1 章   製品の概要製品の概要製品の概要製品の概要

Cisco SIP IP Phone と  Catalyst スイッ チCisco SIP IP Phone と  Catalyst スイッ チCisco SIP IP Phone と  Catalyst スイッ チCisco SIP IP Phone と  Catalyst スイッ チ

注注注注 ヘッ ドセッ ト を使用する際にアンプは必要あ り ません。 ただし、 Cisco IP Phone 7960/7940 の
背面にあるヘッ ドセッ ト  ポー トにヘッ ドセッ ト を接続するためのコイル コードが必要です。
Cisco IP Phone 7960/7940 に対応しているヘッ ドセッ ト と コ イル コードの発注については、 次
の URL を参照して ください。

http://cisco.getheadsets.com または http://vxicorp.com/cisco

Cisco SIP IP Phone と  Catalyst スイッチCisco SIP IP Phone と  Catalyst スイッチCisco SIP IP Phone と  Catalyst スイッチCisco SIP IP Phone と  Catalyst スイッチ
Cisco SIP IP phone を IP テレフォニー ネッ ト ワーク内で使用するために、 IP フォンを Catalyst 
スイ ッチなどのネッ ト ワーク装置に接続し、 ネッ ト ワークに接続する こ とが必要です。

Cisco SIP IP phone には、 イーサネッ ト  スイ ッチが内蔵されており、 IP フォン、 アクセス  ポー
ト、 およびネッ ト ワーク  ポー トから着信する ト ラフ ィ ッ クを切 り替える こ とができます。

アクセス  ポー トにコンピュータが接続されている場合、 コンピュータ との間で交換されるパ
ケッ ト と、 IP フォン との間で交換されるパケッ トは、 スイ ッチへの同じ物理 リ ンクを共有し、
スイ ッチ上の同じポー ト を使用します。

この設定は、 ネッ ト ワーク上の VLAN 設定の面からは、 次のこ と を意味しています。

• 現在の VLAN が、 IP サブネッ ト  ベースで設定されていて、 IP フォンをポー トに割 り当てる
ための追加の IP アド レスが得られない可能性がある場合、 同じポー トに接続された他の装
置 （PC） と同じサブネッ ト に属する こ とになる。

• IP フォンを接続している  VLAN 上に存在するデータ  ト ラフ ィ ッ クが、 VoIP ト ラフ ィ ッ ク
の品質を低下させる可能性がある。

こ う した問題は、 音声 ト ラフ ィ ッ クを分離して、 IP フォンに接続された各ポー ト上の別の 
VLAN で伝送する こ とで解決できます。 IP フォンの接続用に設定するスイ ッチ ポー トには、 次
の ト ラフ ィ ッ クを伝送するために、 別々の VLAN を設定します。

• Cisco SIP IP phone に入出力する音声 ト ラフ ィ ッ ク （補助 VLAN）

• Cisco SIP IP phone のアクセス  ポー ト を通して、IP フォンの内蔵スイ ッチに接続されている  
PC に入出力するデータ  ト ラフ ィ ッ ク （固有 VLAN）

IP フォンを別の補助 VLAN に分離すれば、音声 ト ラフ ィ ッ クの品質が高ま り、 IP アド レスが十
分にない既存のネッ ト ワークに、 多数の IP フォンを追加する こ とが可能にな り ます。

冗長性を確保するために、 Catalyst スイ ッチからのインラ イン パワーの使用と併用して、
Cisco AC アダプタ も使用できます。Cisco SIP IP phone は、使用される電力負荷を、インラ イン 
パワーと外付け電源の両方に共有させる こ とができます。 インラ イン パワーか外付け電源のど
ちらかが故障した場合、 Cisco SIP IP phone はも う一方の電源に全面的に切 り替える こ とができ
ます。

この冗長化機能を使用するには、 Cisco Catalyst スイ ッチのインラ イン パワー モードをオー ト
に設定する必要があ り ます。次に、電源の入っていない Cisco SIP IP phone をネッ ト ワークに接
続します。 IP フォンの電源を入れた後、 外付け電源装置 （AC アダプタ） を IP フォンに接続し
ます。

詳細については、 Catalyst スイ ッチに付属の資料、 または次のサイ ト で利用可能な資料を参照
して ください。

http://www.cisco.com/univercd/home/index.htm

http://cisco.getheadsets.com
http://cisco.getheadsets.com
http://vxicorp.com/cisco
http://www.cisco.com/univercd/home/index.htm
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Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

この章では、Cisco SIP IP phone を使用するための準備について説明します。また、Cisco SIP IP 
phone のインス トールと、 その接続に必要な手順を説明します。 この章の構成は次のとおりで
す。

• 初期化プロセスの概要 （P.2-1）

• Cisco SIP IP Phone のインス トール （P.2-2）

• 始動時の確認 （P.2-15）

• Cisco SIP IP Phone の メニュー インターフェイスの使用 （P.2-15）

• Cisco SIP IP Phone のアイコンの説明 （P.2-16）

• Cisco SIP IP Phone の リ ング タ イプのカスタマイズ （P.2-17）

• ダイヤル プランの作成 （P.2-18）

初期化プロセスの概要初期化プロセスの概要初期化プロセスの概要初期化プロセスの概要
Cisco SIP IP phone の初期化プロセスでは、 IP フォンのネッ ト ワークへの接続を確立し、 IP ネッ
ト ワーク上で IP フォンを作動可能にします。 この IP フォンをネッ ト ワークに接続した後、 電
源に接続する と、 IP フォンは初期化プロセスを開始します。 初期化プロセスでは、 次の作業が
実行されます。

1. 保存されているイ メージをロードする。

Cisco SIP IP phone には、不揮発性フラ ッシュ  メモ リが内蔵されており、 その中にフ ァーム
ウェア イ メージ、 ユーザ定義の設定値、 および IP フォン用の工場出荷時の永続保存情報
が保存されています。

初期化時に、 IP フォンはブー ト ス ト ラ ップ ローダーを起動し、 フラ ッシュ  メモ リに保存
されている この IP フォン イ メージをロード して、 実行します。

2. VLAN を設定する。

Cisco SIP IP phone が Catalyst スイ ッチに接続されている場合、 スイ ッチは、 スイ ッチ上に
定義されている音声 VLAN を IP フォンに通知します。 IP フォンは、 自身の VLAN メン
バーシップを知らないと、 IP 設定値を入手するための DHCP （ダイナ ミ ッ ク  ホス ト  コン
フ ィギュレーシ ョ ン プロ ト コル） 要求を出すこ とができません （DHCP を使用している場
合）。

3. IP アド レスを獲得する。
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

Cisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ール

Cisco SIP IP phone が DHCP を使用して IP 設定値を取得する場合、 IP フォンは DHCP サー
バに照会します。 DHCP を使用しない場合、 IP フォンは、 フラ ッシュ  メモ リに保存されて
いる  IP 設定値を使用します。

4. TFTP サーバと通信する。

TFTP サーバ上には、 最新の Cisco SIP IP phone ファームウェア イ メージ、 および IP フォ
ンがインス トールされる  VoIP 環境を自動的に判別し、 初期化できるよ うにする、 二重ブー
ト  フ ァ イル （OS79XX.TXT） があ り ます。

IP フォンが TFTP サーバを使用して SIP パラ メータを取得する場合、 IP フォンが要求し、
ダウンロードするコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルも、 TFTP サーバ上にあるはずです。
コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルには、IP フォンが SIP VoIP 環境内で稼働するために必要
な、SIP パラ メータが定義されています。 IP フォンが TFTP サーバを使用して SIP パラ メー
タを取得しない場合、 IP フォンは、 フラ ッシュ  メモ リに保存されている  SIP 設定値を使用
します。

5. ファームウェア バージ ョ ンを確認する。

IP フォンは、 TFTP サーバを使用して自身の SIP パラ メータを取得する場合、 コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン フ ァ イルを要求します。 IP フォンは、 コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル
に定義されているイ メージが、 自身がフラ ッシュ  メモ リに保存したものと異なっている と
判断した場合、 ファームウェア アップグレードを実行します。 フ ァームウェア アップグ
レードの実行時には、 IP フォンは、 TFTP サーバからフ ァームウェア イ メージをダウン
ロード し、 そのイ メージをフラ ッシュ  メモ リにプログラムして、 リ ブー ト します。

Cisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ール
この節では、 Cisco SIP IP phone を IP ネッ ト ワークにインス トールする方法について説明しま
す。 作業に着手する前に、 この節の最後まで注意深 くお読み ください。

インスト ール作業の概要インスト ール作業の概要インスト ール作業の概要インスト ール作業の概要

Cisco SIP IP phone を正常にインス トールする手順は、 次のとおりです。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 「TFTP サーバへのファ イルのダウンロード 」 （P. 2-3） の説明のとおりに、 必要なフ ァ イルを  
Cisco.com から  TFTP サーバにダウンロード します。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 TFTP サーバを使用して SIP パラ メータを設定する場合、 「TFTP サーバを使用した SIP パラ
メータの設定」 （P. 2-4） の説明のとおりに、 コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを作成し、 保
存します。 TFTP サーバを使用して SIP パラ メータを設定しない場合は、 「SIP パラ メータの手
作業での設定」 （P. 2-8） の説明のとおりに、 必要なパラ メータを手作業で設定します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 DCHP を使用して IP フォンのネッ ト ワーク値を設定する場合、 「DHCP サーバを使用したネッ
ト ワーク  パラ メータの設定」 （P. 2-11） の説明のとおりに、 DHCP サーバ上に必要なネッ ト
ワーク  パラ メータを設定します。 DHCP を使用してネッ ト ワーク  パラ メータを設定しない場
合は、 「ネッ ト ワーク  パラ メータの手作業での設定」 （P. 2-11） の説明のとおりに、 必要な
ネッ ト ワーク  パラ メータを手作業で設定します。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 「IP フォンの接続」 （P. 2-12） の説明のとおりに、 IP フォンをネッ ト ワーク と電源に接続しま
す。
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Cisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ール

TFTP サーバへのファイルのダウンロードTFTP サーバへのファイルのダウンロードTFTP サーバへのファイルのダウンロードTFTP サーバへのファイルのダウンロード

Cisco SIP IP phone をインス トールする前に、下記のフ ァ イルを Cisco.com から  TFTP サーバの
ルー ト  ディ レク ト リにコピーします。

ファ イルファ イルファ イルファ イル
必須または必須または必須または必須または
オプショ ンオプショ ンオプショ ンオプショ ン 説明説明説明説明

OS79XX.TXT 必須 IP フォンが、 それ自体がインス トールされる  VoIP 環境を自動的
に判別し、 初期化できるよ うにします。

このファ イルをダウンロード した後、 ASCII エディ タを使用して
このファ イルを開き、 IP フォン上で実行する予定のイ メージ 
バージ ョ ンのファ イル名を （ファ イル拡張子を付けずに） 指定
する必要があ り ます。

SIPDefault.cnfSIPDefault.cnf オプシ ョ ン すべての IP フォンを対象にした SIP パラ メータを設定するため
のファ イルです。

SIPDefault.cnf フ ァ イルの使用法について詳し くは、 「デフォル ト
の SIP コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルの作成」 （P. 2-6） を参
照して ください。

SIPConfigGeneric.cnf 必須 ある  IP フォンに特定の SIP パラ メータを設定するためのテンプ
レー ト と して使用できるファ イル。 この IP フォン用にカスタマ
イズする場合に、 このファ イルの名前をこの IP フォンの MAC 
アド レスに変更する必要があ り ます。

RINGLIST.DATRINGLIST.DAT オプシ ョ ン いくつかの IP フォン用のカスタム リ ング タ イプ オプシ ョ ンに
使用するオーディオ フ ァ イルを リ ス ト します。 RINGLIST.DAT 
ファ イルに リ ス ト されているオーディオ フ ァ イルは、 TFTP 
サーバのルー ト  ディ レク ト リにも入っている こ とが必要です。

カスタム リ ング タ イプについて詳し くは、 「Cisco SIP IP Phone 
の リ ング タ イプのカスタマイズ」 （P. 2-17） を参照して くださ
い。

P0S3xxyy.bin 必須 Cisco SIP IP phone のフ ァームウェア イ メージ。 xx 変数はバー
ジ ョ ン番号を表し、 yy 変数は、 サブバージ ョ ン番号を表します。

注注注注 Cisco SIP IP phone リ リース  2.3 以前に適用されます。

P0S3-xx-y-zz.bin 必須 Cisco SIP IP phone のフ ァームウェア イ メージ。 xx 変数は メ
ジャー バージ ョ ン番号を表し、 y 変数はマイナー バージ ョ ン番
号を表し、 zz 変数はサブバージ ョ ン番号を表します。

注注注注 Cisco SIP IP phone リ リース  3.0 以降に適用されます。

dialplan.xml オプシ ョ ン 北ア メ リ カ用ダイヤル プランの例。 dialplan.xml フ ァ イルは、
check-sync Event ヘッダーを持つ NOTIFY を使用して、 IP フォ
ンにプッシュダウンする こ とができます。

syncinfo.xml オプシ ョ ン リモー ト  リ ブー ト用に使用するイ メージのバージ ョ ン、 および
関連した同期値を制御します。

SIPPhone Release Notes.4.2.pdf オプシ ョ ン 4.2 リ リース  ノートが含まれています。
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

Cisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ール

SIP パラメ ータの設定SIP パラメ ータの設定SIP パラメ ータの設定SIP パラメ ータの設定

注注注注 この節では、 IP フォンが SIP VoIP 環境内で動作するのに必要な、基本的な SIP パラ メータの設
定方法について説明します。 ユーザが設定できる  SIP パラ メータすべての リ ス ト については、
「SIP 設定値の変更」 （P. 3-6） を参照して ください。

SIP パラ メータは、Cisco SIP IP phone を SIP VoIP 環境内で使用するために必要なパラ メータで
す。 SIP パラ メータは、 TFTP サーバを使用して設定する こ とができます。 または、 IP フォン
を接続した後で、 各 IP フォン上で手作業でパラ メータを設定する こ と もできます。

Cisco SIP IP phone を初期化する と、 その IP フォンは、 フラ ッシュ  メモ リに保存されているパ
ラ メータをロード します。 フラ ッシュ  メモ リに保存されているパラ メータをロード した後、 IP 
フォンは、 TFTP サーバにデフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを要求します。 デ
フォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルが既に設定され、 TFTP サーバのルー ト  ディ レク
ト リに保存されている場合、 IP フォンは、 そのフ ァ イルに定義されているパラ メータを読み取
り 、 異なっているパラ メータをフラ ッシュ  メモ リに保存します。 次に、 IP フォンは、 その IP 
フォンに特定のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを要求します。

IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルが既に設定され、 TFTP サーバに保存されて
いる場合 （ルー ト  ディ レク ト リ またはサブディ レク ト リ内に）、 IP フォンはそのファ イルに定
義されているパラ メータを読み取 り、 異なっているそれらのパラ メータをフラ ッシュ  メモ リに
保存します。

したがって、 SIP パラ メータを設定する際には、 次のこ と を念頭に置いて ください。

• デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルに定義されているパラ メータは、 フラ ッ
シュ  メモ リに保存されている値を上書きする。

• IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルに定義されているパラ メータは、 デフォ
ル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルに指定されている値を上書きする。

• 各 IP フォンでローカルに入力されたパラ メータは、 次回の リ ブー ト まで有効である （IP 
フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルが存在する場合）。

• TFTP サーバを使用して IP フォンを設定しないこ と を選択した場合には、 IP フォンをロー
カルで管理する必要がある。

TFTP サーバを使用した SIP パラメータの設定TFTP サーバを使用した SIP パラメータの設定TFTP サーバを使用した SIP パラメータの設定TFTP サーバを使用した SIP パラメータの設定

TFTP サーバを使用して SIP パラ メータを設定する場合は、 コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル
を使用する必要があ り ます。

SIP パラ メータの定義に使用できるコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルには、 2 種類あ り ます。
デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル （オプシ ョ ン） と、 IP フォン特有のコンフ ィ
ギュレーシ ョ ン フ ァ イル （必須） です。 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを使
用する場合は、 ファ イルを TFTP サーバのルー ト  デ ィ レク ト リに保存する必要があ り ます。 IP 
フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルは、 ルー ト  デ ィ レク ト リにもサブデ ィ レク ト
リにも保存できますが、 そのディ レク ト リには IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ
イルがすべて保存されている必要があ り ます。

IP フォンの回線とユーザを定義するパラ メータを除いて、 その他の SIP パラ メータはすべて、
デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルと、 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン 
ファ イルのどちらでも定義できます。 ただし、 ネッ ト ワークの制御と管理の面から、 すべての 
IP フォンに適用したいパラ メータは、 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イル
（SIPDefault.cnf） に定義する こ とをお勧めします。 IP フォン特有のパラ メータは、 IP フォン特
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有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを使用して定義するか、 手作業で設定するかのどちらか
にして ください。 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルには、 IP フォン特有のパラ
メータを定義しないでください。

コンフ ィギュレーション ファイルのガイドラインコンフ ィギュレーション ファイルのガイドラインコンフ ィギュレーション ファイルのガイドラインコンフ ィギュレーション ファイルのガイドライン

デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを変更して、 IP フォン特有のコンフ ィギュレー
シ ョ ン フ ァ イルを作成する際には、 次のガイ ド ラ イン と要件を守って ください。

• デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル （SIPDefault.cnf） に指定された SIP パラ
メータは、 フラ ッシュ  メモ リに保存されているパラ メータを上書きします。 IP フォン特有
のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルに指定されたパラ メータは、 フラ ッシュ  メモ リに保存
されているパラ メータ、 およびデフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルに指定され
たパラ メータを上書きします。

• IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルの名前は、 それぞれの IP フォンに固有
のものであ り、 IP フォンの MAC アド レスに基づいています。

ファ イル名の形式は SIPXXXXYYYYZZZZ.cnf でなければな り ません。 こ こで、
XXXXYYYYZZZZ は IP フォンの MAC アド レスです。 MAC アド レスは英大文字、 拡張子 
cnf は小文字でなければな り ません （たとえば、 SIP00503EFFD842.cnf）。

注注注注 IP フォンの MAC アド レスは、 IP フォンの底部の中央に貼られているステッカに記
載されており、 Network Configuration メニューから も見る こ とができます。

• デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル は、 TFTP サーバのルー ト  ディ レク ト リに
保存されている こ とが必要です。 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルは、
ルー ト  ディ レク ト リにもサブディ レク ト リにも保存できますが、 そのデ ィ レク ト リには、
IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルがすべて、 保存されている必要があ り ま
す。

• コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルの各行は、 次の形式でなければな り ません。

変数名 （variable-name） ： 値 （value） ; 任意のコ メン ト （optional comments）

• 変数名と値の間はコ ロンで区切 り ます。

• 1 つの変数には 1 つの値しか関連付ける こ とができません。

• 変数と値の前後に空白を置く こ とができます。 変数と値には全ての文字が使用できます。
ただし、 値の中に空白を含める場合は、 値を一重引用符または二重引用符で囲む必要があ
り ます。 値を引用符で囲む場合、 開始引用符と終了引用符は同一のものでなければな り ま
せん。

• 値の後に、 オプシ ョ ン と しての任意のコ メン ト を含める こ とができます。 コ メン トは、 セ
ミ コロン （;） またはポン ド （#） を区切 り文字を使用し、 値と区別します。

• ブランク行を含める こ とができます。

• コ メン ト行を含める こ とができます。

• 変数名には、 大文字小文字の区別はあ り ません。

• 1 行に 1 つの変数しか設定できません。

• 行の終わりの指定には、 <lf> または <cr><lf> を使用します。

• 変数と値は 1 行で設定します。 複数の行にまたがる こ とはできません。
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• IP フォンの回線とユーザを定義するパラ メータを除いて、 SIP パラ メータの定義はすべて、
デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル、 または IP フォン特有のコンフ ィギュ
レーシ ョ ン フ ァ イルに設定できます。 ただし、 ネッ ト ワークの制御と保守の面から、 すべ
ての IP フォンに適用したいパラ メータは、 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
ル （SIPDefault.cnf） に定義する こ とをお勧めします。

デフォルトの SIP コンフ ィギュレーショ ン ファイルの作成デフォルトの SIP コンフ ィギュレーショ ン ファイルの作成デフォルトの SIP コンフ ィギュレーショ ン ファイルの作成デフォルトの SIP コンフ ィギュレーショ ン ファイルの作成

すべての IP フォンに共通する  SIP パラ メータは、 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ
イル （SIPDefault.cnf） 内に定義する こ とをお勧めします。 共通するパラ メータには 
image_version パラ メータや、 コール環境パラ メータ、 （たとえば、 IP フォンをプロキシ サーバ
に登録する必要があるかど うかや、 コールを開始する際に IP フォンが使用するコーデッ クな
ど） があ り ます。

こ う したパラ メータをデフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルに保存する こ とによっ
て、 イ メージ バージ ョ ンのアップグレードなどの包括的な変更ができ、 各 IP フォンご とに IP 
フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを変更する必要がな くな り ます。

始める前に始める前に始める前に始める前に

• SIPDefault.cnf フ ァ イルを Cisco.com から  TFTP サーバのルー ト  ディ レク ト リにダウンロー
ド済みである こ と を確認して ください。

• 「コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルのガイ ド ラ イン」 （P. 2-5） で説明しているガイ ド ラ イ
ンをも う一度確認して ください。

• 設定可能な SIP パラ メータすべての リ ス ト については、 「SIP 設定値の変更」 （P. 3-6） を参
照して ください。

手順手順手順手順

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 ASCII エディ タを使用して、 SIPDefault.cnf フ ァ イルを開き、 次の SIP グローバル パラ メータの
値を定義します。

• image_version ： （必須） Cisco SIP IP phone が実行する必要があるフ ァームウェア バージ ョ
ン。

イ メージ バージ ョ ンの名前 （Cisco 社によって リ リースされた） を入力します。 拡張子は
入力しないでください。 バージ ョ ンはファ イル ヘッダーにも組み込まれているので、 フ ァ
イル名を変更しても イ メージ バージ ョ ンを変更する こ とはできません。 フ ァ イル名を変更
してイ メージ バージ ョ ンを変更しよ う とする と、 フ ァームウェアは、 ヘッダー内のバー
ジ ョ ンをファ イル名と比較した時点で、 エラーを検出します。

• proxy1_address ： （必須） IP フォンが使用するプラ イマ リ  SIP プロキシ サーバの IP アド レ
ス。

• tftp_cfg_dir ： （IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルがサブディ レ ク ト リに保存
されている場合に必須） IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルが保存されてい
る  TFTP サブディ レク ト リのパス。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 ファ イル名を変更せずに、 SIPDefault.cnf と して、 TFTP サーバのルー ト  ディ レク ト リに保存し
ます。

次に示すのは、 デフォル トの SIP コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルの例は、 次のとおりです。

#Image Version
image_version:P0S3-xx-y-zz ;
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

Cisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ール

#Proxy server address
proxy1_address: 192.168.1.1 ;

#Subdirectory config file location
tftp_cfg_dir:/tftpboot/configs/sipphone

IP フォン特有の SIP コンフ ィギュレーショ ン ファイルの作成IP フォン特有の SIP コンフ ィギュレーショ ン ファイルの作成IP フォン特有の SIP コンフ ィギュレーショ ン ファイルの作成IP フォン特有の SIP コンフ ィギュレーショ ン ファイルの作成

各 IP フォン特有の SIP コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルには、 IP フォン上に設定される回線
やそれらの回線に対して定義されるユーザなど、各 IP フォンご とに特定のパラ メータを定義し
ます。

始める前に始める前に始める前に始める前に

• 「コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルのガイ ド ラ イン」 （P. 2-5） で説明しているガイ ド ラ イ
ンをも う一度確認して ください。

• 回線パラ メータ （linex のよ うに識別される もの） は、 IP フォンの回線を定義します。 E 
メール アド レスを使用するよ うに回線を設定した場合、その回線は E メール アド レスでし
か呼び出せません。 同様に、 電話番号を使用するよ うに回線を設定した場合、 その回線は
番号でしか呼び出せません。 それぞれの回線には、 別々のプロキシを設定できます。

• ユーザが設定できる  SIP パラ メータすべての リ ス ト については、 「SIP 設定値の変更」 （P. 
3-6） を参照して ください。

手順手順手順手順

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 ASCII エディ タを使用して、 インス トールを予定している各 IP フォンご とに、 IP フォン特有の
コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを作成します。 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン 
ファ イルに、 次の SIP パラ メータの値を定義します （こ こで、 x は番号 1 ～ 6）。

• linex_name ： （必須） 登録時に使用する番号または E メール アド レス。 番号を入力する と き
は、 ダッシュを含めずに番号だけを入力します。 たとえば、 555-1212 は 5551212 のよ うに
入力します。 E メール アド レスを入力する場合は、 ホス ト名を含めずに E メール ID を入
力します。

• linex_authname ： （登録が使用可能になっていて、 プロキシ サーバが認証を必要と している
場合に必須） 初期化中にプロキシ サーバによって登録が要求された場合に、 IP フォンが認
証のために使用する名前。 登録が使用可能のと きに、 linex_authname パラ メータの値が指定
されていない場合、 デフォル ト名が使用されます。 デフォル ト名は UNPROVISIONED で
す。

• linex_password ： （登録が使用可能になっていて、 プロキシ サーバが認証を必要と している
場合に必須） 初期化中にプロキシ サーバによって登録が要求された場合に、 IP フォンが認
証のために使用するパスワード。 登録が使用可能のと きに、 linex_password パラ メータの値
が指定されていない場合、 デフォル ト論理パスワードが使用されます。 デフォル ト論理パ
スワードは UNPROVISIONED です。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 TFTP サーバ （ルー ト  ディ レク ト リ 、 または IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
ルがすべて入っているサブディ レク ト リ ） にファ イルを保存します。 フ ァ イル名を 
SIPXXXXYYYYZZZZ.cnf にします。 こ こで、 XXXXYYYYZZZZ は IP フォンの MAC アド レスで
す。 MAC アド レスは英大文字、 拡張子 cnf は小文字でなければな り ません （たとえば、
SIP00503EFFD842.cnf）。

IP フォン特有の SIP コンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルの例は、 次のとおりです。
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; Line 1 phone number
line1_name : 5551212

; Line 1 name for authentication with proxy server
line1_authname : 5551212

; Line 1 authentication name password
line1_password :password

SIP パラメ ータの手作業での設定SIP パラメ ータの手作業での設定SIP パラメ ータの手作業での設定SIP パラメ ータの手作業での設定

TFTP サーバを使用して SIP パラ メータを設定しなかった場合、 IP フォンを接続した後で、 「IP 
フォンの接続」 （P. 2-12） の説明に従って、 手作業でパラ メータを設定する必要があ り ます。

始める前に始める前に始める前に始める前に

• 「IP フォンの接続」 （P. 2-12） の説明に従い、 IP フォンを接続します。

• 「設定モードのロ ッ ク」 （P. 3-3） の説明に従って、 設定モードのロ ッ クを解除します。 デ
フォル トでは、 コール機能に影響を与える可能性のある設定値をエン ド  ユーザが変更でき
ないよ うに、 SIP パラ メータはロ ッ ク されています。

• 「Cisco SIP IP Phone の メニュー インターフェイスの使用」 （P. 2-15） に説明されている、
Cisco SIP IP phone メニューの使用に関するガイ ド ラ インをも う一度確認して ください。

• Preferred Codec および Out of Band DTMF パラ メータを設定する と きは、 必要なオプシ ョ
ンが表示されるまで ChangeChangeChangeChange ソフ ト  キーを押し、 次に SaveSaveSaveSave ソフ ト  キーを押します。

• 変更を行った後、 「設定モードのロ ッ ク」 （P. 3-3） の説明に従って設定モードを再度ロ ッ
ク します。

• 設定可能な SIP パラ メータすべての リ ス ト については、 「SIP 設定値の変更」 （P. 3-6） を参
照して ください。

手順手順手順手順

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 settingssettingssettingssettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 SIP ConfigurationSIP ConfigurationSIP ConfigurationSIP Configuration を選択します。 SIP Configuration メニューが表示されます。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 Line 1Line 1Line 1Line 1 SettingsSettingsSettingsSettings を選択します。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Line 1 Configuration メニューが表示されます。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 表 2-1 に示されているパラ メータを選択し、 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押して設定します。
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

Cisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ール

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 BackBackBackBack ソフ ト  キーを押して、 Line 1 Configuration メニューを終了します。

表 2-1表 2-1表 2-1表 2-1 手作業による  SIP 設定パラメ ータ  手作業による  SIP 設定パラメ ータ  手作業による  SIP 設定パラメ ータ  手作業による  SIP 設定パラメ ータ  

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ 必須またはオプショ ン必須またはオプショ ン必須またはオプショ ン必須またはオプショ ン 説明説明説明説明

Name 必須 登録時に使用する番号または E メール アド レス。
番号を入力する と きは、 ダッシュを含めずに番号
だけを入力します。 たとえば、 555-1212 は 
5551212 のよ うに入力します。 E メール アド レス
を入力する場合は、ホス ト名を含めずに E メール 
ID を入力します。

Shortname オプシ ョ ン linex_name の値がディ スプレイ領域に収まらない
場合に IP フォンの LCD に表示する、 linex_name 
に関連した名前または番号。 linex_name の値が電
話番号 111-222-333-4444 である場合、 LCD には
代わりに 34444 が表示されるよ うにするには、 こ
のパラ メータに 34444 を指定します。 または、
linex_name パラ メータの値が E メール アド レス
「username@company.com」 である場合、 LCD に
ユーザ名だけが表示されるよ うにするには、
「username」 を指定します。 このパラ メータは、
表示用だけに使用されます。 このパラ メータに値
が指定されていない場合、 Name 変数の値が表示
されます。

Authentication 
Name

登録が使用可能であ
る場合は必須

初期化時にプロキシ サーバによって登録が要求さ
れる場合、 IP フォンが認証に使用する名前。 登録
が使用可能のと きに、 Authentication Name パラ
メータの値が指定されていない場合、 デフォル ト
名が使用されます。 デフォル ト名は 
UNPROVISIONED です。

Authentication 
Password

登録が使用可能であ
る場合は必須

初期化時にプロキシ サーバによって登録が要求さ
れる場合、 IP フォンが認証に使用するパスワー
ド。 登録が使用可能のと きに、 Authentication 
Password パラ メータの値が指定されていないと、
デフォル ト論理パスワードが使用されます。 デ
フォル トのパスワードは UNPROVISIONED です。

Display Name オプシ ョ ン 発信者の識別のために表示される識別名。 たとえ
ば、 このパラ メータに Jon Doe と指定すれば、 発
信者 ID を受け取った IP フォン側に 
jdoe@company.com と表示される代わりに、 John 
Doe と表示されます。 このパラ メータの値を指定
しない場合は、 Name の値が使用されます。

Proxy Address IP フォン上で設定さ
れる最初の回線の場
合に必須

IP フォンが使用するプラ イマ リ  SIP プロキシ サー
バの IP アド レス。 このアド レスは、 ド ッ ト で区
切られた 10 進数の IP 表記法、または FQDN で入
力します。

Proxy Port IP フォン上で設定さ
れる最初の回線の場
合に必須

IP フォンが使用する、 プラ イマ リ  SIP プロキシ 
サーバのポー ト。
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

Cisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ール

ステップ 7ステップ 7ステップ 7ステップ 7 IP フォンに対して追加の回線を設定する場合は、 次の Line Line Line Line x Settings Settings Settings Settings を選択し、 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  
キーを押してステップ 5 と ステップ 6 を繰 り返します。

ステップ 8ステップ 8ステップ 8ステップ 8 完了したら、 SaveSaveSaveSave ソフ ト  キーを押して変更内容を保存し、 SIP Configuration メニューを終了し
ます。

ネッ ト ワーク  パラメ ータの設定ネッ ト ワーク  パラメ ータの設定ネッ ト ワーク  パラメ ータの設定ネッ ト ワーク  パラメ ータの設定

注注注注 この節では、 IP フォンがネッ ト ワーク上で動作するために必要な、基本的なネッ ト ワーク  パラ
メータの設定方法について説明します。 ユーザが設定できるネッ ト ワーク  パラ メータすべての
リ ス ト については、 「SIP 設定値の変更」 （P. 3-6） を参照して ください。

ネッ ト ワーク  パラ メータの中には、 IP ネッ ト ワーク内で IP フォンが動作するために、 その IP 
フォン上に設定する必要があるパラ メータが含まれます。 必要なネッ ト ワーク  パラ メータは、
DHCP を使用して設定する こ と も、 IP フォンを電源に接続した後で手作業で設定する こ と もで
きます。

IP フォンのネッ ト ワーク接続を確立するには、 下記のパラ メータを定義する必要があ り ます。

• IP フォンの IP アド レス

• サブネッ ト  マス ク

• サブネッ ト のデフォル ト  ゲー ト ウェイ （必要ない場合は 「0.0.0.0」 を使用）

• ド メ イン名

• DNS サーバの IP アド レス （必要ない場合は 「0.0.0.0」 を使用）

• TFTP サーバ IP アド レス

• バッ クアップ プロキシ サーバ

IP フォンのネッ ト ワーク  パラ メータを設定する際には、 下記のガイ ド ラ インを守って くださ
い。

• 使用しない IP アド レスには、 0.0.0.0 を指定します。

• 0.0.0.0 のサブネッ ト  マス クは、 デフォル ト  ゲー ト ウェ イ も  0.0.0.0 のと きにだけ使用でき
ます。

• TFTP サーバには、 ゼロ以外の IP アド レスが必要です。

• デフォル ト  ゲー ト ウェイは、 IP フォン と同じサブネッ ト上にある こ とが必要です。

• デフォル ト  ゲー ト ウェイを 0.0.0.0 に指定できるのは、 TFTP サーバまたは DNS サーバが 
IP フォン と同じサブネッ ト上にある と きだけです。

注注注注 デフォル トでは、 IP フォン上の DHCP は使用可能に設定されています。手作業でネッ ト ワーク  
パラ メータを設定する場合は、 IP フォンを電源に接続した後、 DHCP を使用不可にしておく こ
とが必要です。
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

Cisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ール

DHCP サーバを使用したネッ ト ワーク  パラメ ータの設定DHCP サーバを使用したネッ ト ワーク  パラメ ータの設定DHCP サーバを使用したネッ ト ワーク  パラメ ータの設定DHCP サーバを使用したネッ ト ワーク  パラメ ータの設定

DHCP を使用してネッ ト ワーク  パラ メータを設定する場合、 Cisco SIP IP phone を接続する前
に、 DHCP サーバ上で次の DHCP オプシ ョ ンを設定します。

• dhcp option #50 （IP アド レス）

• dhcp option #1 （IP サブネッ ト  マス ク）

• dhcp option #3 （デフォル ト  IP ゲー ト ウェイ）

• dhcp option #15 （ド メ イン ネーム）

• dhcp option #6 （DNS サーバ IP アド レス）

• dhcp option #66 （TFTP サーバ IP アド レス）

ネッ ト ワーク  パラメ ータの手作業での設定ネッ ト ワーク  パラメ ータの手作業での設定ネッ ト ワーク  パラメ ータの手作業での設定ネッ ト ワーク  パラメ ータの手作業での設定

ネッ ト ワーク  パラ メータの設定に DCHP を使用しない場合は、 手作業で設定する必要があ り
ます。

始める前に始める前に始める前に始める前に

• 「IP フォンの接続」 （P. 2-12） の説明に従い、 IP フォンを接続します。

• 「設定モードのロ ッ ク解除」 （P. 3-2） の説明に従って、 設定モードのロ ッ クを解除します。
デフォル ト では、 ネッ ト ワーク接続に影響を与える可能性のある設定値をエン ド  ユーザが
変更できないよ うに、 ネッ ト ワーク  パラ メータはロ ッ ク されています。

• 「Cisco SIP IP Phone の メニュー インターフェイスの使用」 （P. 2-15） に説明されている、
Cisco SIP IP phone メニューの使用に関するガイ ド ラ インを確認します。

• ド メ イン ネームの設定方法は、 次のとおりです。

– 数値 ID を入力する場合は NumberNumberNumberNumber ソフ ト  キーを押します。 名前を入力する場合は 
AlphaAlphaAlphaAlpha ソフ ト  キーを押します。

– 文字を入力する と きは、 特定の文字に関連付けられている、 ダイヤル パッ ド上の数字
キーを使用します。 たとえば、 2 キーには文字 A、 B、 C が関連付けられています。 小
文字の a を入力するには、 2 キーを 1 回押します。 いくつかのキーを繰 り返し押して、
使用可能な文字や数字をス ク ロールします。

– 間違えて入力した文字は、 <<<<<<<< ソフ ト  キーを押して削除します。

• 変更を行った後、 「設定モードのロ ッ ク」 （P. 3-3） の説明に従い設定モードを再度ロ ッ ク
します。

• ユーザが設定できる  SIP パラ メータすべての リ ス ト については、 「SIP 設定値の変更」 （P. 
3-6） を参照して ください。

手順手順手順手順

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 settingssettingssettingssettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 Network ConfigurationNetwork ConfigurationNetwork ConfigurationNetwork Configuration を選択します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Network Configuration メニューが表示されます。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 DHCP EnabledDHCP EnabledDHCP EnabledDHCP Enabled を選択します。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 NoNoNoNo ソフ ト  キーを押します。 これで、 DHCP は使用不可にな り ました。

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 下記の各パラ メータを選択して、 設定します。
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

Cisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ール

• IP Address ： IP フォンの IP アド レス。

• Subnet Mask ： IP フォンが使用する  IP サブネッ ト  マス ク。

• TFTP Server ： IP フォンが、 自身のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルと フ ァームウェア イ
メージをダウンロードする元の TFTP サーバの IP アド レス。

• Default Routers 1 ～ 5 ： IP フォンが使用するデフォル ト  ゲート ウェイの IP アド レス。 デ
フォル ト  ルータ  2 ～ 5 は、 プラ イマ リ  ゲー ト ウェイが利用できないと きに、 IP フォンが
代替ゲー ト ウェイ と して使用を試みるゲー ト ウェイの IP アド レスです。

• Domain Name ： IP フォンが常駐する  DNS ド メ インの名前。

• DNS Servers 1 ～ 5 ： IP フォンが名前を IP アド レスに変換するために使用する  DNS サーバ
の IP アド レス。 DNS サーバ 1 が利用できない場合、 IP フォンは DNS サーバ 2 ～ 5 の使用
を試みます。

ステップ 7ステップ 7ステップ 7ステップ 7 設定が完了したら、 SaveSaveSaveSave ソフ ト  キーを押します。 IP フォンは、 新しい情報をフラ ッシュ  メモ
リにプログラムし、 リセッ ト します。

IP フォンの接続IP フォンの接続IP フォンの接続IP フォンの接続

IP フォンを使用するには、 IP フォンをあらかじめネッ ト ワーク と電源に接続しておく必要があ
り ます。

始める前に始める前に始める前に始める前に

この節で説明する手順の概要は、 図 2-1 を参照して ください。

図 2-1図 2-1図 2-1図 2-1 Cisco SIP IP phone のケーブル接続Cisco SIP IP phone のケーブル接続Cisco SIP IP phone のケーブル接続Cisco SIP IP phone のケーブル接続
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

Cisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ール

手順手順手順手順

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 カテゴ リ  3 または 5 のス ト レー ト型イーサネッ ト  ケーブルを、 スイ ッチまたはハブから  IP 
フォンのネッ ト ワーク  ポー トに接続します。

ネッ ト ワーク  ポー トの詳細については、 「ネッ ト ワークへの接続」 （P. 1-14） を参照して くだ
さい。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 受話器とヘッ ドセッ ト を、 それぞれ該当するポー トに接続します。

ヘッ ドセッ ト  ポー トの詳細については、 「ヘッ ドセッ ト の使用」 （P. 1-15） を参照して くださ
い。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 IP フォン以外のネッ ト ワーク装置 （デスク ト ップ コンピュータなど）からのカテゴ リ  3 または 
5 のス ト レー ト型イーサネッ ト  ケーブルを、 IP フォンのアクセス  ポー トに接続します （オプ
シ ョ ン）。

アクセス  ポー トの詳細については、 「ネッ ト ワークへの接続」 （P. 1-14） を参照して ください。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 AC アダプタの DC プラグを Cisco AC アダプタ  ポー トに接続します （オプシ ョ ン）。

詳細については、 「電源への接続」 （P. 1-15） を参照して ください。

Cisco SIP IP Phone の据え付け調整Cisco SIP IP Phone の据え付け調整Cisco SIP IP Phone の据え付け調整Cisco SIP IP Phone の据え付け調整

Cisco SIP IP phone には、 その傾斜と高さを調節するフッ ト スタン ドが付属しています。 机の上
に置く場合は、 IP フォンの傾斜角度を水平から  60 度まで、 7.5 度おきに調節が可能です。 机の
上でな く壁面に取 り付ける場合は、 フ ッ ト スタン ド を使用するか、 オプシ ョ ンの固定用具を使
用します。

机上での IP フォンの高さの調節机上での IP フォンの高さの調節机上での IP フォンの高さの調節机上での IP フォンの高さの調節

フッ ト スタン ドの高さを調節して、 ディ スプレイが見やすく、 ボタンやキーが使いやすい、 最
適の傾斜角度に調節して ください （図 2-2 を参照）。

フ ッ ト スタン ド を調節する手順は、 次のとおりです。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 フ ッ ト スタン ドの調節ノブを中に押し込みます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 フッ ト スタン ド を希望の高さに調節して、 ノブを解放します。
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

Cisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ールCisco SIP IP Phone のインスト ール

図 2-2図 2-2図 2-2図 2-2 フッ ト スタンド の調整フッ ト スタンド の調整フッ ト スタンド の調整フッ ト スタンド の調整

壁面への IP フォンの取り付け壁面への IP フォンの取り付け壁面への IP フォンの取り付け壁面への IP フォンの取り付け

Cisco SIP IP phone は、 フッ ト スタン ド を取 り付け金具と して利用するか、 オプシ ョ ンの固定金
具を使用して、壁面に取 り付ける こ とができます。標準のフッ ト スタン ド を使用して IP フォン
を壁面に取 り付ける場合は、 次の手順で行います。 オプシ ョ ンの固定金具を使用する場合は、
マニュアル 『Installing the Wall Mount Kit for the Cisco IP Phone』 を参照して ください。

始める前に始める前に始める前に始める前に

Cisco SIP IP phone を壁面に取 り付ける場合は、標準機器と して付属していない工具や部品がい
くつか必要にな り ます。

標準的な Cisco SIP IP phone の取 り付けに必要な工具と部品は、 次のとおりです。

• ド ラ イバ

• Cisco SIP IP phone を壁面に固定するネジ

手順手順手順手順

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 フ ッ ト スタン ドの調節ノブを中に押し込みます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 IP フォンの底でフッ ト スタン ドが平らになるよ うに調節します （図 2-2 を参照）。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 受話器の受け部を変更して、 IP フォンを立てて置いたと きに、 受話器が受話器受けの中に収
まっているよ うにします。

a. 受話器を受話器受けから取 り上げます。

b. 受話器受けの底にあるタブ （受話器の壁掛け用フッ ク） の位置を確認します。

c. このタブを引き出し、 180 度回転させて、 再び挿入します。

d. 受話器を受話器受けに戻します。

62
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

始動時の確認始動時の確認始動時の確認始動時の確認

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 2 本のネジを、 フ ッ ト スタン ドの裏側の 2 つのネジ穴に合わせて、 壁面のスタ ッ ドに挿入しま
す。

キー穴は、 標準の電話機ジャ ッ ク取 り付け具に合う よ うになっています。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 壁面に IP フォンを掛けます。

始動時の確認始動時の確認始動時の確認始動時の確認
IP フォンの電源を接続する と、 IP フォンは、 下記の一連のステップを実行して、 始動プロセス
を開始します。

1. 次のボタンが、 オン とオフを順に繰 り返して明滅します。

– ヘッ ドセッ ト

– ミ ュー ト （消音）

– スピーカ

2. Cisco Systems, Inc. の著作権情報が LCD に表示されます。

3. IP フォンが始動する と、 次の メ ッセージが表示されます。

– Configuring VLAN ： IP フォンはイーサネッ ト接続を設定中です。

– Configuring IP ： IP フォンは、ネッ ト ワーク  パラ メータ と  TFTP サーバの IP アド レスを
取得するために、 DHCP サーバと交信中です。

– Requesting Configuration ： IP フォンは、 IP フォン自体のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ
イルを要求し、 ファームウェア イ メージと比較するために、 TFTP サーバと交信中で
す。

– Upgrading Software ： イ メージのアップグレードが必要である と  IP フォンが判断した場
合、 ソフ ト ウェア アップグレード  メ ッセージが表示されます。 イ メージをアップグ
レード した後、 IP フォンは自動的に リ ブー ト して、 新しいイ メージを実行します。

4. メ イン LCD 画面に次の項目が表示されます。

– プラ イマ リ  ディ レク ト リ番号

– ソフ ト  キー

以上のステップが正常に終了すれば、 IP フォンは正し く始動しています。

Cisco SIP IP Phone のメ ニュー インターフェ イスの使用Cisco SIP IP Phone のメ ニュー インターフェ イスの使用Cisco SIP IP Phone のメ ニュー インターフェ イスの使用Cisco SIP IP Phone のメ ニュー インターフェ イスの使用
メニュー インターフェイスを使用して IP フォンの設定値を指定する際は、 次のガイ ド ラ イン
に従って ください。

• 下矢印を押してパラ メータをス ク ロールし、 該当するパラ メータを選択するか、 そのパラ
メータを表す数字 （LCD 上のパラ メータの左側に表示） のボタンを押して、 パラ メータを
選択します。

• 設定値にド ッ ト （ピ リオド ） を入力するには、 * を使用するか、 LCD に表示されている場
合は 「.」 ソフ ト  キーを押します。

• 設定中の変更内容をすべて取 り消して メニューを終了するには、 CancelCancelCancelCancel を押します。

• SIP IP アド レスまたは ID パラ メータの設定方法は、 次のとおりです。
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

Cisco SIP IP Phone のアイコンの説明Cisco SIP IP Phone のアイコンの説明Cisco SIP IP Phone のアイコンの説明Cisco SIP IP Phone のアイコンの説明

– 数値を入力する場合は NumberNumberNumberNumber ソフ ト  キーを押します。 名前を入力する場合は AlphaAlphaAlphaAlpha 
ソフ ト  キーを押します。

– ダイヤル パッ ド上のボタンを使用して、 新しい値を入力します。

– 文字を入力する と きは、 特定の文字に関連付けられている、 ダイヤル パッ ド上の数字
キーを使用します。 たとえば、 2 キーには文字 A、 B、 C が関連付けられています。 小
文字の a を入力するには、 2 キーを 1 回押します。 いくつかのキーを繰 り返し押して、
使用可能な文字や数字をス ク ロールします。

– 間違えて入力した文字は、 << << << <<  ソフ ト  キーを押して削除します。

• ネッ ト ワーク  IP アド レスまたは ID パラ メータを設定する と きは、 次のよ うにします。

– ダイヤル パッ ド上のボタンを使用して、 新しい値を入力します。

– 間違えた場合は、 <<<<<<<< ソフ ト  キーを押して削除します。

• パラ メータを編集した後、 ValidateValidateValidateValidate ソフ ト  キーを押して、 入力した値を保存して Edit パネ
ルを終了します。

Cisco SIP IP Phone のアイコンの説明Cisco SIP IP Phone のアイコンの説明Cisco SIP IP Phone のアイコンの説明Cisco SIP IP Phone のアイコンの説明
Cisco SIP IP phone を使用する際に、IP フォンの LCD にはさまざまなアイコンが表示されます。
表 2-2 は、 Cisco SIP IP phone の使用中に表示される各アイコンの一覧と説明です。

表 2-2表 2-2表 2-2表 2-2 Cisco SIP IP phone のユーザ インターフェ イス  アイコンの説明Cisco SIP IP phone のユーザ インターフェ イス  アイコンの説明Cisco SIP IP phone のユーザ インターフェ イス  アイコンの説明Cisco SIP IP phone のユーザ インターフェ イス  アイコンの説明

アイコンアイコンアイコンアイコン 説明説明説明説明

使用中の Cisco IP Phone は、 SIP を実行しています。

回線は E.164 番号ダイヤ リ ング用に設定されています。 電話をかける と きは
番号だけを入力できます。

アイコンの右側に表示される文字 x は、 登録が失敗したこ と を示しています。

回線は E.164 番号ダイヤ リ ング用に設定され、 電話をかける準備ができてい
ます。 回線が E.164 番号ダイヤ リ ング用に設定されている場合、 ユーザは電
話をかける と きに番号だけを入力できます。

回線のダイヤル時に、 いつでも  URL ダイヤ リ ングに切 り替える こ とができま
す。 切 り替えるには、 URLURLURLURL ソフ ト  キーを押します。

アイコンの右側に表示される文字 x は、 登録が失敗したこ と を示しています。

回線は URL ダイヤ リ ング用に設定されています。 電話をかける と きに番号と
文字の両方を入力できます。

アイコンの右側に表示される文字 x は、 登録が失敗したこ と を示しています。
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

Cisco SIP IP Phone のリ ング タ イプのカスタマイズCisco SIP IP Phone のリ ング タ イプのカスタマイズCisco SIP IP Phone のリ ング タ イプのカスタマイズCisco SIP IP Phone のリ ング タ イプのカスタマイズ

Cisco SIP IP Phone のリング タイプのカスタマイズCisco SIP IP Phone のリング タイプのカスタマイズCisco SIP IP Phone のリング タイプのカスタマイズCisco SIP IP Phone のリング タイプのカスタマイズ
Cisco SIP IP phone の出荷時には、 2 つの リ ング タ イプ、 Chirp1 と  Chirp2 が入っています。 デ
フォル トでは、選択可能な リ ング タ イプ オプシ ョ ンは、 この 2 つにな り ます。 RINGLIST.DAT 
ファ イルを使用する と、Cisco SIP IP phone の リ ング タ イプをカスタマイズでき、ユーザが選択
可能にな り ます。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 希望の リ ング タ イプのパルス符号変調 （PCM） フ ァ イルを作成し、 PCM フ ァ イルを  TFTP 
サーバのルー ト  ディ レク ト リに保存します。 PCM ファ イルには、 ヘッダー情報を含めないで
ください。 また、 PCM フ ァ イルは、 フォーマッ ト に関する次のガイ ド ラ インに適合している こ
とが必要です。

• サンプ リ ング レー ト  8000 Hz

回線は URL ダイヤ リ ング用に設定され、 電話をかける準備ができています。
回線が URL ダイヤ リ ング用に設定されている場合、 ユーザは電話をかける と
きに番号と文字の両方を入力できます。

回線のダイヤル時に、 いつでも  E.164 番号ダイヤ リ ングに切 り替える こ とが
できます。 切 り替えるには、 NumberNumberNumberNumber ソフ ト  キーを押します。

アイコンの右側に表示される文字 x は、 登録が失敗したこ と を示しています。

Cisco SIP IP phone の設定モードはロ ッ ク されています。 IP フォンがロ ッ ク さ
れている と きは、 IP フォンのネッ ト ワーク設定値や SIP 設定値を変更できま
せん。

Cisco SIP IP phone の設定モードのロ ッ クが解除されています。 IP フォンの
ロ ッ クが解除されている と きは、 IP フォンのネッ ト ワーク設定値や SIP 設定
値を変更できます。

通常の 2 方向コールが保留中です （コール画面が明滅します）。

通常の 2 方向コールが接続され、 通信中です。

3 方向コールが保留中です （コール画面が明滅します）。

3 方向コールが接続され、 通信中です。

表 2-2表 2-2表 2-2表 2-2 Cisco SIP IP phone のユーザ インターフェ イス  アイコンの説明（ 続き）Cisco SIP IP phone のユーザ インターフェ イス  アイコンの説明（ 続き）Cisco SIP IP phone のユーザ インターフェ イス  アイコンの説明（ 続き）Cisco SIP IP phone のユーザ インターフェ イス  アイコンの説明（ 続き）

アイコンアイコンアイコンアイコン 説明説明説明説明
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成

• 8 ビッ ト / サンプル

• µ-law 圧縮

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 ASCII エディ タを使用して RINGLIST.DAT フ ァ イルを開き、 追加する リ ング タ イプご とに、
Ring Type メニューに表示したい名前を指定します。 次に、 TabTabTabTab を押して、 その リ ング タ イプ
のファ イル名を指定します。 たとえば、 RINGLIST.DAT フ ァ イル内のポインタのフォーマッ ト
は、 次のよ うにな り ます。

Ring Type 1ringer1.pcm

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 追加する各リ ング タ イプのポインタを定義した後、 変更を保存し、 RINGLIST.DAT フ ァ イルを
閉じます。

ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成
ダイヤル プランを使用する と、 Cisco SIP IP phone は、 自動ダイヤルとセカンダ リ  ダイヤル 
トーンの自動生成を行う こ とができます。 IP フォンのシステムに対して単一のダイヤル プラン
を使用する場合は、 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル内でダイヤル プランを指
定するのが最適です。 また、 複数のダイヤル プランを作成して、 IP フォン特有のコンフ ィギュ
レーシ ョ ン フ ァ イル内で dial_template パラ メータを定義する こ とによ り、 特定の IP フォンが
使用するダイヤル プランを指定する こ と もできます。 IP フォンのシステム内で、 他の IP フォ
ン とは異なるダイヤル プランを使用する  IP フォンがある場合は、 その IP フォン特有のコン
フ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル内で dial_template パラ メータを指定して、 異なるダイヤル プラ
ンを定義する必要があ り ます。

注注注注 メンテナンス と コン ト ロールの面から、 dial_template パラ メータは、 デフォル トのコンフ ィ
ギュレーシ ョ ン フ ァ イル内で定義する こ とをお勧めします。 特定の IP フォンが使用するダイ
ヤル プランが、 同じシステム内の他の IP フォンが使用するダイヤル プラン と異なる場合にだ
け、 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル内で dial_template パラ メータを指定して
ください。

ダイヤル プランを作成する際は、 次の点に注意して ください。

• ダイヤル プランは .xml 形式にする必要があ り、 TFTP サーバに保存する必要があ り ます。

• IP フォンがどのダイヤル プランを使用するか指定する必要があ り ます。 このためには、 IP 
フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル、 またはデフォル トのコンフ ィギュレー
シ ョ ン フ ァ イル内で定義される  dial_template パラ メータに、 ダイヤル プランのパスを指定
します。 特定の IP フォンが使用するダイヤル プランが、 同じシステム内の他の IP フォン
が使用する ものと異なっている場合を除き、 dial_template パラ メータは、 デフォル トのコ
ンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル内で定義する こ とをお勧めします。

• <DIALTEMPLATE> はテンプレー ト の始ま り を指示し、 </DIALTEMPLATE> はテンプレー
トの終わり を指示します。

• 規則は最初から最後までその一致が検査され、 最長一致の規則が採用されます。 ピ リオド
との一致は、 最長を決める長さにはカウン ト されません。

ダイヤル プランを作成する手順は、 次のとおりです。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 ASCII エディ タを使用して、 新規フ ァ イルを開きます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 <DIALTEMPLATE><DIALTEMPLATE><DIALTEMPLATE><DIALTEMPLATE> と入力して、 ダイヤル プラン テンプレー トの始ま り を指示します。
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第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 定義する番号体系ご とに、 テンプレー トに次のス ト リ ングを追加します。 各ス ト リ ングは、 行
を分け、 行の先頭から入力します。

TEMPLATE MATCH=”pattern” Timeout=”sec” User=”type” Rewrite=”xxx” Route=”route”

ただし、

• MATCH= “pattern” は、 一致させるダイヤル パターンです。 pattern の値を入力する際に、
任意の 1 文字に一致させるにはピ リオド （.） を使用し、 任意の複数の文字に一致させるに
はアスタ リ ス ク （*） を使用します。 テンプレー ト の一部が一致したと きに、 IP フォンが
セカンダ リ  ダイヤル トーンを鳴らすよ うに指定するには、 コンマ （,） を使用します。

• Timeout= “sec” は、 タ イムアウ ト が発生して、 ユーザの入力した番号がダイヤルされるま
での秒数です。 番号が即時にダイヤルされるよ うにするには、 0 を指定します。

• User= “type” は、 IP または Phone のどちらかです。 ダイヤルした番号に自動的にタグが追
加されるよ うにするには、 User=phoneUser=phoneUser=phoneUser=phone または User=IPUser=IPUser=IPUser=IP と入力します。 この入力には大文字
小文字の区別はあ り ません。

• Rewrite= “xxx” は、 ユーザが入力したものの代わりにダイヤルされる代替ス ト リ ングです。

Rewrite 規則は最初から最後までその一致が検査され、 最長一致の規則が採用されます。 ピ
リオド との一致は、 最長を決める長さにはカウン ト されません。 不完全一致の規則よ り多
くの非ワイルドカード一致がある場合を除いて、 完全一致の規則は検査されません。 <!-- 
to start the comment and --> を持つフ ァ イルを終了させるために、そのフ ァ イルにコ メン ト
を書き込むこ とができます。

規則によ り、 置換された数字を一度に 1 つずつ取 り除 く と共に、 最大 5 つの置換ス ト リ ン
グに置き換える こ とが可能です。 たとえば、 一致ス ト リ ング 「ab..cd..ef*」 と入力ス ト リ ン
グ 「ab12cd34ef5678」 です。

それぞれの置換ス ト リ ングは次のよ うに機能します。

REWRITEREWRITEREWRITEREWRITE 出力出力出力出力 備考備考備考備考

%s ab12cd34ef5678

%0 ab12cd34ef5678

%1 12

%2 34

%3 56

%4 なし

%5 なし

XYZ.... XYZ1234 

X.Y.Z... X1Y2Z345

919%1%2%3 919123456

AB...X%1X.. AB123X12X45 どのよ うにして 「12」 が 2 回出力され
るか注意して ください。

X%1X%1X%1 X12X12X12 ス ト リ ングを繰 り返し使用できます。

X%s%% Xab12cd34ef5678% %% 1 つの % が生成されます。

919 919 置換ス ト リ ングを入力する必要はあ り
ません。

............ 12345678 余分なド ッ ト には何も対応しないこ と
に注意して ください。



2-202-202-202-20
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

第 2 章   第 2 章   第 2 章   第 2 章   Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備Cisco SIP IP Phone の使用準備

ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成

• Route= “route” は、 default、 emergency、 または FQDN です。 FQDN はデフォル ト  プロキシ
と同じよ うに扱われます。 Route は、 コールがどのプロキシにルーテ ィ ングされるかを指
定します。 この入力には大文字小文字の区別はあ り ません。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 必要に応じて、 各ス ト リ ングの最後に <!--comment--> を指定します。 こ こで、 comment はプ
ランのタ イプを示します （たとえば、 Long Distance （長距離） や Corporate Dial Plan （社内ダ
イヤル プラン） など）。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 ス ト リ ングの入力が完了したら、 </DIALTEMPLATE> を入力して、 ダイヤル プラン テンプ
レー トの終わり を指定します。

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 このファ イルが定義するダイヤル プランに固有の名前をフ ァ イルに指定し、 .xml 拡張子を付け
て TFTP サーバに保存します。

ステップ 7ステップ 7ステップ 7ステップ 7 ダイヤル プランを特定の IP フォンに適用する場合は、 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ
ン フ ァ イル内で dial_template パラ メータを使用して、 ダイヤル プランのパスを追加します
（ファ イル タ イプ .xml は指定しません）。ダイヤル プランを IP フォンのシステムに適用する場
合は、 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル内で dial_template パラ メータを使用し
て、 ダイヤル プランのパスを追加します。 dial_template パラ メータの詳しい定義法について
は、 「SIP 設定値の変更」 （P. 3-6） を参照して ください。

次に、 北ア メ リ カ用ダイヤル プランの例を示します。

<DIALTEMPLATE>
<TEMPLATE MATCH="0" Timeout=”1” “User=phone”/> <!-- Local operator -->
<TEMPLATE MATCH=”9,011*" Timeout=”6” “User=phone”/> <!-- International calls -->
<TEMPLATE MATCH="9,0" Timeout="2" User="Phone"/> <!-- PSTN Operator-->
<TEMPLATE MATCH="9,11" Timeout="0" User="Phone" Rewrite="9911"/> <!-- Emergency -->
<TEMPLATE MATCH="w!"Timeout="1" User="PHONE" Rewrite="9911"/> <!-- 911 when entered 

in Alpha mode -->
<TEMPLATE MATCH="9,.11" Timeout="0" User="Phone"/> <!-- Service numbers -->
<TEMPLATE MATCH="9,101..............."Timeout="0" User="Phone"/> <!-- Long Distance 

Service -->
<TEMPLATE MATCH="9,10.............."Timeout="0" User="Phone"/> <!-- Long Distance 

Service-->
<TEMPLATE MATCH="9,10*" Timeout="6" User="Phone"/> <!-- Long Distance Service-->
<TEMPLATE MATCH="9,1.........."Timeout="0" User="Phone"/> <!-- Long Distance -->
<TEMPLATE MATCH="9,......."Timeout="0" User="Phone"/> <!-- Local numbers -->
<TEMPLATE MATCH="*" Timeout="15"/> <!-- Anything else -->

</DIALTEMPLATE>

リ リース 4.4 のダイヤル プラン  テンプレート のアッ プデートリ リース 4.4 のダイヤル プラン  テンプレート のアッ プデートリ リース 4.4 のダイヤル プラン  テンプレート のアッ プデートリ リース 4.4 のダイヤル プラン  テンプレート のアッ プデート

ダイヤル プラン テンプレー トがアップデー ト され、 ダイヤル番号と して # および * を指定で
きるよ うにな り ました。 また、 コンマ （,） を使用してセカンダ リ  ダイヤル トーンを指定でき
るよ うにな り ました。

# の指定# の指定# の指定# の指定

ダイヤル プラン テンプレー ト で # を指定する場合を除いて、 # を押すと、 「dial now （ただちに
ダイヤル）」 イベン ト と して処理され、 引き続きデフォル トの動作を行います。 ダイヤル プラ
ン テンプレー ト で # を指定する場合、# が押される と  IP フォンがただちにダイヤルするのでは
な く、 # を指定するダイヤル プラン テンプレー ト と引き続き照合させます。 # は、 ワイルド
カード文字 * またはピ リオド （.） と一致にはな り ません。
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* の指定* の指定* の指定* の指定

この リ リース以前では * は、 ダイヤル プランのワイルドカード文字と して使用されていたの
で、 ダイヤル番号と して指定する こ とはできませんでした。 リ リース  4.4 から、 * をワ イルド
カード と してではな く、 ダイヤル番号と して処理するよ うに指示するために、 エスケープ シー
ケンスが追加されました。 このエスケープ シーケンスはバッ ク スラ ッシュ （\） と  * なので、
構文は \* です。 IP フォンは、 \ が発信ダイヤル ス ト リ ングに表示されないよ うに、 \ を自動的
に除去します。 ダイヤル番号と して * が受信される と、 ワイルドカード文字 * およびピ リオド
（.） と照合されます。

コンマの指定コンマの指定コンマの指定コンマの指定

この リ リース以前では、 ダイヤル プラン テンプレー トにコンマ （,） を指定する と、 IP フォン
はデフォル トのセカンダ リ  ダイヤル トーン （Bellcore-Outside） を再生しました。 この リ リー
ス以降、 コンマ （,） を指定する と きに、 どの トーンを再生するかを指定できるよ うにな り まし
た。

TONE とい う名前の新しい XML トークンが、 ダイヤル プラン テンプレー トに追加されまし
た。 コンマ （,） を指定したと きに、 TONE トークンが存在しない場合、 IP フォンはデフォル ト
のセカンダ リ  ダイヤル トーンを再生します。 コンマ （,） を指定したと きに、 TONE トークン
が存在する場合、 IP フォンは、 セカンダ リ  ダイヤル トーンではな く、 指定された トーンを再
生します。 トーンが指定されているにもかかわらず、 一致ス ト リ ングにコンマ （,） がない場
合、 その トーンは無視されます。

1 つのダイヤル プラン テンプレー トに、 最大 3 つのセカンダ リ  ダイヤル トーンを指定できま
す。 トーンが リ ス ト されている順序によ り、 トーンが再生される順序が決ま り ます。 複数のコ
ンマ （,） が指定される場合、 ダイヤル プラン テンプレー ト を処理するために 1 つのコンマ
（,） にま とめられます。 たとえば、 一致ス ト リ ングを 「9,,,234」 と入力される と、 IP フォンは
そのス ト リ ングを 「9,234」 と して解釈し、 3 つのコンマは 1 つのコンマと して扱われます。

トーンには大文字小文字の区別がな く、 次のよ うに定義されます。

• Bellcore-Inside

• Bellcore-Outside

• Bellcore-Busy

• Bellcore-dr1

• Bellcore-Reorder

• Bellcore-CallWaiting

• Bellcore-Hold

• Bellcore-Reminder

• Cisco-ZipZip

• Cisco-Zip

• Cisco-BeepBonk

• Bellcore-None

• Bellcore-Confirmation

• Bellcore-Permanent

次の節では、 ダイヤル プラン テンプレー トの変更例について説明します。

• ダイヤル プラン テンプレー トに # を指定する例 （P.2-22）

• ダイヤル プラン テンプレー トに * を指定する例 （P.2-22）

• ダイヤル プラン テンプレー ト でセカンダ リ  ダイヤル トーンを指定する例 （P.2-22）
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ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成ダイヤル プランの作成

ダイヤル プラン  テンプレート に # を指定する例ダイヤル プラン  テンプレート に # を指定する例ダイヤル プラン  テンプレート に # を指定する例ダイヤル プラン  テンプレート に # を指定する例

ダイヤル番号と して # を使用する例は、 次のとおりです。

<DIALTEMPLATE>
<TEMPLATE MATCH="123#45#6" TIMEOUT="0" User="Phone"/> <!-- Match ‘#’ -->
<TEMPLATE MATCH=”34#...”    TIMEOUT=”0” User=”Phone”/> <!-- Match ‘#’ -->
<TEMPLATE MATCH=”*”      TIMEOUT=”15” User=”Phone”/>

<DIALTEMPLATE/>

上記の例では、 ユーザが 「123#45#6」 とダイヤルする と、 「123#45#6」 ス ト リ ングとの一致が
検査されます。 ダイヤル プラン テンプレー ト で # が指定されているので、 # を押しても、 IP 
フォンはただちにダイヤルしません。 しかし、 「1#」 または 「123#4#」 とダイヤルする と、 IP 
フォンはただちにダイヤルします。

ダイヤル プラン  テンプレート に * を指定する例ダイヤル プラン  テンプレート に * を指定する例ダイヤル プラン  テンプレート に * を指定する例ダイヤル プラン  テンプレート に * を指定する例

ダイヤル番号と して * を指定する例は、 次のとおりです。

<DIALTEMPLATE>
<TEMPLATE MATCH="12\*345" TIMEOUT="0" User="Phone"/> <!-- Match * Char -->
<TEMPLATE MATCH="*"        TIMEOUT="10" User="Phone"/> <!-- Wildcard -->

</DIALTEMPLATE>

ユーザが * 以外の数字と一緒に \ を指定する場合、 \ は無視され、 \\ との一致が検査されます。
たとえば、 \7 を指定する と、 数字 7 と一致します。 IP フォンはダイヤル ス ト リ ングを送信す
る前に \ を除去するので、 \ は、 ダイヤル番号ス ト リ ングの一部と して送信されません。

ダイヤル プラン  テンプレート でセカンダリ  ダイヤル ト ーンを指定する例ダイヤル プラン  テンプレート でセカンダリ  ダイヤル ト ーンを指定する例ダイヤル プラン  テンプレート でセカンダリ  ダイヤル ト ーンを指定する例ダイヤル プラン  テンプレート でセカンダリ  ダイヤル ト ーンを指定する例

次は、 2 つの異なる トーンを指定する例です。

<DIALTEMPLATE>
<TEMPLATE MATCH=”7,...” TIMEOUT=”0” /> <!-- Default Secondary Dial tone -->
<TEMPLATE MATCH="9,..." TIMEOUT="0" Tone=”Cisco-Zip” /> <!-- Play Zip -->
<TEMPLATE MATCH="8,...." TIMEOUT="0" Tone=”Bellcore-Hold” /> <!-- Play Hold -->
<TEMPLATE MATCH="8,123,...." TIMEOUT="0" Tone="Bellcore-Hold" Tone="Cisco-Zip" /> 

<!--Play Hold after 8, Play Zip Tone after 123-->
</DIALTEMPLATE>
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この章の構成は、 次のとおりです。

• 設定の変更 （P.3-1）

• ネッ ト ワーク設定値の変更 （P.3-2）

• SIP 設定値の変更 （P.3-6）

• コール設定値の変更 （P.3-33）

• 日付、 時刻、 および夏時間の設定 （P.3-33）

• ローカル定義設定値の消去 （P.3-39）

• ステータス情報へのアクセス （P.3-40）

• Cisco SIP IP Phone のフ ァームウェアのアップグレード （P.3-42）

• イ メージのアップグレード と リモー ト  リ ブー トの実行 （P.3-45）

設定の変更設定の変更設定の変更設定の変更
Cisco SIP IP phone の設定は、 次の方法のいずれかで変更できます。

• IP フォンのボタンやソフ ト  キーを使用する。 まず、 「設定モードに入る」 （P. 3-2） の説明
に従って ください。

• TFTP サーバ上でデフォル トおよび IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを編
集する。 「TFTP サーバを使用した SIP パラ メータの変更」 （P. 3-9） を参照して ください。

• Telnet またはコンソールを使用して Cisco SIP IP phone に接続し、コマン ド ラ イン インター
フェイス （CLI） を使用する。 IP フォンの IP アド レスが必要です。 SettingsSettingsSettingsSettings を押し、
Network ConfigurationNetwork ConfigurationNetwork ConfigurationNetwork Configuration を選択し、 IP Address までス ク ロール ダウンしてアド レスを見付け
ます。 デフォル トの Telnet パスワードは 「cisco」 です。

注注注注 Cisco SIP IP phone のデバッグ と ト ラブルシューテ ィ ングには、CLI のみを使用して くだ
さい。

次のパラ メータを変更できます。

• ネッ ト ワーク設定値。 「ネッ ト ワーク設定値の変更」 （P. 3-2） を参照して ください。

• SIP 設定値。 「SIP 設定値の変更」 （P. 3-6） を参照して ください。
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• コール設定値。 「SIP 設定値の変更」 （P. 3-6） を参照して ください。

• XML URL 設定値。 「SIP 設定値の変更」 （P. 3-6） を参照して ください。

• 日付、 時刻、 および夏時間の設定値。 「日付、 時刻、 および夏時間の設定」 （P. 3-33） を参
照して ください。

ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更
ユーザは、 Cisco SIP IP phone のネッ ト ワーク設定値を表示し、 その設定値を指定する こ とがで
きます。 ネッ ト ワーク設定値には、 IP フォンのダイナ ミ ッ ク  ホス ト  コンフ ィギュレーシ ョ ン 
プロ ト コル （DHCP） サーバ、 MAC アド レス、 IP アド レス、 ド メ イン ネームなどの情報があ
り ます。

設定モード に入る設定モード に入る設定モード に入る設定モード に入る

Cisco SIP IP phone のネッ ト ワーク設定情報にアクセスする と、 LCD の右上隅にロ ッ ク  アイコ
ンが表示されます。 デフォル ト では、 ネッ ト ワーク設定情報はロ ッ ク されています。 先に IP 
フォンのロ ッ クを解除しないと、 ネッ ト ワーク設定パラ メータを変更する こ とはできません。

設定モード のロッ ク解除設定モード のロッ ク解除設定モード のロッ ク解除設定モード のロッ ク解除

Cisco SIP IP phone の設定モードのロ ッ クを解除するには、 2 通りの方法があ り ます。 リ リース  
4.2 以降の IP フォン用の方法と、 リ リース  4.1 以前の IP フォン用の方法です。

リ リース 4.2 以降の場合リリース 4.2 以降の場合リリース 4.2 以降の場合リリース 4.2 以降の場合

リ リース  4.2 以降では、 IP フォンの Settings メニューに 「Unlock Config」 項目が表示されます。
ユーザが Unlock Config を選択する と、 キーパッ ドの英数字入力機能を使用して、 IP フォンの
パスワードを入力するよ うに求められます。 IP フォンのパスワードを設定するには、
phone_password 設定パラ メータを使用します。 正しいパスワードを入力する と、 設定モードの
ロ ッ クが解除され、 設定を変更できるよ うにな り ます。

Network Configuration メニューまたは SIP Configuration メニューが表示されている場合は、
LCD の右上隅にある ロ ッ ク  アイコンがロ ッ ク解除状態を示します。 ロ ッ ク解除アイコンは、
システム管理者がネッ ト ワーク設定値と  SIP 設定値を変更できる こ と を示しています。

Settings メニューを終了する と、 IP フォンは自動的に設定を再度ロ ッ ク します。

リ リース 4.1 以前の場合リリース 4.1 以前の場合リリース 4.1 以前の場合リリース 4.1 以前の場合

Cisco リ リース  4.2 よ り前の リ リースの Cisco SIP IP phone のロ ッ クを解除するには、 **#**#**#**# を押
します。

注注注注 **# を押すと、 IP フォンの設定モードがアクテ ィブにな り ます。 しかし、 設定モードのロ ッ ク
解除を示す表示はあ り ません。
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Network Configuration パネルまたは SIP Configuration パネルが表示されている場合は、 LCD の
右上隅にあるロ ッ ク  アイコンがロ ッ ク解除状態に変わり ます。Cisco SIP IP phone メニューの他
の画面が表示されている場合は、 次回に Network Configuration メニューまたは SIP 
Configuration メニューにアクセスする と、 ロ ッ ク解除アイコンが表示され、 ネッ ト ワーク と  
SIP の設定値を変更できます。

設定モード のロッ ク設定モード のロッ ク設定モード のロッ ク設定モード のロッ ク

Cisco SIP IP phone の設定モードをロ ッ クするには、 2 通りの方法があ り ます。 リ リース  4.2 以
降の IP フォン用の方法と、 リ リース  4.1 以前の IP フォン用の方法です。

リ リース 4.2 以降の場合リリース 4.2 以降の場合リリース 4.2 以降の場合リリース 4.2 以降の場合

設定が正常にロ ッ ク される と、 「Lock Config」 とい う メニュー項目が表示されます。 この項目
を選択する と、 設定が再度ロ ッ ク されます。 また、 Settings メニューを終了した場合も、 設定
が再度ロ ッ ク されます。 詳細については、 「設定モードのロ ッ ク解除」 （P. 3-2） を参照して く
ださい。

Network Configuration メニューまたは SIP Configuration メニューが表示されている場合は、
LCD の右上隅にある ロ ッ ク  アイコンがロ ッ ク状態を示します。 ロ ッ ク  アイコンは、 ユーザが
ネッ ト ワーク設定値と  SIP 設定値を変更できないこ とを示しています。

リ リース 4.1 以前の場合リリース 4.1 以前の場合リリース 4.1 以前の場合リリース 4.1 以前の場合

設定値の変更を完了してから  Cisco SIP IP phone をロ ッ クするには、 **#**#**#**# を押します。

Network Configuration パネルまたは SIP Configuration パネルが表示されている場合は、 LCD の
右上隅にあるロ ッ ク  アイコンがロ ッ ク状態に変わり ます。Cisco SIP IP phone メニューの他の画
面が表示されている場合は、 次回に Network Configuration パネルまたは SIP Configuration パネ
ルにアクセスする と、 ロ ッ ク  アイコンがロ ッ ク状態で表示されます。

ロ ッ ク  アイコンは、 ユーザがネッ ト ワーク設定値と  SIP 設定値を変更できないこ とを示してい
ます。

ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更

始める前に始める前に始める前に始める前に

ネッ ト ワーク設定値を指定する際には、 次のこ とに注意して ください。

• 「設定モードのロ ッ ク解除」 （P. 3-2） の説明に従って、 設定モードのロ ッ クを解除します。
デフォル ト では、 ネッ ト ワーク接続に影響を与える可能性のある設定値をエン ド  ユーザが
変更できないよ うに、 ネッ ト ワーク  パラ メータはロ ッ ク されています。

• 「Cisco SIP IP Phone の メニュー インターフェイスの使用」 （P. 2-15） に説明されている、
Cisco SIP IP phone メニューの使用に関するガイ ド ラ インを確認します。

• 変更を行った後、 「設定モードのロ ッ ク」 （P. 3-3） の説明のとおりに設定モードを再度
ロ ッ ク します。

ネッ ト ワーク設定値を変更する手順は、 次のとおりです。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 ssssettingsettingsettingsettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。
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第 3 章   第 3 章   第 3 章   第 3 章   Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理

ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 Network ConfigurationNetwork ConfigurationNetwork ConfigurationNetwork Configuration を選択します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Network Configuration メニューが表示されます。 表 3-1 に、
Network Configuration メニューで選択可能なネッ ト ワーク  パラ メータを リ ス ト しています。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 完了したら、 SaveSaveSaveSave ソフ ト  キーを押します。 IP フォンは、 新しい情報をフラ ッシュ  メモ リ内に
プログラムし、 リセッ ト します。

注意注意注意注意 変更を完了したら、 「設定モードのロ ッ ク」 （P. 3-3） の説明に従って必ず IP フォンをロ ッ ク し
て ください。

表 3-1表 3-1表 3-1表 3-1 ネッ ト ワーク設定パラメ ータネッ ト ワーク設定パラメ ータネッ ト ワーク設定パラメ ータネッ ト ワーク設定パラメ ータ

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ 変更可変更可変更可変更可 ////変更不可変更不可変更不可変更不可 説明説明説明説明

Admin. VLAN Id 可。 ただし、 管理 
VLAN を Catalyst ス
イ ッチ上で割 り当て
るよ うに設定してい
る場合、 その設定値
は、 IP フォンで加え
られたすべての変更
を上書きします。

IP フォンが接続されている  VLAN の固有 ID。 このフ ィールド
の値は、 シスコ  ネッ ト ワーク以外の交換回線ネッ ト ワークで
のみ使用されます。

Alternate TFTP 可 代替 TFTP サーバを使用するかど うかを指定します。 この
フ ィールドは、 システム管理者がローカル TFTP サーバの代
わりに、 リモー ト  TFTP サーバを指定できるよ うにします。
このパラ メータに入力する値は、 Yes か No です。 デフォル ト
値は No です。 Yes を指定した場合は、 TFTP Address パラ
メータ内の IP アド レスを、 代替 TFTP サーバのアド レスに変
更する必要があ り ます。

Default Routers 1 ～ 5 可。 ただし、 DHCP 
が使用不可でなけれ
ばな り ません。

IP フォンが使用するデフォル ト  ゲー ト ウェ イの IP アド レス。
Default Routers 2 ～ 5 は、 プラ イマ リ  ゲー ト ウェ イが利用不
能の場合、 IP フォンが代替ゲー ト ウェイ と して使用を試みる
ゲー ト ウェ イの IP アド レスです。

DHCP Address Released 可 IP フォンの IP アド レスを解放して、ネッ ト ワークで再利用で
きるよ うにするかど うかを指定します。 このフ ィールドを 
Yes に設定する と、 IP フォンは、 DHCP 解放メ ッセージを 
DHCP サーバに送 り 、 解放状態にな り ます。 IP フォンが解放
状態になる と、 その状態がしばら く続きます。 管理者は、 そ
の間に IP フォンをネッ ト ワークから取 りはずすこ とができま
す。 一定の時間が経過する と、 解放状態は終了し、 IP フォン
は DHCP サーバから別の IP アド レスを獲得し よ う と します。
IP フォンを新しいネッ ト ワーク  セグ メン ト に移動する と き
は、 最初に DHCP アド レスを解放する こ とが必要です。
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ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更ネッ ト ワーク設定値の変更

DHCP Enabled 可 IP フォンがネッ ト ワーク設定値 （IP アド レス、 サブネッ ト  マ
ス ク、 ド メ イン ネーム、 デフォル ト  ルータ  リ ス ト 、 DNS 
サーバ リ ス ト 、 TFTP アド レス） を指定するのに、 DHCP を
使用するかど うかを指定します。 このフ ィールドに有効な値
は Yes と  No です。 デフォル ト では、 IP フォン上で DHCP が
使用可能にな り ます。 手作業で IP 設定値を指定する場合は、
最初に DHCP を使用不可にしておく こ とが必要です。

DHCP Server 不可 DHCP サーバの IP アド レス。 このサーバから、 IP フォンは自
身の IP アド レスや、 その他のネッ ト ワーク設定値を受け取 り
ます。

DNS Servers 1 ～ 5 可。 ただし、 DHCP 
が使用不可でなけれ
ばな り ません。

IP フォンがコンピュータ名を IP アド レスに変換するために使
用する  DNS サーバの IP アド レス。 DNS Server 1 が利用不能
の場合、 IP フォンは DNS Server 2 ～ 5 の使用を試みます。

Domain Name 可 IP フォンが常駐する  DNS ド メ インの名前。

Dynamic DNS Server 1 およ
び 2

不可 新しいダイナ ミ ッ ク  DNS サーバの IP アド レスを指定できま
す。 新しい DNS サーバが指定される と、 そのサーバは、 IP 
フォンがブー ト時に初期 DNS アド レスを使用した後、 それ以
降のすべての DNS 要求に使用されます。DNS アド レスは次の
順に使用されます。

1. dyn_dns_addr_1 （存在する場合）

2. dyn_dns_add_2 （存在する場合）

3. DNS Server 1

4. DNS Server 2

5. DNS Server 3

6. DNS Server 4

7. DNS Server 5

ダイナ ミ ッ ク  DNS アド レスはフラ ッシュ  メモ リに保存され
ません。

Dynamic TFTP Server 不可 新しいダイナ ミ ッ ク  TFTP サーバの IP アド レスを指定できま
す。 始めにデフォル ト  TFTP サーバに照会した後、 IP フォン
は、 新しい TFTP サーバにデフォル トおよび MAC 特有のコ
ンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを再要求します。 ダイナ ミ ッ
ク  TFTP サーバはフラ ッシュ  メモ リに保存されません。

Erase Configuration 可 IP フォン上でローカルに定義された設定値をすべて消去し
て、 値をデフォル ト値に リセッ トするかど うかを指定します。
Yes を選択する と、 DHCP が再度使用可能にな り ます。 ロー
カル設定値の消去について詳し くは、 「ローカル定義設定値の
消去」 （P. 3-39） を参照して ください。

Host Name 不可 IP フォンに割 り当てられている固有のホス ト名。 このフ ィー
ルドの値は、常に SIPmac です （mac は IP フォンの MAC アド
レス）。

表 3-1表 3-1表 3-1表 3-1 ネッ ト ワーク設定パラメ ータ （ 続き）ネッ ト ワーク設定パラメ ータ （ 続き）ネッ ト ワーク設定パラメ ータ （ 続き）ネッ ト ワーク設定パラメ ータ （ 続き）

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ 変更可変更可変更可変更可 ////変更不可変更不可変更不可変更不可 説明説明説明説明
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第 3 章   第 3 章   第 3 章   第 3 章   Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理

SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更

SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更
Cisco SIP IP phone の SIP パラ メータを変更できます。 SIP パラ メータを変更する際には、 次の
こ とに注意して ください。

• デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルに定義されているパラ メータは、 フラ ッ
シュ  メモ リに保存されている値を上書きする。

HTTP Proxy Address 可 HTTP プロキシ サーバの IP アド レス。 ド ッ ト区切 りの IP ア
ド レスまたは DNS 名のどちらかを使用できます （レコードの
み）。

HTTP Proxy Port 可 発信プロキシ ポー トのポー ト番号。 デフォル ト値は 80 です。

IP Address 可。 ただし、 DHCP 
が使用不可でなけれ
ばな り ません。

DHCP によって割 り当てられたか、 またはローカルで設定さ
れた、 IP フォンの IP アド レス。

MAC Address 不可 工場出荷時に割 り当てられた、 IP フォンに固有の 48 ビッ ト  
16 進 MAC アド レス。

Network Media Type 可 イーサネッ ト  ポー トのネゴシエーシ ョ ン モード。有効な値は
次のとおりです。

• Auto ： ポー トのネゴシエーシ ョ ンを自動的に行います
（これがデフォル ト値です）。

• Full100 ： ポー ト を全二重 100 Mbps 接続に設定します。

• Half100 ： ポー ト を半二重 100 Mbps 接続に設定します。

• Full10 ： ポー ト を全二重 10 Mbps 接続に設定します。

• Half10 ： ポー ト を半二重 10 Mbps 接続に設定します。

Network Port 2 Device Type 可 IP フォンのポー ト  2 に接続されるデバイス  タ イプ。有効な値
は次のとおりです。

• Hub/Switch （デフォル ト ）

• PC

注注注注 値が PC である場合、 ポート  2 は PC にしか接続でき
ません。 接続が不明な場合は、 デフォル ト値を使用し
て ください。 「PC」 値を設定している と きに、 ポー ト  
2 をスイ ッチに接続する と、 スパニングツ リー ループ
とネッ ト ワークの混乱が生じる恐れがあ り ます。

Operational VLAN Id 不可 IP フォンが メンバーになっている  VLAN の固有 ID。 この ID 
は、 Cisco 検出プロ ト コル （CDP） を使用して入手します。

Subnet Mask 可。 ただし、 DHCP 
が使用不可でなけれ
ばな り ません。

IP フォンが使用する  IP サブネッ ト  マス ク。 サブネッ ト  マス
クは、 IP アド レスをネッ ト ワーク  ID と  ホス ト  ID に区分しま
す。

TFTP Server 可。 ただし、 DHCP 
が使用不可でなけれ
ばな り ません。

IP フォンが、 自身のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルと、
フ ァームウェア イ メージをダウンロードする元の TFTP サー
バの IP アド レス。

表 3-1表 3-1表 3-1表 3-1 ネッ ト ワーク設定パラメ ータ （ 続き）ネッ ト ワーク設定パラメ ータ （ 続き）ネッ ト ワーク設定パラメ ータ （ 続き）ネッ ト ワーク設定パラメ ータ （ 続き）

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ 変更可変更可変更可変更可 ////変更不可変更不可変更不可変更不可 説明説明説明説明
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第 3 章   第 3 章   第 3 章   第 3 章   Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理

SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更

• IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルに定義されているパラ メータは、 デフォ
ル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルに指定されている値を上書きする。

• 各 IP フォンでローカルに入力されたパラ メータは、 次回の リ ブー ト まで有効である （IP 
フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルが存在する場合）。

• TFTP サーバを使用して IP フォンを設定しないこ と を選択した場合には、 IP フォンをロー
カルで管理する必要がある。

表 3-2 は、 設定が可能な SIP パラ メータの一覧です。 「コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル」 欄
は、 コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルで指定するパラ メータ名を示しています。 SIP 
Configuration、 Network Configuration、 Call Preferences、 および Time and Date の各メニュー欄
は、 ユーザ インターフェイスに表示される ものと同じパラ メータ名を示しています。 メニュー
欄に NA が表示される場合、 その メニューを使用してパラ メータを定義する こ とはできません。

表 3-2表 3-2表 3-2表 3-2 SIP パラメ ータの要約SIP パラメ ータの要約SIP パラメ ータの要約SIP パラメ ータの要約

コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルコンフィ ギュレーショ ン  ファ イルコンフィ ギュレーショ ン  ファ イルコンフィ ギュレーショ ン  ファ イル
SIP Configuration SIP Configuration SIP Configuration SIP Configuration 
メ ニューメ ニューメ ニューメ ニュー

Network Network Network Network 
Configuration Configuration Configuration Configuration 
メ ニューメ ニューメ ニューメ ニュー

CallCallCallCall
Preferences Preferences Preferences Preferences 
メ ニューメ ニューメ ニューメ ニュー

Time andTime andTime andTime and
Date メ ニューDate メ ニューDate メ ニューDate メ ニュー

anonymous_call_block — — Anonymous Call 
Block

—

autocomplete — — Auto-Complete 
Numbers

—

callerid_blocking — — Caller ID 
Blocking

—

call_hold_ringback — — Call Hold 
Ringback

—

call_waiting — — Call Waiting —

cnf_join_enable — — — —

date_format — — — Date Format

dial_template — — — —

dnd_control — — Do Not Disturb —

dst_auto_adjust — — — —

dst_offset — — — —

dst_start_day — — — —

dst_start_day_of_week — — — —

dst_start_month — — — —

dst_start_time — — — —

dst_start_week_of_month — — — —

dst_stop_day — — — —

dst_stop_day_of_week — — — —

dst_stop_month — — — —

dst_stop_time — — — —

dst_stop_week_of_month — — — —

dtmf_avt_payload — — — —
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SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更

dtmf_db_level — — — —

dtmf_inband — — — —

dtmf_outofband Out of Band DTMF — — —

enable_vad Enable VAD — — —

end_media_port End Media Port — — —

image_version — — — —

language — — — —

linex_authname （line1 ～ line6） Authentication Name — — —

linex_displayname （line1 ～ line6） Display Name — — —

linex_name （line1 ～ line6） Name — — —

linex_password （line1 ～ line6） Authentication 
Password

— — —

linex_shortname （line1 ～ line6） Shortname — — —

messages_uri Messages URI — — —

nat_address NAT Address — — —

nat_enable NAT Enabled — — —

nat_received_processing — — — —

network_media_type — Network Media 
Type

— —

network_port2_type — Network Port 2 
Device Type

— —

outbound_proxy Outbound Proxy — — —

outbound_proxy_port Outbound Proxy Port — — —

phone_label Phone Label — — —

phone_password — — — —

phone_prompt — — — —

preferred_codec Preferred Codec — — —

proxy_backup Backup Proxy — — —

proxy_backup_port Backup Proxy Port — — —

proxy_emergency Emergency Proxy — — —

proxy_emergency_port Emergency Proxy 
Port

— — —

proxy_register Register with Proxy — — —

proxyN_address （N=1 ～ 6） Proxy Address — — —

proxyN_port （N=1 ～ 6） Proxy Port — — —

remote_party_id — — — —

表 3-2表 3-2表 3-2表 3-2 SIP パラメ ータの要約（ 続き）SIP パラメ ータの要約（ 続き）SIP パラメ ータの要約（ 続き）SIP パラメ ータの要約（ 続き）

コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルコンフィ ギュレーショ ン  ファ イルコンフィ ギュレーショ ン  ファ イルコンフィ ギュレーショ ン  ファ イル
SIP Configuration SIP Configuration SIP Configuration SIP Configuration 
メ ニューメ ニューメ ニューメ ニュー

Network Network Network Network 
Configuration Configuration Configuration Configuration 
メ ニューメ ニューメ ニューメ ニュー

CallCallCallCall
Preferences Preferences Preferences Preferences 
メ ニューメ ニューメ ニューメ ニュー

Time andTime andTime andTime and
Date メ ニューDate メ ニューDate メ ニューDate メ ニュー
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第 3 章   第 3 章   第 3 章   第 3 章   Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理

SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更

TFTP サーバを使用した SIP パラメ ータの変更TFTP サーバを使用した SIP パラメ ータの変更TFTP サーバを使用した SIP パラメ ータの変更TFTP サーバを使用した SIP パラメ ータの変更

この節の説明に従って、 TFTP サーバを使用して SIP パラ メータを取得するよ うに IP フォンを
設定した場合は、 コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを使用して SIP パラ メータを変更する こ と
も可能です。

「SIP パラ メータの設定」 （P. 2-4） で説明されているよ うに、 SIP パラ メータを定義するのに使
用できるコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルには、 2 種類あ り ます。 デフォル トの コンフ ィギュ
レーシ ョ ン フ ァ イルと  IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルです。 デフォル トの
コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを使用する場合、 フ ァ イルは TFTP サーバのルー ト  ディ レ
ク ト リに保存されている こ とが必要です。 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イル
は、 TFTP サーバのルー ト  ディ レク ト リ 、 または IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン 
ファ イルが保存されているサブディ レク ト リに保存できます。

必須ではあ り ませんが、すべての IP フォンに共通する  SIP パラ メータの値の定義には、デフォ
ル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを使用する こ と をお勧めします。 デフォル トのコン
フ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを使用すれば、 ネッ ト ワークのコン ト ロールと メンテナンスが容
易にな り ます。 その後で、 IP フォンに固有のパラ メータだけを IP フォン特有のコンフ ィギュ
レーシ ョ ン フ ァ イルに定義する こ と もできます。 IP フォンに固有のパラ メータは、 IP フォン
特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル内で定義するか、 手作業で設定するかのどちらかにし
て ください。 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルには、 IP フォンに特有のパラ メー
タを定義しないでください。

sip_invite_retx — — — —

sip_retx — — — —

sntp_mode — — — —

sntp_server — — — —

start_media_port Start Media Port — — —

sync — — — —

tftp_cfg_dir TFTP Directory — — —

time_format_24hr — — — Time format 
24-hr

time_zone — — — Time Zone

timer_invite_expires — — — —

timer_register_expires Register Expires — — —

timer_t1 — — — —

timer_t2 — — — —

tos_media — — — —

user_info — — — —

voip_control_port VoIP Control Port — — —

表 3-2表 3-2表 3-2表 3-2 SIP パラメ ータの要約（ 続き）SIP パラメ ータの要約（ 続き）SIP パラメ ータの要約（ 続き）SIP パラメ ータの要約（ 続き）

コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルコンフィ ギュレーショ ン  ファ イルコンフィ ギュレーショ ン  ファ イルコンフィ ギュレーショ ン  ファ イル
SIP Configuration SIP Configuration SIP Configuration SIP Configuration 
メ ニューメ ニューメ ニューメ ニュー

Network Network Network Network 
Configuration Configuration Configuration Configuration 
メ ニューメ ニューメ ニューメ ニュー

CallCallCallCall
Preferences Preferences Preferences Preferences 
メ ニューメ ニューメ ニューメ ニュー

Time andTime andTime andTime and
Date メ ニューDate メ ニューDate メ ニューDate メ ニュー
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第 3 章   第 3 章   第 3 章   第 3 章   Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理

SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更

デフォルト の SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファイルの変更デフォルト の SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファイルの変更デフォルト の SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファイルの変更デフォルト の SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファイルの変更

すべての IP フォンに共通の SIP パラ メータは、 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
ル （SIPDefault.cnf） で維持する こ とをお勧めします。 こ う したパラ メータをデフォル トのコン
フ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルで維持する こ とによって、 イ メージ バージ ョ ンのアップグレー
ド時などに、 一括して変更する こ とができ、 各 IP フォンご とに IP フォン特有のコンフ ィギュ
レーシ ョ ン フ ァ イルを変更する必要がな くな り ます。

始める前に始める前に始める前に始める前に

• SIPDefault.cnf フ ァ イルが Cisco.com から  TFTP サーバのルー ト  ディ レク ト リにダウンロー
ド されている こ と を確認します。

• 「SIP パラ メータの設定」 （P. 2-4） で説明しているガイ ド ラ インを確認します。

注注注注 詳細については、 「日付、 時刻、 および夏時間の設定」 （P. 3-33） を参照して ください。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 ASCII エディ タを使用して、 SIPDefault.cnf フ ァ イルを開き、 必要に応じて、 表 3-3 に表示され
ている  SIP パラ メータの値を定義または変更します。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 ファ イルを同じファ イル名、 SIPDefault.cnf で、 TFTP サーバのルー ト  ディ レク ト リに保存しま
す。
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SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更

表 3-3表 3-3表 3-3表 3-3 デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータデフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータデフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータデフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ
必須または必須または必須または必須または
オプショ ンオプショ ンオプショ ンオプショ ン 説明説明説明説明

anonymous_call_block オプシ ョ ン 番号非通知呼び出しブロ ッ クを設定します。 有効な
値は次のとおりです。

• 0 ：デフォル ト で使用不可ですが、 ユーザ イン
ターフェイスを使用してオン / オフを切 り替え
る こ とができます。 使用不可にする と、 番号非
通知呼び出しを受信します。

• 1 ：デフォル ト で使用可能ですが、 ユーザ イン
ターフェイスを使用してオン / オフを切 り替え
る こ とができます。 使用可能にする と、 番号非
通知呼び出しは拒否されます。

• 2 ： 常に使用不可であ り、 ユーザ インターフェ
イスを使用してローカル側でオン / オフを切 り
替える こ とはできません。 このパラ メータは、
IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
ルで指定して ください。

• 3 ： 常に使用可能であ り、 ユーザ インターフェ
イスを使用してローカル側でオン / オフを切 り
替える こ とはできません。 このパラ メータは、
IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
ルで指定して ください。

デフォル ト値は 0 です。

autocomplete オプシ ョ ン 番号の自動入力を設定します。 有効な値は 0 （自動
入力を使用不可にする） または 1 （自動入力を使用
可能にする） です。 デフォル ト値は 1 です。
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call_hold_ringback オプシ ョ ン DND と同じ よ うに動作します。 このパラ メータは、
Services->Call Preferences メニューでユーザが選択
できます。 この値を使用可能にする と、 受話器を掛
けた状態で、 現在保留中のコールがある場合、 IP 
フォンが鳴 り ます。 この値が使用不可である場合、
この状態で IP フォンは鳴 り ません。 指定できる値
は次のとおりです。

•     0 ：デフォル ト でオフですが、 ユーザ インター
フェイスを使用してローカル側でオン / オフを
切 り替える こ とができます。

•     1 ：デフォル ト でオンですが、 ユーザ インター
フェイスを使用してローカル側でオン / オフを
切 り替える こ とができます。

•     2 ： 常にオフであ り、 ユーザ インターフェイス
を使用してローカル側でオン / オフを切 り替え
る こ とはできません。 このパラ メータは、 IP 
フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル
で指定して ください。

•     3 ： 常にオンであ り、 ユーザ インターフェイス
を使用してローカル側でオン / オフを切 り替え
る こ とはできません。 このパラ メータは、 IP 
フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル
で指定して ください。

デフォル ト値は 0 です。

表 3-3表 3-3表 3-3表 3-3 デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ
必須または必須または必須または必須または
オプショ ンオプショ ンオプショ ンオプショ ン 説明説明説明説明
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call_waiting オプシ ョ ン コール ウェ イテ ィ ングを設定します。 有効な値は
次のとおりです。

• 0 ：デフォル ト で使用不可ですが、 ユーザ イン
ターフェイスを使用してオン / オフを切 り替え
る こ とができます。 使用不可である場合、 コー
ル ウェ イテ ィ ング呼び出しを受信しません。

• 1 ：デフォル ト で使用可能ですが、 ユーザ イン
ターフェイスを使用してオン / オフを切 り替え
る こ とができます。 使用可能である場合、 コー
ル ウェ イテ ィ ング呼び出しを受け入れます。

• 2 ： 常に使用不可であ り、 ユーザ インターフェ
イスを使用してローカル側でオン / オフを切 り
替える こ とはできません。 このパラ メータは、
IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
ルで指定して ください。

• 3 ： 常に使用可能であ り、 ユーザ インターフェ
イスを使用してローカル側でオン / オフを切 り
替える こ とはできません。 このパラ メータは、
IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
ルで指定して ください。

デフォル ト値は 1 です。

表 3-3表 3-3表 3-3表 3-3 デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ
必須または必須または必須または必須または
オプショ ンオプショ ンオプショ ンオプショ ン 説明説明説明説明
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callerid_blocking オプシ ョ ン 発信者電話番号非通知を設定します。 使用可能にす
る と、 IP フォンは発信者識別機能が使用可能になっ
ている  IP フォンに、 自身の番号または E メール ア
ド レスを通知しません。 有効な値は次のとおりで
す。

• 0 ：デフォル ト で使用不可ですが、 ユーザ イン
ターフェイスを使用してオン / オフを切 り替え
る こ とができます。 使用不可にする と、 発信者
の ID が Request-URI ヘッダー フ ィールドに入
り ます。

• 1 ：デフォル ト で使用可能ですが、 ユーザ イン
ターフェイスを使用してオン / オフを切 り替え
る こ とができます。 使用可能にする と、
Request-URI ヘッダー フ ィールドにユーザ ID 
の代わりに 「Anonymous」 が入り ます。

• 2 ： 常に使用不可であ り、 ユーザ インターフェ
イスを使用してローカル側でオン / オフを切 り
替える こ とはできません。 このパラ メータは、
IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
ルで指定して ください。

• 3 ： 常に使用可能であ り、 ユーザ インターフェ
イスを使用してローカル側でオン / オフを切 り
替える こ とはできません。 このパラ メータは、
IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
ルで指定して ください。

デフォル ト値は 0 です。

cnf_join_enable オプシ ョ ン コンフ ァレンス  ブ リ ッジが停止する と きに、 2 つの
リーフ ノードの結合を試みるかど うかを指定しま
す。 有効な値は次のとおりです。

• 0 ： 2 つの リーフ ノードを結合しません。

• 1 ： 2 つの リーフ ノードを結合します。

デフォル ト値は 1 です。

date_format オプシ ョ ン 日付の形式を指定します。 有効な値は次のとおりで
す。

• M/D/Y ： 月 /日 /年

• D/M/Y ： 日 /月 /年

• Y/M/D ：年 /月 /日

• Y/D/M ：年 /日 /月

• Y-M-D ：年 -月 -日

• YY-M-D ： 4 桁の年 -月 -日

デフォル トは M/D/Y です。

表 3-3表 3-3表 3-3表 3-3 デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ
必須または必須または必須または必須または
オプショ ンオプショ ンオプショ ンオプショ ン 説明説明説明説明
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directory_url オプシ ョ ン 外部デ ィ レク ト リ  サーバの URL を指定します。 こ
の URL にアクセスするのは、 Directory キーを押
し、 External Directory オプシ ョ ンを選択する場合で
す。 たとえば、 次の directory_url を使用して くださ
い。
「http://10.10.10.10/CiscoServices/Directory.asp」

dnd_control オプシ ョ ン 着信拒否 （DND） を指定します。 有効な値は次のと
おりです。

• 0 ：デフォル ト でオフですが、 ユーザ インター
フェイスを使用してローカル側でオン / オフを
切 り替える こ とができます。

• 1 ：デフォル ト でオンですが、 ユーザ インター
フェイスを使用してローカル側でオン / オフを
切 り替える こ とができます。 IP フォンは、 この 
IP フォンに発信されたすべてのコールをブロ ッ
ク し、 Missed Calls ディ レク ト リにそれらの
コールのログを記録します。

• 2 ： 常にオフであ り、 ユーザ インターフェイス
を使用してローカル側でオン / オフを切 り替え
る こ とはできません。 このパラ メータは、 IP 
フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル
で指定して ください。

• 3 ： 常にオンであ り、 ユーザ インターフェイス
を使用してローカル側でオン / オフを切 り替え
る こ とはできません。 この設定値は、 IP フォン
を 「発信専用」 の IP フォンに設定します。 この
パラ メータは、 IP フォン特有のコンフ ィギュ
レーシ ョ ン フ ァ イルで指定して ください。

デフォル ト値は 0 です。

dst_auto_adjust オプシ ョ ン 日付、 時刻、 および DST を設定します。 詳細につ
いては、 「日付、 時刻、 および夏時間の設定」 （P. 
3-33） を参照して ください。

dst_offset

dst_start_day

dst_start_day_of_week

dst_start_month

dst_start_time

dst_start_week_of_month

dst_stop_day

dst_stop_day_of_week

dst_stop_month

dst_stop_time

dst_stop_week_of_month
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dtmf_avt_payload オプシ ョ ン Audio/Video Transport （AVT） パケッ ト のペイ ロー
ド  タ イプを設定します。 値の範囲は 96 ～ 127 で
す。指定する値が 127 を越える場合、 IP フォンはデ
フォル ト値の 101 に設定されます。

dtmf_db_level オプシ ョ ン インバン ド  DTMF デ ィジッ ト の トーン レベルを指
定します。 有効な値は次のとおりです。

• 1 ：公称値よ り  6 dB 下

• 2 ：公称値よ り  3 dB 下

• 3 ：公称値

• 4 ：公称値よ り  3 dB 上

• 5 ：公称値よ り  6 dB 上

デフォル ト値は 3 です。

dtmf_inband オプシ ョ ン インバン ド  シグナ リ ング形式を設定します。 有効
な値は、 1 （インバン ド  DTMF ディジッ ト を生成す
る） および 0 （インバン ド  DTMF ディジッ ト を生成
しない） です。 デフォル ト値は 1 です。

dtmf_outofband オプシ ョ ン アウ ト オブバン ド  シグナ リ ングを設定します
（ゲー ト ウェ イの IP 側での トーン検出用）。

注注注注 Cisco SIP IP phone は、 AVT トーン方式を使
用したアウ ト オブバン ド  シグナ リ ングをサ
ポー ト します。

有効な値は次のとおりです。

• none ： アウ ト オブバン ド  DTMF ディジッ ト を生
成しません。

• avt ： リモー ト側から要求された場合に、 アウ ト
オブバン ド  DTMF デ ィジッ ト を生成します （イ
ンバン ド  DTMF シグナ リ ングを使用不可にしま
す）。 それ以外の場合は、 アウ ト オブバン ド  
DTMF ディジッ ト を生成しません。

• avt_always ： 常に、 アウ ト オブバン ド  DTMF 
デ ィジッ ト を生成します。 このオプシ ョ ンは、
インバン ド  DTMF シグナ リ ングを使用不可にし
ます。

デフォル ト値は avt です。
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dyn_dns_addr_1 オプシ ョ ン 新しいダイナ ミ ッ ク  DNS サーバの IP アド レスを指
定します。 新しい DNS サーバが指定される と、 そ
のサーバは、 IP フォンがブー ト時に初期 DNS アド
レスを使用した後、 それ以降の DNS 要求に使用さ
れます。 DNS アド レスは次の順に使用されます。

1. dyn_dns_addr_1 （存在する場合）

2. dyn_dns_add_2 （存在する場合）

3. DNS Server 1

4. DNS Server 2

5. DNS Server 3

6. DNS Server 4

7. DNS Server 5

ダイナ ミ ッ ク  DNS アド レスはフラ ッシュ  メモ リに
保存されません。 ド ッ ト区切 りの IP アド レスだけ
が受け入れられます。 この値を消去するには、 コン
フ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルから除去するか、 そ
の値をヌル値 「 」 または 「UNPROVISIONED」 に変
更します。

dyn_dns_addr_2 オプシ ョ ン DNS 要求に使用される  2 番目のダイナ ミ ッ ク  DNS 
を指定します。

dyn_tftp_addr オプシ ョ ン 新しいダイナ ミ ッ ク  TFTP サーバの IP アド レスを
指定します。 始めにデフォル ト  TFTP サーバに照会
した後、 IP フォンは、新しい TFTP サーバにデフォ
ル ト 、 および MAC 特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン 
フ ァ イルを再要求します。 ダイナ ミ ッ ク  TFTP サー
バはフラ ッシュ  メモ リに保存されません。 IP フォ
ンが 2 つの TFTP サーバ間でバウンスしないよ う
に、 IP フォンがサポー トする  dyn_tftp_addr 値の数が
制限されます。 ド ッ ト区切 りの IP アド レスだけが
受け入れられます。 この値を消去するには、 コン
フ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルから除去するか、 そ
の値をヌル値 「 」 または 「UNPROVISIONED」 に変
更します。

enable_vad オプシ ョ ン VAD を使用可能または使用不可にします。 有効な
値は、 次のとおりです。

• 0 ：使用不可

• 1 ：使用可能

デフォル ト値は 0 です。

end_media_port オプシ ョ ン メデ ィアに対する リ アルタイム ト ランスポート  プ
ロ ト コル （RTP） 範囲の終わり を設定します。 有効
な値は 16,384 ～ 32,766 です。デフォル トは 32,766 
です。
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3-183-183-183-18
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

第 3 章   第 3 章   第 3 章   第 3 章   Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理

SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更SIP 設定値の変更

http_proxy_addr オプシ ョ ン HTTP プロキシ サーバの IP アド レスを指定します。
ド ッ ト区切 りの IP アド レスまたは DNS 名のどちら
かを使用できます （レコードのみ）。

http_proxy_port オプシ ョ ン HTTP プロキシ ポー トの番号を指定します。 デフォ
ル ト値は 80 です。

image_version 必須 Cisco SIP IP phone が実行する必要があるフ ァーム
ウェア バージ ョ ンを指定します。 イ メージ バー
ジ ョ ンの名前 （シスコ社によって リ リースされた名
前） を入力します。 拡張子は入力しないでくださ
い。 バージ ョ ンはフ ァ イル ヘッダーにも組み込ま
れているので、 フ ァ イル名を変更してイ メージ 
バージ ョ ンを変更する こ とはできません。 フ ァ イル
名を変更してイ メージ バージ ョ ンを変更しよ う と
する と、 フ ァームウェアは、 ヘッダー内のバージ ョ
ンをフ ァ イル名と比較した時点で、 エラーを検出し
ます。

language オプシ ョ ン このパラ メータは将来使用するためのものです。 現
在サポー ト されている値は English だけです。

logo_url オプシ ョ ン 会社のロゴ フ ァ イルのロケーシ ョ ンを指定します。
このロゴは、 IP フォンの画面に表示されます。 イ
メージに割 り当てられている背景スペースは 90 x 
56 ピ クセルです。 これよ り大きいイ メージは、 自
動的に 90 x 56 ピ クセルに縮小されます。 イ メージ
の推奨フ ァ イル サイズは 5 ～ 15 Kb です。 たとえ
ば、 次の logo_url を使用します。
「http://10.10.10.10/companylogo.bmp」

注注注注 このパラ メータは Windows 256 色ビッ トマッ
プ形式だけをサポー ト しています。 CMXML 
PhoneImage オブジェ ク トは、 このパラ メー
タに対してサポー ト されていません。
Windows ビッ トマップ （.bmp） フ ァ イル以
外を使用する と、 予期しない結果が生じる
可能性があ り ます。

messages_uri オプシ ョ ン messagesmessagesmessagesmessages ボタンを押したと きのボイス メール番号
を設定します。

nat_address オプシ ョ ン NAT またはフ ァ イアウォール サーバの WAN IP ア
ド レスを指定します。 ド ッ ト区切 りの IP アド レス
または DNS 名のどちらかを使用できます （レコー
ドのみ）。

表 3-3表 3-3表 3-3表 3-3 デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）デフォルト  SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのパラメ ータ （ 続き）
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nat_enable オプシ ョ ン NAT を使用可能または使用不可にします。 有効な
値は次のとおりです。

• 0 ：使用不可

• 1 ：使用可能

デフォル ト値は 0 です。

NAT が使用可能である場合、 Contact ヘッダーは次
のよ うに表示されます。

Contact: 
sip:lineN_name@nat_address:voip_control_port

nat_address が無効または UNPROVISIONED である
場合、 Contact ヘッダーは次のよ うに表示されます。

Contact: 
sip:lineN_name@phone_ip_address:voip_control_port

さ らに、 Via ヘッダーは次のよ うに表示されます。

Via: SIP/2.0/UDP 
phone_ip_address:voip_control_port

NAT が使用可能である場合、 セッシ ョ ン記述プロ
ト コル （SDP） メ ッセージは、 nat_address、 ならび
に C および M フ ィールド内の start_media_port と  
end_media_port 範囲間の RTP ポー ト を使用します。
すべての RTP ト ラフ ィ ッ クは、 SDP でアドバタ イ
ズされるポー トから発信されます。

nat_received_processing オプシ ョ ン NAT 受信処理を使用可能または使用不可にします。
有効な値は、 次のとおりです。

0 ：使用不可

1 ：使用可能

デフォル ト値は 0 です。

nat_received_processing が使用可能である と きに、
REGISTER からの 200 OK 応答の Via ヘッダー内に 
received= タグがある場合、 Contact ヘッダー内の 
nat_address ではな く、 received= タグ内の IP アド レ
スが使用されます。 この切 り替えが起きた場合、 IP 
フォンは、 古い IP アド レスの登録を解除し、 新し
い IP アド レスを登録します。
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network_media_type オプシ ョ ン イーサネッ ト  ポー トのネゴシエーシ ョ ン モードを
指定します。 有効な値は次のとおりです。

• Auto ： ポー トのネゴシエーシ ョ ンを自動的に行
います

• Full100 ： ポー ト を全二重 100 Mbps 接続に設定
します。

• Half100 ： ポー ト を半二重 100 Mbps 接続に設定
します。

• Full10 ： ポー ト を全二重 10 Mbps 接続に設定し
ます。

• Half10 ： ポー ト を半二重 10 Mbps 接続に設定し
ます。

デフォル ト値は Auto です。

network_port2_type オプシ ョ ン IP フォンのポー ト  2 に接続されるデバイス  タ イプ
を設定します。 有効な値は次のとおりです。

• Hub/Switch （デフォル ト ）

• PC

注注注注 値が PC である場合、 ポー ト  2 は PC にしか
接続できません。 接続が不明な場合は、 デ
フォル ト値を使用して ください。 「PC」 値を
使用する と きに、 ポー ト  2 をスイ ッチに接
続する と、 スパニングツ リー ループとネッ
ト ワークの混乱が生じます。

outbound_proxy オプシ ョ ン 発信プロキシ サーバの IP アド レスを指定します。
ド ッ ト区切 りの IP アド レスまたは DNS 名のどちら
かを使用できます。
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outbound_proxy_port オプシ ョ ン 発信プロキシ サーバのポート番号を指定します。
デフォル トは 5060 です。 発信プロキシが使用可能
になっている場合、 すべての SIP 要求は、
proxyN_address ではな く、 発信プロキシ サーバに送
信されます。 すべての応答は、 通常の Via 処理規則
に引き続き従います。 メデ ィア ス ト リームは、 発
信プロキシを介してルー ト指定されません。

NAT モード と発信プロキシ モードは、 別々に使用
可能または使用不可にする こ とができます。 最上位
の Via ヘッダーに received= タグがない場合、 およ
びソース  IP アド レスが最上位 Via ヘッダー内の IP 
アド レス と異なる場合、 すべての応答の Via ヘッ
ダーに received= タグが追加されます。 応答は、 次
の条件でソースに戻されます。

• received= タグが最上位の Via ヘッダーにある場
合、 応答は、 その received= タグに含まれてい
る  IP アド レスに戻される。

• received= タグがないと きに、 最上位の Via ヘッ
ダー内の IP アド レスがソース  IP アド レス と異
なる場合、 応答はソース  IP アド レスに戻され
る。 それ以外の場合、 応答は、 最上位の Via 
ヘッダー内の IP アド レスに戻される。

phone_password オプシ ョ ン コンソールまたは Telnet アクセスに使用されるパ
スワードを指定します。 デフォル トのパスワードは
「cisco」 です。

phone_prompt オプシ ョ ン Telnet またはコンソール アクセスを使用する場合
に表示されるプロンプ ト を指定します。 デフォル ト
の IP フォン プロンプ トは 「SIP Phone」 です。

preferred_codec オプシ ョ ン コールの発信時に使用するコーデッ クを指定しま
す。 有効な値は、 g711alaw、 g711µlaw、 g729a、 お
よび none です。 デフォル ト値は g711µlaw です。

proxy_backup オプシ ョ ン バッ クアップ プロキシ サーバまたはゲー ト ウェイ
の IP アド レスを指定します。 このアド レスは、
ド ッ ト で区切られた十進数の IP 表記法で入力しま
す。

proxy_backup_port オプシ ョ ン バッ クアップ プロキシ サーバのポー ト番号を指定
します。 デフォル トは 5060 です。

proxy_emergency オプシ ョ ン 緊急プロキシ サーバまたはゲート ウェ イの IP アド
レスを指定します。 このアド レスは、 ド ッ ト で区切
られた十進数の IP 表記法で入力します。

proxy_emergency_port オプシ ョ ン 緊急プロキシ サーバのポート番号を指定します。
デフォル トは 5060 です。
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proxy_register オプシ ョ ン 初期化時に IP フォンをプロキシ サーバに登録する
必要があるかど うかを指定します。有効な値は 0 と  
1 です。 0 を指定する と、 初期化時の登録が使用不
可にな り ます。 初期化時の登録を使用可能にする と
きは、 1 を指定します。 デフォル ト値は 0 です。

IP フォンを初期化してプロキシ サーバに登録した
後、 このパラ メータの値を手作業で 0 に変更する
と、 IP フォンはプロキシ サーバから登録解除され
ます。 登録を再度開始するには、 このパラ メータの
値を再度 1 に変更します。

注注注注 登録を使用可能にする と きに、 認証が必要
な場合は、 IP フォン特有のコンフ ィギュ
レーシ ョ ン フ ァ イル内の linex_authname パ
ラ メータ と  linex_password パラ メータ （x は 
1 ～ 6 の番号） に値を指定する必要があ り ま
す。 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ
ン フ ァ イルの設定については、 「IP フォン特
有の SIP コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル
の変更」 （P. 3-27） を参照して ください。

proxy1_address 必須 IP フォンが使用するプラ イマ リ  SIP プロキシ サー
バの IP アド レスを指定します。 このアド レスは、
ド ッ ト で区切られた十進数の IP 表記法で入力しま
す。

proxy1_port オプシ ョ ン プラ イマ リ  SIP プロキシ サーバのポー ト番号を指定
します。 これは、 SIP ク ラ イアン ト が メ ッセージを
受信するポー トです。 デフォル ト値は 5060 です。

注注注注 IP フォンの回線を追加する場合、
proxyN_address パラ メータ と  proxyN_port パ
ラ メータを使用して、 異なる  IP フォン回線
に別々のプロキシ アド レスを割 り当てる こ
とができます。 これらのパラ メータ内の
「N」 は IP フォン回線を表します。 「N」 の値
は 2 ～ 6 の値にする こ とができます。
proxyN_address パラ メータに 「N」 の値を指
定しない場合、 IP フォンはデフォル ト と し
て proxy1_address パラ メータを使用します。
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proxyN_address オプシ ョ ン 回線 1 以外の IP フォン回線が使用する  SIP プロキ
シ サーバの IP アド レス、 または DNS 名を指定しま
す。 IP アド レスの場合、 ド ッ ト区切 りの IP 10 進数
表記を使用して ください。 proxyN_address パラ メー
タが FQDN に設定される場合、 IP フォンは、
Req-URI、 To、 および From フ ィールド内の FQDN 
を使用して、 REGISTER および INVITE メ ッセージ
を送信します。 ド ッ ト区切 りの IP アド レスを使用
したい場合は、 proxyN_address パラ メータを ド ッ ト
区切 りの IP アド レス と して設定する必要があ り ま
す。

proxyN_port オプシ ョ ン 回線 1 以外の IP フォン回線が使用する  SIP プロキ
シ サーバのポー ト番号を指定します。

remote_party_id オプシ ョ ン Remote-Party-ID ヘッダーが通話者の ID （たとえ
ば、 名前と番号） のネッ ト ワーク検証、 およびスク
リーニングをサポー ト し、 通話者のプラ イバシーを
提供する こ とを指定します。 有効な値は次のとおり
です。

• 0 ： Remote party ID が使用不可です。 IP フォン
は Remote Party ID の送受信を行いません。

• 1 ： Remote party ID が使用可能です。 IP フォン
は Remote Party ID を送信し、 Remote Party ID 
を受信する こ とができます。

デフォル ト値は 0 です。

semi_attended_transfer オプシ ョ ン 呼び出し音が鳴っている と きに、 発信者が在席転送
の 2 番目のレグを転送できるかど うかを指定しま
す。 有効な値は次のとおりです。

• 0 ：半在席転送が使用不可です。

• 1 ：半在席転送が使用可能です。

デフォル ト値は 1 です。

services_url オプシ ョ ン services BTXML フ ァ イルの URL を指定します。 こ
の URL にアクセスするには、ServicesServicesServicesServices ボタンを押し
ます。 たとえば、 次の services_url を使用します。
「http://10.10.10.10/CiscoServices/Services.asp」

sip_invite_retx オプシ ョ ン INVITE 要求を再送する最大回数を指定します。 有
効な値は、 任意の正の整数です。 デフォル ト値は 6 
です。

sip_retx オプシ ョ ン INVITE 要求以外の SIP メ ッセージを再送する最大
回数を指定します。 有効な値は、 任意の正の整数で
す。 デフォル ト値は 10 です。

sntp_mode オプシ ョ ン 詳細については、 「日付、 時刻、 および夏時間の設
定」 （P. 3-33） を参照して ください。

sntp_server
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start_media_port オプシ ョ ン メデ ィアの RTP 範囲の始ま り を指定します。 有効
な値は 16,384 ～ 32,766 です。デフォル トは 16,384 
です。

sync オプシ ョ ン リモー ト  リ ブー ト を実行する前に、 syncinfo.xml 
フ ァ イル内の値と比較する値を指定します。 有効な
値は、 長さ  32 文字までの文字ス ト リ ングです。

telnet_level オプシ ョ ン IP フォンの Telnet を使用可能にします。 有効な値
は次のとおりです。

• 0 ： Telnet は使用不可です。

• 1 ： Telnet は使用可能であ り、 特権コマン ドは
あ り ません。

• 2 ： Telnet は使用可能であ り、 特権コマン ドを
実行できます。

デフォル ト値は 0 です。

tftp_cfg_dir 必須1 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イル
が保存される  TFTP サブディ レク ト リのパスを指定
します。

time_format_24hr オプシ ョ ン ユーザ インターフェイスに表示される時刻のデ
フォル ト形式を、 12 時間制または 24 時間制のどち
らにするか指定します。 有効な値は次のとおりで
す。

• 0 ：デフォル トの表示形式は 12 時間制です。 た
だし、 ユーザ インターフェイスを使用して 24 
時間制に変更できます。

• 1 ：デフォル トの表示形式は 24 時間制です。 た
だし、 ユーザ インターフェイスを使用して 12 
時間制に変更できます。

• 2 ： 表示形式は 12 時間制であ り、 ユーザ イン
ターフェイスを使用して 24 時間制に変更する
こ とはできません。

• 3 ： 表示形式は 24 時間制であ り、 ユーザ イン
ターフェイスを使用して 12 時間制に変更する
こ とはできません。

デフォル ト値は 1 です。

time_zone オプシ ョ ン 詳細については、 「日付、 時刻、 および夏時間の設
定」 （P. 3-33） を参照して ください。

timer_invite_expires オプシ ョ ン SIP INVITE が満了するまでの時間数 （秒） を指定し
ます。 この値は、 Expire ヘッダー フ ィールドで使
用されます。 有効な値は任意の正数ですが、 推奨値
は 180 秒です。 デフォル ト値は 180 です。
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次に示すのは、 SIP のデフォル ト  コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルの例です。

# Image Version
image_version: “P0S3-xx-y-zz”
 
# Proxy Server

timer_register_expires オプシ ョ ン REGISTRATION 要求が満了するまでの時間数 （秒）
を指定します。 この値は、 Expire ヘッダー フ ィー
ルドに挿入されます。 有効な値は任意の正数です
が、推奨値は 3600 秒です。デフォル ト値は 3600 で
す。

timer_t1 オプシ ョ ン SIP メ ッセージの再伝送タ イマーの最小値 （ ミ リ秒）
を指定します。 有効な値は、 任意の正の整数です。
デフォル ト値は 500 です。

timer_t2 オプシ ョ ン SIP メ ッセージの再伝送タ イマーの最大値 （ ミ リ秒）
を指定します。 有効な値は、 timer_t1 よ り大きい任
意の正の整数です。 デフォル ト値は 4000 です。

tos_media オプシ ョ ン 使用する メデ ィア ス ト リームのタイプ オブ サービ
ス （ToS） レベルを指定します。 有効な値は次のと
おりです。

• 0 ： IP_ROUTINE

• 1 ： IP_PRIORITY

• 2 ： IP_IMMEDIATE

• 3 ： IP_FLASH

• 4 ： IP_OVERRIDE

• 5 ： IP_CRITIC

デフォル ト値は 5 です。

user_info オプシ ョ ン REGISTER メ ッセージ内の 「user=」 パラ メータを
設定します。 有効な値は次のとおりです。

• none ： 値は挿入されません。

• phone ： 値 user=phone が、 REGISTER の To、
From、 および Contact ヘッダーに挿入されま
す。

• ip ： 値 user=ip が、 REGISTER の To、 From、 お
よび Contact ヘッダーに挿入されます。

デフォル ト値は none です。

voip_control_port オプシ ョ ン SIP メ ッセージに使用される  UDP ポー ト を指定しま
す。 nat_enable = 1 である場合、 すべての SIP 
REQUESTS は、 UDP ソース  ポー ト と して 
voip_control_port を使用します。有効な値は 1025 ～ 
65,535 です。 デフォル トは 5060 です。

1. IP フォン特有のコンフィ ギュレーショ ン  ファ イルがサブディ レク ト リ に置かれている場合は必須です。
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proxy1_address: "proxy.company.com"
proxy2_address: ""
proxy3_address: "" 
proxy4_address: ""
proxy5_address: ""
proxy6_address: ""
 
# Proxy Server Port (default - 5060)
proxy1_port:"5060"
proxy2_port:""
proxy3_port:""
proxy4_port:""
proxy5_port:""
proxy6_port:""

# Emergency Proxy info
proxy_emergency: "1.2.3.4"
proxy_emergency_port: "5060"
# Backup Proxy info
proxy_backup: "1.2.3.4
proxy_backup_port: "5060"
 
# Proxy Registration (0-disable (default), 1-enable)
proxy_register: "1"
 
# Phone Registration Expiration [1-3932100 sec] (Default - 3600)
timer_register_expires: "180"
 
# Codec for media stream (g711ulaw (default), g711alaw, g729)
preferred_codec: "g711ulaw"
 
# TOS bits in media stream [0-5] (Default - 5)
tos_media: "5"
 
# In-band DTMF Settings (0-disable, 1-enable (default))
dtmf_inband: "1"
 
# Out-of-band DTMF Settings (none-disable, avt-avt enable (default), avt_always - always 
avt )
dtmf_outofband: "avt"
 
# DTMF dB Level Settings (1-6dB down, 2-3db down, 3-nominal (default), 4-3db up, 5-6dB up)
dtmf_db_level: "3"
 
# SIP Timers
timer_t1: "500"                   ; Default 500 ms
timer_t2: "4000"                  ; Default 4 sec
sip_retx: "10"                     ; Default 11
sip_invite_retx: "6"               ; Default 7
timer_invite_expires: "180"        ; Default 180 sec
 
# Setting for Message speed dial to Voice mail
messages_uri: "9195551000"

#********* Release 2 new configuration parameters **********
 
# TFTP Phone Specific Configuration File Directory
tftp_cfg_dir: "./"
 
# Time Server
sntp_mode: "directedbroadcast"
sntp_server: "172.16.10.150"
#sntp_server: "sntp.company.com"
time_zone: "EST"
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dst_offset: "1"
dst_start_month:"April"
dst_start_day: ""
dst_start_day_of_week: "Sun"
dst_start_week_of_month: "1"
dst_start_time: "02"
dst_stop_month: "Oct"
dst_stop_day: ""
dst_stop_day_of_week:"Sunday"
dst_stop_week_of_month: "8"
dst_stop_time: "2"
dst_auto_adjust: "1"
 
# Do Not Disturb Control (0-off, 1-on, 2-off with no user control, 3-on with no user 
control)
dnd_control: "0"                  ; Default 0 (Do Not Disturb feature is off)
 
# Caller ID Blocking (0-disabled, 1-enabled, 2-disabled no user control, 3-enabled no user 
control)
callerid_blocking: "0"            ; Default 0 (Disable sending all calls as anonymous)
 
# Anonymous Call Blocking (0-disabled, 1-enabled, 2-disabled no user control, 3-enabled no 
user control)
anonymous_call_block: "0"         ; Default 0 (Disable blocking of anonymous calls)
 
# DTMF AVT Payload (Dynamic payload range for AVT tones - 96-127)
dtmf_avt_payload: "101"           ; Default 101
 
# XML file that specifies the dial plan desired
dial_template: "dialplan"

# Network Media Type (auto, full100, full10, half100, half10)
network_media_type: "auto"

#Autocompletion During Dial (0-off, 1-on [default])
autocomplete: "1"

#Time Format (0-12hr, 1-24hr [default])
time_format_24hr: "1"

#Enable or Disable VAD (0-disabled (default), 1-enabled)
enable_vad: 0

telnet_level: 0
phone_password: "cisco"

#URL for External XML Services and Phone Logo
services_url: "http://www.company.com/phone/services.asp"
directory_url: "http://www.company.com/phone/companydirectory.asp"
logo_url: “http://www.company.com/phone/logo.bmp”

IP フォン特有の SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファイルの変更IP フォン特有の SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファイルの変更IP フォン特有の SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファイルの変更IP フォン特有の SIP コンフィ ギュレーショ ン  ファイルの変更

コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを変更する前に、 次の点に注意して ください。

• 「デフォル トの SIP コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルの変更」 （P. 3-10） で説明しているガ
イ ド ラ インの内容を再度確認して ください。

• 回線パラ メータ （linex のよ うに識別される もの） は、 IP フォンの回線を定義します。 E 
メール アド レスを使用するよ うに回線を設定した場合、その回線は E メール アド レスでし
か呼び出せません。 同様に、 番号を使用するよ うに回線を設定した場合、 その回線は番号
でしか呼び出せません。 それぞれの回線には、 別々のプロキシを設定できます。
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IP フォン特有の SIP コンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルを変更するには、ASCII テキス ト  エディ
タを使用して、 ファ イルを開きます。 そのファ イル内で、 表 3-4 に表示されている  SIP パラ
メータの値を指定します。 すべての変数について、 x は数字 1 ～ 6 を示しています。

表 3-4表 3-4表 3-4表 3-4 IP フォン特有の設定パラメ ータ  IP フォン特有の設定パラメ ータ  IP フォン特有の設定パラメ ータ  IP フォン特有の設定パラメ ータ  

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ 必須またはオプショ ン必須またはオプショ ン必須またはオプショ ン必須またはオプショ ン 説明説明説明説明

linex_authname 必須1 初期化時にプロキシ サーバによって登録が要求される場合、 IP 
フォンが認証に使用する名前。 登録が可能なと きに、
linex_authname パラ メータの値が指定されていない場合は、 回線 1 
に対して定義されたパラ メータ値が使用されます。 回線 1 に対して
パラ メータ値が定義されていない場合、 デフォル トの 
line1_authname と して UNPROVISIONED が使用されます。

linex_displayname オプシ ョ ン 発信者の識別のために表示される識別名。 たとえば、 このパラ メー
タに Jon Doe と指定すれば、発信者 ID を受け取った IP フォン側に 
jdoe@company.com と表示される代わりに、 John Doe と表示されま
す。 このパラ メータの値を指定しない場合は、 識別名は使用されま
せん。

linex_name 必須 登録時に使用する番号または E メール アド レス。 番号を入力する
と きは、 ダッシュを含めずに番号だけを入力します。 たとえば、
555-1212 は 5551212 のよ うに入力します。 E メール アド レスを入
力する場合は、 ホス ト名を含めずに E メール ID を入力します。

linex_password 必須 1 初期化時にプロキシ サーバによって登録が要求される場合、 IP 
フォンが認証に使用するパスワード。

登録が可能なと きに、 linex_password パラ メータの値が指定されて
いない場合は、 回線 1 に対して定義されたパラ メータ値が使用され
ます。 回線 1 に対して値が定義されていない場合、 デフォル トの 
line1_password と して UNPROVISIONED が使用されます。

linex_shortname オプシ ョ ン linex_name の長さがディ スプレイ領域の使用可能なスペースに収ま
らない場合に、 IP フォンの LCD に表示する、 linex_name に関連し
た名前または番号。 たとえば、 linex_name の値が電話番号 
111-222-333-4444 である場合、 LCD には代わりに 34444 が表示さ
れるよ うにするには、 このパラ メータに 34444 を指定します。

または、 linex_name パラ メータの値が E メール アド レス
「username@company.com」 である場合、 LCD に代わりにユーザ名だ
けが表示されるよ うにするには、 「username」 を指定します。

このパラ メータは、 表示用だけに使用されます。 このパラ メータに
値が指定されていない場合、 linex_name 変数の値が表示されます。

phone_label オプシ ョ ン LCD 最上部のステータス  ラ インに表示するラベル。 このフ ィール
ドは、 エン ド  ユーザのデ ィ スプレイ専用です。 たとえば、 IP フォ
ンのラベルに 「John Doe's phone」 と表示できます。 IP フォン ラベ
ルの指定には、 11 文字まで使用できます。

TFTP サーバ （ルー ト  ディ レク ト リ 、 または IP フォン特有のコン
フ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルがすべて入っているサブディ レク ト
リ ） にフ ァ イルを保存します。 フ ァ イル名を 
SIPXXXXYYYYZZZZ.cnf にします。 こ こで、 XXXXYYYYZZZZ は IP 
フォンの MAC アド レスです。MAC アド レスを表わす部分には英大
文字を使用し、 拡張子 cnf には小文字を使用して ください （たとえ
ば、 SIP00503EFFD842.cnf）。
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次に示すのは、 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルの例です。

line1_displayname: "jdoe43"
line1_name:         "43"
line2_displayname: "jdoe44"
line2_name:         "44"
line3_displayname: "pgatour"
line3_name:         "duval"
line4_displayname: "jdoe46"
line4_name:         "46"
line5_displayname: "jdoe47"
line5_name:         "47"
line6_displayname: "jdoe48"
line6_name:         "48"
phone_label:        "jdoe4X"
phone_prompt: "John-43"

proxy1_address: 1.2.3.4
proxy2_address: 1.2.3.4
proxy3_address: 1.2.3.4
proxy4_address: 1.2.3.4
proxy5_address: 1.2.3.4
proxy6_address: 1.2.3.4
proxy1_port: 5060 
proxy2_port: 5060 
proxy3_port: 5060
proxy4_port: 5060
proxy5_port: 5060
proxy6_port: 5060

callerid_blocking: 0
dtmf_outofband: avt
network_media_type: auto
tos_media: 5
dtmf_avt_payload: 101
time_zone: EST
call_waiting: 1
cnf_join_enable : 1
semi_attended_transfer : 1

IP フォン上での SIP パラメ ータの変更IP フォン上での SIP パラメ ータの変更IP フォン上での SIP パラメ ータの変更IP フォン上での SIP パラメ ータの変更

TFTP サーバを使用して SIP パラ メータを設定しなかった場合、 IP フォンを接続した後で、 IP 
フォン上から直接、 手作業でパラ メータを設定できます。

始める前に始める前に始める前に始める前に

• 「設定モードのロ ッ ク解除」 （P. 3-2） の説明に従って、 設定モードのロ ッ クを解除します。
デフォル ト では、 コール機能に影響を与える可能性のある設定値をエン ド  ユーザが変更で
きないよ うに、 SIP パラ メータはロ ッ ク されています。

• 「Cisco SIP IP Phone の メニュー インターフェイスの使用」 （P. 2-15） に説明されている、
Cisco SIP IP phone メニューの使用に関するガイ ド ラ インの内容を再度確認します。

• 回線パラ メータ （linex のよ うに識別される もの） は、 IP フォンの回線を定義します。 E 
メール アド レスを使用するよ うに回線を設定した場合、その回線は E メール アド レスでし
か呼び出せません。 同様に、 番号を使用するよ うに回線を設定した場合、 その回線は番号
でしか呼び出せません。

1.  登録が可能であり 、 プロキシ  サーバが認証を必要と する場合、 回線 1 に必須です。
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• Preferred Codec および Out of Band DTMF パラ メータを設定する と きは、 必要なオプシ ョ
ンが表示されるまで ChangeChangeChangeChange ソフ ト  キーを押し、 次に SaveSaveSaveSave ソフ ト  キーを押します。

• 変更を行った後、 「設定モードのロ ッ ク」 （P. 3-3） の説明のとおりに設定モードを再度
ロ ッ ク します。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 settingssettingssettingssettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 SIP ConfigurationSIP ConfigurationSIP ConfigurationSIP Configuration を選択します。 SIP Configuration メニューが表示されます。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 Line 1Line 1Line 1Line 1 SettingsSettingsSettingsSettings を選択します。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Line 1 Configuration メニューが表示されます。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 必要に応じて、 表 3-5 に表示されているパラ メータを選択し、 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押して設定
します。

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 BackBackBackBack ソフ ト  キーを押して、 Line 1 Configuration メニューを終了します。

ステップ 7ステップ 7ステップ 7ステップ 7 IP フォンに対して追加の回線を設定する場合は、 次の Line Line Line Line x Settings Settings Settings Settings を選択し、 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  
キーを押してステップ 5 と ステップ 6 を繰 り返してから、 ステップ 8 に進みます。

ステップ 8ステップ 8ステップ 8ステップ 8 回線設定値のほかに、 表 3-6 に表示されている  SIP Configuration メニューのパラ メータを選択
し、 SelectSelectSelectSelect を押して設定できます。

ステップ 9ステップ 9ステップ 9ステップ 9 パラ メータの設定が完了したら、 SaveSaveSaveSave ソフ ト  キーを押して変更内容を保存し、 SIP 
Configuration メニューを終了します。

注意注意注意注意 変更を完了したら、 「設定モードのロ ッ ク」 （P. 3-3） の説明に従って IP フォンを必ずロ ッ ク し
て ください。

表 3-5表 3-5表 3-5表 3-5 SIP 設定パラメ ータSIP 設定パラメ ータSIP 設定パラメ ータSIP 設定パラメ ータ

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ
必須または必須または必須または必須または
オプショ ンオプショ ンオプショ ンオプショ ン

Authentication Password 必須1 初期化時にプロキシ サーバによって登録が要求される場合、 IP 
フォンが認証に使用するパスワード。 登録が可能なと きに、
Authentication Password パラ メータの値が指定されていないと、 デ
フォル ト論理パスワードが使用されます。 デフォル ト論理パスワー
ドは SIPmac-address です （mac-address は IP フォンの MAC アド レ
スです）。

Authentication Name 必須 1 初期化時にプロキシ サーバによって登録が要求される場合、 IP 
フォンが認証に使用する名前。

Display Name オプシ ョ ン 発信者の識別のために表示される識別名。 たとえば、 このパラ メー
タに Jon Doe と指定すれば、発信者 ID を受け取った IP フォン側に 
jdoe@company.com と表示される代わりに、 John Doe と表示されま
す。 このパラ メータの値を指定しない場合は、 Name の値が使用さ
れます。
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Name 必須 登録時に使用する記述番号または E メール アド レス。 番号を入力
する と きは、 ダッシュを含めずに番号だけを入力します。 たとえ
ば、 555-1212 は 5551212 のよ うに入力します。 E メール アド レス
を入力する場合は、 ホス ト名を含めずに E メール ID を入力しま
す。

Proxy Address 必須 IP フォンが使用するプラ イマ リ  SIP プロキシ サーバの IP アド レ
ス。 このアド レスは、 ド ッ ト で区切られた十進数の IP 表記法で入
力します。

Proxy Port オプシ ョ ン プラ イマ リ  SIP プロキシ サーバのポート番号。 これは、 SIP ク ラ イ
アン ト が使用するポー トです。 デフォル ト値は 5060 です。

Short Name オプシ ョ ン linex_name の値がディ スプレイ領域に収まらない場合に IP フォン
の LCD に表示する、 linex_name に関連した名前または番号。
linex_name の値が電話番号 111-222-333-4444 である場合、 LCD に
は代わりに 34444 が表示されるよ うにするには、 このパラ メータ
に 34444 を指定します。 または、 linex_name パラ メータの値が E 
メール アド レス 「username@company.com」 である場合、 LCD に
ユーザ名だけが表示されるよ うにするには、 「username」 を指定し
ます。 このパラ メータは、 表示用だけに使用されます。 このパラ
メータに値が指定されていない場合、 Name 変数の値が表示されま
す。

1. 登録が可能である場合は必須。

表 3-6表 3-6表 3-6表 3-6 追加の SIP 設定パラメ ータ追加の SIP 設定パラメ ータ追加の SIP 設定パラメ ータ追加の SIP 設定パラメ ータ

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ
必須または必須または必須または必須または
オプショ ンオプショ ンオプショ ンオプショ ン

Backup Proxy オプシ ョ ン バッ クアップ プロキシ サーバまたはゲート ウェイの IP アド レス。
このアド レスは、 ド ッ ト で区切られた十進数の IP 表記法で入力し
ます。

Backup Proxy Port オプシ ョ ン バッ クアップ プロキシ サーバのポート番号。デフォル トは 5060 で
す。

Emergency Proxy オプシ ョ ン 緊急プロキシ サーバまたはゲー ト ウェ イの IP アド レス。 このアド
レスは、 ド ッ ト で区切られた十進数の IP 表記法で入力します。

Emergency Proxy Port オプシ ョ ン 緊急プロキシのポー ト番号。 デフォル トは 5060 です。

Enable VAD オプシ ョ ン VAD を使用可能にするか、 使用不可にするかを指定します。

End Media Port オプシ ョ ン メデ ィアの RTP 範囲の終わり。 有効な値は 16,384 ～ 32,766 です。
デフォル トは 32,766 です。

Messages URI オプシ ョ ン ボイス メールを確認するためにコールする番号。 この番号は、
MessagesMessagesMessagesMessages キーが押されたと きにコールされます。

NAT Address オプシ ョ ン NAT またはフ ァ イアウォール サーバの WAN IP アド レス。 ド ッ ト
区切 りの IP アド レスまたは DNS 名のどちらかを使用できます （レ
コードのみ）。

表 3-5表 3-5表 3-5表 3-5 SIP 設定パラメ ータ （ 続き）SIP 設定パラメ ータ （ 続き）SIP 設定パラメ ータ （ 続き）SIP 設定パラメ ータ （ 続き）

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ
必須または必須または必須または必須または
オプショ ンオプショ ンオプショ ンオプショ ン
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NAT Enabled オプシ ョ ン NAT を使用不可にするには No を選択します。 NAT を使用可能に
するには Yes を選択します。

Out of Band DTMF オプシ ョ ン アウ ト オブバン ド  シグナ リ ングの検出と生成 （ゲート ウェ イの IP 
側での トーン検出） を行うかど うか、 行 う場合には、 その時期を指
定します。 Cisco SIP IP phone は、 AVT トーン方式によるアウ ト オ
ブバン ド  シグナ リ ングをサポー ト します。 有効な値は次のとおり
です。

• none ： アウ ト オブバン ド  DTMF デ ィジッ ト を生成しません。

• avt ： リモー ト側から要求された場合に、 アウ ト オブバン ド  
DTMF ディジッ ト を生成します （インバン ド  DTMF シグナ リ ン
グを使用不可にします）。 それ以外の場合は、 アウ ト オブバン
ド  DTMF デ ィジッ ト を生成しません。

• avt_always ： 常に、 アウ ト オブバン ド  DTMF ディジッ ト を生成
します。 このオプシ ョ ンは、 インバン ド  DTMF シグナ リ ングを
使用不可にします。

デフォル ト値は avt です。

Outbound Proxy オプシ ョ ン 発信プロキシ サーバの IP アド レス。ド ッ ト区切 りの IP アド レスま
たは DNS 名のどちらかを使用できます。

Outbound Proxy Port オプシ ョ ン 発信プロキシ サーバのポー ト番号。 デフォル ト値は 5060 です。

Phone Label オプシ ョ ン LCD 最上部の状況行に表示するラベル。 このフ ィールドは、 エン
ド  ユーザのデ ィ スプレイ専用です。 たとえば、 IP フォンのラベル
に 「John Doe's phone」 と表示できます。 IP フォン ラベルの指定に
は、 11 文字まで使用できます。

Preferred Codec オプシ ョ ン コールの発信時に使用するコーデッ ク。 有効な値は、 g711alaw、
g711µlaw、 g729a です。 デフォル ト値は g711µlaw です。

Register Expires オプシ ョ ン REGISTRATION 要求が満了するまでの時間数 （秒）。 この値は、
Expire ヘッダー フ ィールドで使用されます。 有効な値は任意の正
数ですが、 推奨値が 3600 秒です。 デフォル ト値は 3600 です。

Register with Proxy オプシ ョ ン 初期化時に IP フォンをプロキシ サーバに登録する必要があるかど
うかを指定します。 有効な値は Yes と  No です。 NoNoNoNo ソフ ト  キーを
選択する と、 初期化時の登録が不可にな り ます。 YesYesYesYes ソフ ト  キー
を選択する と、 初期化時の登録が可能にな り ます。 デフォル トは 
No です。 IP フォンを初期化してプロキシ サーバに登録した後、 こ
のパラ メータの値を No に変更する と、IP フォンはプロキシ サーバ
から登録解除されます。 登録を再度開始するには、 このパラ メータ
の値を再度 Yes に変更します。

注注注注 登録を可能にし、 認証が必要となる場合は、 Authentication 
Name と  Authentication Password のパラ メータの値を指定す
る必要があ り ます。

Start Media Port オプシ ョ ン メデ ィアの RTP 範囲の始ま り。 有効な値は 16,384 ～ 32,766 です。
デフォル トは 16,384 です。

表 3-6表 3-6表 3-6表 3-6 追加の SIP 設定パラメ ータ （ 続き）追加の SIP 設定パラメ ータ （ 続き）追加の SIP 設定パラメ ータ （ 続き）追加の SIP 設定パラメ ータ （ 続き）

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ
必須または必須または必須または必須または
オプショ ンオプショ ンオプショ ンオプショ ン
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第 3 章   第 3 章   第 3 章   第 3 章   Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理

コール設定値の変更コール設定値の変更コール設定値の変更コール設定値の変更

コール設定値の変更コール設定値の変更コール設定値の変更コール設定値の変更
コールの設定値を変更できるのは、 システム管理者が各設定値の設定変数を 0 または 1 に設定
している場合だけです。変数が 2 または 3 に設定される場合、 Call Preferences メニューでコー
ルの設定値を変更する こ とはできません。 各パラ メータについては、 表 3-2 を参照して くださ
い。

Call Preferences メニューを使用して各 IP フォンのコール設定値を変更する手順は、 次のとお
りです。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 settingssettingssettingssettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 Call PreferencesCall PreferencesCall PreferencesCall Preferences を選択します。 Call Preferences 設定メニューが表示されます。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 次のパラ メータを選択し、 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押して設定します。

• Anonymous Call Block

• Auto-Complete Numbers

• Caller ID Blocking

• Call Hold Ringback

• Call Waiting

• Do Not Disturb

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 BackBackBackBack ソフ ト  キーを押して終了します。

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 パラ メータの設定が完了したら、 SaveSaveSaveSave ソフ ト  キーを押して変更内容を保存し、 終了します。

日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定
現在の日付と時刻は、 Cisco SIP IP phone 上で SNTP によって維持され、 IP フォンの LCD に表
示されます。 現在の日付と時刻が維持されるほかに、 DST （夏時間） と タ イム ゾーンの設定も
維持されます。 DST の設定値は、絶対コンフ ィギュレーシ ョ ン （たとえば、 4 月 1 日に始ま り、
10 月 1 日に終わる）、 または相対コンフ ィギュレーシ ョ ン （たとえば、 4 月の第 1 日曜日に始
ま り、 10 月の末日に終わる） を使用して指定できます。

TFTP Directory 必須1 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルが保存される  
TFTP サブデ ィ レク ト リのパス。

VoIP Control Port オプシ ョ ン SIP メ ッセージに使用される  UDP ポート 。 nat_enable = 1 である場
合、 すべての SIP REQUESTS は、 UDP ソース  ポー ト と して 
voip_control_port を使用します。 有効な値は 1,025 ～ 65,535 です。
デフォル トは 5060 です。

1.  IP フォン特有のコンフィ ギュレーショ ン  ファ イルがサブディ レク ト リ に置かれている場合は必須です。

表 3-6表 3-6表 3-6表 3-6 追加の SIP 設定パラメ ータ （ 続き）追加の SIP 設定パラメ ータ （ 続き）追加の SIP 設定パラメ ータ （ 続き）追加の SIP 設定パラメ ータ （ 続き）

パラメ ータパラメ ータパラメ ータパラメ ータ
必須または必須または必須または必須または
オプショ ンオプショ ンオプショ ンオプショ ン
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日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定

日付の形式は、 date_format パラ メータを使用して設定できます。

世界のタイム ゾーンの省略形をサポー ト します。 これらの省略形は、 すべて大文字でなければ
な り ません。

日付と時刻に関連したパラ メータは、 SIPDefault.cnf フ ァ イル内で定義する こ とをお勧めしま
す。 タ イム ゾーン パラ メータは、 手作業で IP フォン上で設定するか、 コンフ ィギュレーシ ョ
ン フ ァ イル内で設定できます。

始める前に始める前に始める前に始める前に

日付、 時刻、 タ イム ゾーン、 および DST の設定値を指定する前に、 次の点に注意して くださ
い。

• 「デフォル トの SIP コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルの変更」 （P. 3-10） で説明しているガ
イ ド ラ インの内容と制約事項を再度確認して ください。

• 絶対 DST または相対 DST のどちらを設定するか決定します。

• SNTP パラ メータは、 IP フォンが SNTP サーバから現在の時刻を取得する方法を指定しま
す。 SNTP パラ メータを設定する前に、 表 3-7 と表 3-8 のガイ ド ラ インの内容を再度確認
して ください。

表 3-7 では、 sntp_server パラ メータにヌル値 （0.0.0.0） が指定された場合に行われるアク
シ ョ ンの一覧を示します。

表 3-8 は、 sntp_server パラ メータに有効な IP アド レスが指定された場合に行われるアク
シ ョ ンの一覧です。

表 3-7表 3-7表 3-7表 3-7 sntp_server パラメ ータがヌル値に設定された場合の sntp_mode に応じたアクショ ンsntp_server パラメ ータがヌル値に設定された場合の sntp_mode に応じたアクショ ンsntp_server パラメ ータがヌル値に設定された場合の sntp_mode に応じたアクショ ンsntp_server パラメ ータがヌル値に設定された場合の sntp_mode に応じたアクショ ン

sntp_serversntp_serversntp_serversntp_server
=0.0.0.0=0.0.0.0=0.0.0.0=0.0.0.0

sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=
unicastunicastunicastunicast

sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=
multicastmulticastmulticastmulticast

sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=
anycastanycastanycastanycast

sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=
directedbroadcastdirectedbroadcastdirectedbroadcastdirectedbroadcast

送信送信送信送信 なし。

通信相手のサーバが不
明です。

なし。

マルチキャス ト  モード
では、 SNTP 要求は送信
されません。

ローカル ネッ ト ワーク  ブ
ロードキャス ト  アド レス
への SNTP パケッ ト 。

最初の SNTP 要求が受信
された後、 IP フォンはユ
ニキャス ト  モードに切 り
替わり、 最初に応答した
サーバが SNTP サーバと
して設定されます。

ローカル ネッ ト ワーク  
ブロードキャス ト  アド
レスへの SNTP パケッ
ト 。

最初の SNTP 応答が受
信された後、 IP フォン
はマルチキャス ト  モー
ドに切 り替わり ます。

受信受信受信受信 なし。

通信相手のサーバが不
明です。

ネッ ト ワーク上にある
任意のサーバのローカ
ル ネッ ト ワーク  ブロー
ドキャス ト  アド レスか
ら、 SNTP/NTP マルチ
キャス ト  アド レスを経
由した SNTP データ。

ネッ ト ワーク  ブロード
キャス ト要求に最初に応
答した SNTP サーバから
のユニキャス ト  SNTP 
データ。

SNTP/NTP マルチキャ
ス ト  アド レス、 および
ネッ ト ワーク上にある
任意のサーバのローカ
ル ネッ ト ワーク  ブ
ロードキャス ト  アド レ
スからの SNTP デー
タ。
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第 3 章   第 3 章   第 3 章   第 3 章   Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理

日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 ASCII エディ タを使用して、 SIPDefault.cnf フ ァ イルを開き、 必要に応じて、 次の SNTP 特有の 
SIP パラ メータの値を定義または変更します。

• sntp_mode ： （必須） IP フォンが SNTP サーバを リ スン （聴取） するモード。 有効な値は、
unicast、 multicast、 anycast、 または directedbroadcast です。

sntp_server パラ メータの値に応じたこれらの値の効果については、 表 3-7 と表 3-8 を参照
して ください。

• sntp_server ： （必須） IP フォンが時刻データを取得する元の SNTP サーバの IP アド レス。

sntp_server パラ メータの値に応じたこれらの値の効果については、 表 3-7 と表 3-8 を参照
して ください。

• time_zone ： （必須） IP フォンの設置場所のタイム ゾーン。 有効な値は、 表 3-9 に表示され
ているタ イム ゾーンの省略形です。 これらの省略形には大文字小文字の区別があ り、 すべ
て大文字でなければな り ません。

表 3-8表 3-8表 3-8表 3-8 sntp_server パラメ ータが IP アド レスに設定された場合の sntp_mode に応じたアクショ ンsntp_server パラメ ータが IP アド レスに設定された場合の sntp_mode に応じたアクショ ンsntp_server パラメ ータが IP アド レスに設定された場合の sntp_mode に応じたアクショ ンsntp_server パラメ ータが IP アド レスに設定された場合の sntp_mode に応じたアクショ ン

sntp_serversntp_serversntp_serversntp_server
= = = = 
192.168.1.9192.168.1.9192.168.1.9192.168.1.9

sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=
unicastunicastunicastunicast

sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=
multicastmulticastmulticastmulticast

sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=
anycastanycastanycastanycast

sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=sntp_mode=
directedbroadcastdirectedbroadcastdirectedbroadcastdirectedbroadcast

送信送信送信送信 SNTP サーバへの SNTP 
要求。

なし。

マルチキャス ト  モードで
は、 SNTP 要求は送信され
ません。

SNTP サーバへの SNTP 
要求。

SNTP サーバへの 
SNTP パケッ ト 。

最初の SNTP 応答が受
信された後、 IP フォ
ンはマルチキャス ト  
モードに切 り替わり
ます。

受信受信受信受信 その SNTP サーバから
の SNTP 応答。 他の 
SNTP サーバからの応
答は無視します。

SNTP/NTP マルチキャス
ト  アド レスを経由した、
ローカル ネッ ト ワーク  ブ
ロードキャス ト  アド レス
からの SNTP データ。

その SNTP サーバから
の SNTP 応答。 他の 
SNTP サーバからの応答
は無視します。

SNTP/NTP マルチ
キャス ト  アド レス と、
ローカル ネッ ト ワー
ク  ブロードキャス ト  
アド レスからの SNTP 
データ。 他の SNTP 
サーバからの応答は
無視します。

表 3-9表 3-9表 3-9表 3-9 タイム ゾーンの省略形タイム ゾーンの省略形タイム ゾーンの省略形タイム ゾーンの省略形

省略形省略形省略形省略形
GMT からのGMT からのGMT からのGMT からの
相対時間相対時間相対時間相対時間 都市都市都市都市 タイム ゾーン名タ イム ゾーン名タ イム ゾーン名タ イム ゾーン名

IDL GMT-12:00 エニウェ ト ク IDL （国際日付変更線）、
IDLW （国際日付変更線の西側）

NT GMT-11:00 ミ ッ ド ウェー BT （ベー リ ング時間）、
NT （ノーム時間）

AHST GMT-10:00 ハワ イ AHST （アラスカ / ハワ イ標準時）、
HST （ハワイ標準時）、
CAT （中央アラスカ時間）

IMT GMT-09:30 マルケサス島 マルケサス島
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日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定

YST GMT-09:00 ユーコン YST （ユーコン標準時）

PST GMT-08:00 ロサンゼルス PST （太平洋標準時）

MST GMT-07:00 フェニッ ク ス MST （ア メ リ カ山岳標準時）、
PDT （太平洋夏時間）

CST GMT-06:00 ダラス、 メ キシコシ
テ ィー

CST （中央標準時）、
MDT （ア メ リ カ山岳夏時間）、 Chicago

EST  GMT-05:00 ニューヨーク EST （東部標準時）、
CDT （中央部夏時間）、 NYC

AST GMT-04:00 ラパス AST （大西洋標準時）、
EDT （東部夏時間）

NST GMT-03:30 ニューフ ァン ド ラン
ド

NST （ニューフ ァン ド ラン ド標準時）

BST GMT-03:00 ブエノ スアイレス BST （ブラジル標準時）、
ADT （大西洋夏時間）、
GST （グ リーンラン ド標準時）

AT GMT-02:00 中大西洋 AT （アゾレス時間）

WAT GMT-01:00 アゾレス WAT （西アフ リ カ時間）

GMT GMT 00:00 ロン ドン GMT （グ リ ニッジ標準時）、
WET （西ヨーロ ッパ時間）、
UT （世界時）

CET  GMT+01:00 パ リ CET （中央ヨーロ ッパ時間）、
MET （中央ヨーロ ッパ時間）、
BST （イギ リ ス夏時間）、
MEWT （中央ヨーロ ッパ冬時間）、
SWT （スウェーデン冬時間）、
FWT （フランス冬時間）

EET GMT+02:00 アテネ、 ローマ EET （東ヨーロ ッパ時間）、
USSR-zone1、
MEST （中央ヨーロ ッパ夏時間）、
FST （フランス夏時間）

BT GMT+03:00 バグダッ ド、 モス ク
ワ

BT （バグダッ ド時間）、
USSR-zone2

IT GMT+03:30 テヘラン IT （イ ラン時間）

ZP4  GMT+04:00 アブダビ USSR-zone3、
ZP4 （GMT プラス  4 時間）

AFG GMT+04:30 カブール アフガニスタン

ZP5 GMT+05:00 イスラマバード USSR-zone4、
ZP5 （GMT プラス  5 時間）

IST GMT+05:30 ボンベイ、 デ リー IST （イン ド標準時）

ZP6 GMT+06:00 コ ロンボ USSR-zone5、
ZP6 （GMT プラス  6 時間）

表 3-9表 3-9表 3-9表 3-9 タイム ゾーンの省略形タイム ゾーンの省略形タイム ゾーンの省略形タイム ゾーンの省略形

省略形省略形省略形省略形
GMT からのGMT からのGMT からのGMT からの
相対時間相対時間相対時間相対時間 都市都市都市都市 タイム ゾーン名タ イム ゾーン名タ イム ゾーン名タ イム ゾーン名
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日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 共通の DST 設定値を指定するには、 次のパラ メータに値を指定します。

• dst_offset ： DST が有効になっている と きの IP フォンの時刻からのオフセッ ト （相対時間）。
DST の終了に合わせて、 指定したオフセッ トは IP フォンの時刻に適用されな く な り ます。
有効な値は、 時 /分、 -時 /分、 +時 /分、 時、 -時、 および +時です。

• dst_auto_adjust ：DST を IP フォン上で自動的に調整するかど うか。有効な値は 0 （DST の自
動調整を使用不可にする） または 1 （DST の自動調整を使用可能にする） です。 デフォル
ト値は 1 です。

• dst_start_month ： DST が始まる月。 有効な値は、 January、 February、 March、 April、 May、
June、 July、 August、 September、 October、 November、 および December、 または 1 ～ 12
（1 は 1 月、 12 は 12 月） です。 月の名前を指定する場合、 値には大文字小文字の区別はあ
り ません。 米国では、 デフォル ト値は April です。

• dst_stop_month ： DST が終わる月。 有効な値は、 January、 February、 March、 April、 May、
June、 July、 August、 September、 October、 November、 および December、 または 1 ～ 12
（1 は 1 月、 12 は 12 月） です。 月の名前を指定する場合、 値には大文字小文字の区別はあ
り ません。 米国では、 デフォル ト値は October です。

• dst_start_time ： DST が始まる日の時刻。 有効な値は、 時 /分 （02/00） または時 （02:00） で
す。 米国では、 デフォル ト値は 02 ： 00 です。

• dst_stop_time ： DST が終わる日の時刻。 有効な値は、 時 /分 （02/00） または時 （02:00） で
す。 米国では、 デフォル ト値は 02 ： 00 です。

SUM GMT+06:30 北スマ ト ラ NST （北スマ ト ラ時間）

WAST GMT+07:00 バンコ ク、 ハノ イ SST （南スマ ト ラ時間）、
USSR-zone6、
WAST （オース ト ラ リ ア西部標準時）

HST GMT+08:00 北京、 香港 CCT （中国湾岸時間）、
HST （香港標準時）、
USSR-zone7、
WADT （オース ト ラ リ ア西部夏時間）

JST GMT+09:00 東京、 ソ ウル JST （日本標準時 /東京）、
KST （韓国標準時）、
USSR-zone8

CAST GMT+09:30 ダーウ ィン SAST （オース ト ラ リ ア南部標準時）、
CAST （オース ト ラ リ ア中部標準時）

EAST GMT+10:00 ブ リ スベーン、 グア
ム

GST （グアム標準時）、
USSR-zone9、
EAST （オース ト ラ リ ア東部標準時）

EADT GMT+11:00 ソ ロモン諸島 USSR-zone10、
EADT （オース ト ラ リ ア東部夏時間）

NZST GMT+12:00 オーク ラン ド NZT （ニュージーラン ド時間 /
オーク ラン ド ）、
NZST （ニュージーラン ド標準時）、
IDLE （国際日付変更線の東側）

表 3-9表 3-9表 3-9表 3-9 タイム ゾーンの省略形タイム ゾーンの省略形タイム ゾーンの省略形タイム ゾーンの省略形

省略形省略形省略形省略形
GMT からのGMT からのGMT からのGMT からの
相対時間相対時間相対時間相対時間 都市都市都市都市 タイム ゾーン名タ イム ゾーン名タ イム ゾーン名タ イム ゾーン名
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日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定日付、 時刻、 および夏時間の設定

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 絶対 DST を設定するには、 次のパラ メータに値を指定します。 相対 DST を設定する場合は、
ステップ 4 に進みます。

• dst_start_day ： DST が始まる月の日。

有効な値は、日を指定する場合は 1 ～ 31、相対 DST を指定する場合は 0 です。 0 を指定す
る と、 このフ ィールドは無視され、 dst_start_day_of_week パラ メータの値が代わりに使用さ
れます。

• dst_stop_day ： DST が終わる月の日。

有効な値は、日を指定する場合は 1 ～ 31、相対 DST を指定する場合は 0 です。 0 を指定す
る と、 このフ ィールドは無視され、 dst_stop_day_of_week パラ メータの値が代わりに使用さ
れます。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 相対 DST を設定するには、 次のパラ メータに値を指定します。

• dst_start_day_of_week ： DST が始まる曜日。

有効な値は、 Sunday または Sun、 Monday または Mon、 Tuesday または Tue、 Wednesday ま
たは Wed、 Thursday または Thu、 Friday または Fri、 Saturday または Sat、 Sunday または 
Sun、 あるいは 1 ～ 7 （1 は日曜日、 7 は土曜日） です。 曜日の名前を指定する場合、 値に
大文字小文字の区別はあ り ません。 米国では、 デフォル ト値は Sunday です。

• dst_start_week_of_month ： DST が始まる月の週。

有効な値は 1 ～ 6 と  8 です。 1 は第 1 週、 その後の数値は以降の週を示し、 8 は最終週が
何週目かに関係な く月の最終週を指定します。 米国では、 デフォル ト値は 1 です。

• dst_stop_day_of_week ： DST が終わる曜日。

有効な値は、 Sunday または Sun、 Monday または Mon、 Tuesday または Tue、 Wednesday ま
たは Wed、 Thursday または Thu、 Friday または Fri、 Saturday または Sat、 Sunday または 
Sun、 あるいは 1 ～ 7 （1 は日曜日、 7 は土曜日） です。 曜日の名前を指定する場合、 値に
大文字小文字の区別はあ り ません。 米国では、 デフォル ト値は Sunday です。

• dst_stop_week_of_month ： DST が終わる月の週。

有効な値は 1 ～ 6 と  8 です。 1 は第 1 週、 その後の数値は以降の週を示し、 8 は最終週が
何週目かに関係な く月の最終週を指定します。 米国では、 デフォル ト値は 8 です。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 ファ イルを同じファ イル名、 SIPDefault.cnf で、 TFTP サーバのルー ト  ディ レク ト リに保存しま
す。

次に示すのは、 絶対 DST コンフ ィギュレーシ ョ ンの設定例です。

time_zone :PST
dst_offset : 01/00
dst_start_month :April
dst_start_day : 1
dst_start_time : 02/00
dst_stop_month :October
dst_stop_day : 1
dst_stop_time : 02/00
dst_stop_autoadjust : 1

相対 DST コンフ ィギュレーシ ョ ンの設定例を次に示します。

time_zone :PST
dst_offset : 01/00
dst_start_month :April
dst_start_day : 0
dst_start_day_of_week :Sunday
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ローカル定義設定値の消去ローカル定義設定値の消去ローカル定義設定値の消去ローカル定義設定値の消去

dst_start_week_of_month : 1
dst_start_time : 02/00
dst_stop_month :October
dst_stop_day : 0
dst_stop_day_of_week :Sunday
dst_stop_week_of_month : 8
dst_stop_time : 02/00
dst_stop_autoadjust : 

ローカル定義設定値の消去ローカル定義設定値の消去ローカル定義設定値の消去ローカル定義設定値の消去
IP フォン上で設定されたローカル定義のネッ ト ワーク設定値と  SIP 設定値は、 消去できます。

ローカル定義のネッ ト ワーク設定値の消去ローカル定義のネッ ト ワーク設定値の消去ローカル定義のネッ ト ワーク設定値の消去ローカル定義のネッ ト ワーク設定値の消去

ローカル定義のネッ ト ワーク設定値を消去する と、 値はデフォル ト値に リセッ ト されます。

始める前に始める前に始める前に始める前に

• 「設定モードのロ ッ ク解除」 （P. 3-2） の説明に従って、 設定モードのロ ッ クを解除します。

• IP フォン上で DHCP を使用不可にした場合、 IP フォンの設定値を消去する と、 DHCP が再
び使用可能にな り ます。

• Erase Config パラ メータを選択する と きは、下矢印を押してス ク ロールして、 このパラ メー
タを選択するか、 このパラ メータを表す数字 （LCD 上のパラ メータ名の左側に表示） の
キーを押して ください。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 settingssettingssettingssettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 Network ConfigurationNetwork ConfigurationNetwork ConfigurationNetwork Configuration を選択します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Network Configuration 設定値が表示されます。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 Erase ConfigurationErase ConfigurationErase ConfigurationErase Configuration を選択します。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 YesYesYesYes ソフ ト  キーを押します。

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 SaveSaveSaveSave ソフ ト  キーを押します。 IP フォンは、新しい情報をフラ ッシュ  メモ リ内にプログラムし、
リセッ ト します。

ローカル定義の SIP 設定値の消去ローカル定義の SIP 設定値の消去ローカル定義の SIP 設定値の消去ローカル定義の SIP 設定値の消去

ローカル定義の SIP 設定値を消去する と、 値はデフォル ト値に リセッ ト されます。

注注注注 各 IP フォンが TFTP サーバを使用して SIP パラ メータを取 り込むよ うに、 システムをセッ ト
アップしてある場合、 パラ メータが定義されているコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを編集し
て、 そのパラ メータを削除する必要があ り ます。 パラ メータを削除する場合、 フ ァ イル内の変
数を除去するか、 その値をヌル値 「 」 または 「UNPROVISIONED」 に変更して ください。 変数
とその値の両方を除去する と、 IP フォンは、 フラ ッシュ  メモ リに保存されている、 その変数の
設定値を使用します。
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ステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセス

注注注注 telnet_level パラ メータが、 特権コマン ドを実行できるよ うに設定されている場合、 SIP コン
フ ィギュレーシ ョ ン全体を消去できます。 IP フォンがコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを取 り
出すこ とができるよ うに、 erase_protflasherase_protflasherase_protflasherase_protflash コマン ドを使用して ください。

始める前に始める前に始める前に始める前に

「設定モードのロ ッ ク解除」 （P. 3-2） の説明に従って、 設定モードのロ ッ クを解除します。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 settingssettingssettingssettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 SIP ConfigurationSIP ConfigurationSIP ConfigurationSIP Configuration を選択します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 SIP Configuration 設定値が表示されます。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 設定値を消去したいパラ メータを選択します。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 EditEditEditEdit ソフ ト  キーを押します。

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 現在の値を削除するには、 <<<<<<<< ソフ ト  キーを押します。

ステップ 7ステップ 7ステップ 7ステップ 7 ValidateValidateValidateValidate ソフ ト  キーを押して、 変更内容を保存して Edit パネルを終了します。

ステップ 8ステップ 8ステップ 8ステップ 8 回線パラ メータを変更している場合は、 BackBackBackBack ソフ ト  キーを押して Line Configuration パネルを
終了します。

ステップ 9ステップ 9ステップ 9ステップ 9 SaveSaveSaveSave ソフ ト  キーを押します。 IP フォンは、新しい情報をフラ ッシュ  メモ リ内にプログラムし、
リセッ ト します。

ステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセス
settingssettingssettingssettings キーを使用して、 数種類のステータス情報にアクセスできます。 settingssettingssettingssettings キーを使用し
て入手できる情報は、 システム管理に役立ちます。 ステータス情報にアクセスするには、
settingssettingssettingssettings を選択し、 Settings メニューの StatusStatusStatusStatus を選択します。 Status メニューから、次の 3 つの
オプシ ョ ンが使用できます。

• Status Messages ：診断メ ッセージを表示します。

• Network Status ：パフォーマンス  メ ッセージを表示します。

• Firmware Version ： IP フォンの現行フ ァームウェア バージ ョ ンに関する情報を表示します。

Setting Status メニューを使用して入手できるステータス  メ ッセージの他に、現在のコールに関
するステータス  メ ッセージも入手できます。

ステータス メ ッ セージの表示ステータス メ ッ セージの表示ステータス メ ッ セージの表示ステータス メ ッ セージの表示

ネッ ト ワーク問題の診断に使用できるステータス  メ ッセージを表示する手順は、 次のとおりで
す。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 SettingsSettingsSettingsSettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 StatusStatusStatusStatus を選択します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Setting Status メニューが表示されます。
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ステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセス

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 Status MessagesStatus MessagesStatus MessagesStatus Messages を選択します。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Status Messages パネルが表示されます。

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 Status Messages パネルを終了するには、 Exit Exit Exit Exit ソフ ト  キーを押します。

ネッ ト ワーク統計の表示ネッ ト ワーク統計の表示ネッ ト ワーク統計の表示ネッ ト ワーク統計の表示

IP フォンおよびネッ ト ワーク  パフォーマンスに関する統計情報を表示する手順は、次のとおり
です。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 SettingsSettingsSettingsSettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 StatusStatusStatusStatus を選択します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Setting Status メニューが表示されます。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 Network StatisticsNetwork StatisticsNetwork StatisticsNetwork Statistics を選択します。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Network Statistics パネルが表示されます。

このパネルには、 次の情報が表示されます。

• Rcv ： スイ ッチを通さずに、 IP フォンが受信したパケッ ト の数。

• Xmit ： スイ ッチを通さずに、 IP フォンが送信したパケッ ト の数。

• REr ： IP フォンが受信した、 エラーが含まれているパケッ ト の数。

• BCast ： IP フォンが受信したブロードキャス ト  パケッ ト の数。

• Phone State Message ： IP フォンの状況を示す TCP メ ッセージ。 可能な メ ッセージは、 次の
とおりです。

– Phone Initialized ： IP フォンの電源オン以降、 TCP 接続は切断されていません。

– Phone Closed TCP ： IP フォンによって TCP 接続がク ローズされました。

– TCP Timeout ：再試行のタイムアウ ト によ り、 TCP 接続がク ローズされました。

– Error Code ： TCP 接続がク ローズされた異常理由を示すエラー メ ッセージ。

• Elapsed Time ： 前回の電源のオフ→オン間に経過した時間の長さ （日数、 時間数、 分数、 お
よび秒数）。

• Port 0 Full, 100 ： ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、 オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り全二
重 100 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 0 Half, 100 ： ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、 オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り半二
重 100 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 0 Full, 10 ：ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り全二重 
10 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 0 Half, 10 ：ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り半二重 
10 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 1 Full, 100 ： ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、 オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り全二
重 100 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 1 Half, 100 ： ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、 オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り半二
重 100 Mbps 接続になっている こ と を示します。
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Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP PPPPhone のファームウェアのアッ プグレードhone のファームウェアのアッ プグレードhone のファームウェアのアッ プグレードhone のファームウェアのアッ プグレード

• Port 1 Full, 10 ：ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り全二重 
10 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 1 Half, 10 ：ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り半二重 
10 Mbps 接続になっている こ と を示します。

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 Network Statistics パネルを終了するには、 Exit Exit Exit Exit ソフ ト  キーを押します。

注注注注 Network Statistics パネルに表示された値を リセッ トするには、 IP フォンの電源をいったんオフ
にしてから、 再度オンにします。

ファームウェア バージョ ンの表示ファームウェア バージョ ンの表示ファームウェア バージョ ンの表示ファームウェア バージョ ンの表示

ファームウェア バージ ョ ンを表示する手順は、 次のとおりです。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 SettingsSettingsSettingsSettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 StatusStatusStatusStatus を選択します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Setting Status メニューが表示されます。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 Firmware VersionsFirmware VersionsFirmware VersionsFirmware Versions を選択します。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Firmware Versions パネルが表示されます。

このパネルには、 次の情報が表示されます。

• Application Load ID ： IP フォン上の現在のソフ ト ウェア イ メージ。

• Boot Load ID ：製造時に IP フォンに記録されたブー ト ス ト ラ ップ ローダー イ メージ バー
ジ ョ ン。 このイ メージ名は変更できません。

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 Firmware Versions パネルを終了するには、 Exit Exit Exit Exit ソフ ト  キーを押します。

Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP PPPPhone のファームウェアのアップグレードhone のファームウェアのアップグレードhone のファームウェアのアップグレードhone のファームウェアのアップグレード
Cisco SIP IP phone 上のフ ァームウェアをアップグレードするには、 2 通りの方法があ り ます。
IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを使用して、 1 台毎に IP フォンのフ ァーム
ウェアをアップグレードする方法と、 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを使用し
て、 システム全体の IP フォンのフ ァームウェアをアップグレードする方法です。

1 台毎にフ ァームウェアをアップグレードする場合は、 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ
ン フ ァ イルで image_version を指定します。 システム全体の IP フォンのフ ァームウェアをアッ
プグレードする場合は、 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルに image_version を指
定し、 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルには、 image_version を定義しないで
ください。

始める前に始める前に始める前に始める前に

• Cisco SIP IP phone のフ ァームウェアの最新バージ ョ ンが、 Cisco.com から  TFTP サーバの
ルー ト  ディ レク ト リにコピーされている こ と を確認します。

アップグレード方法を決定するには、表 3-10 のアップグレード  シナ リオを参照して ください。
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第 3 章   第 3 章   第 3 章   第 3 章   Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理Cisco SIP IP Phone の管理

Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP PPPPhone のファームウェ アのアッ プグレードhone のファームウェ アのアッ プグレードhone のファームウェ アのアッ プグレードhone のファームウェ アのアッ プグレード

リ リ ース 2.2 以降から最新リ リースへのアッ プグレードリ リース 2.2 以降から最新リ リースへのアッ プグレードリ リース 2.2 以降から最新リ リースへのアッ プグレードリ リース 2.2 以降から最新リ リースへのアッ プグレード

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 新しいイ メージ P0S3-xx-y-zz.bin を、 Cisco.com から  TFTP サーバのルート  ディ レ ク ト リにコ
ピーします。 こ こで、 xx は リ リース  メジャー バージ ョ ン、 y は リ リース  マイナー バージ ョ
ン、 zz は、 メンテナンス番号です。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 テキス ト  エディ タを使用して、 コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを開き、 image_version 変数
に指定されているイ メージ バージ ョ ンを更新します。 image_version 変数の中のバージ ョ ン名
が、 ダウンロード した最新のファームウェアのバージ ョ ン名 （.bin 拡張子が付かない） と一致
している こ とが必要です （たとえば、 P0S3-xx-y-zz）。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 各 IP フォンを リセッ ト します。

IP フォンは、 TFTP サーバと通信して、 自身のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルを要求しま
す。 IP フォンは、 フ ァ イルに定義されているイ メージと、 フラ ッシュ  メモ リに保存されている
イ メージを比較します。 ファ イルに定義されているイ メージが、 フラ ッシュ  メモ リに保存され
ているイ メージと異なっている と判断した場合、 IP フォンは、 コンフ ィギュレーシ ョ  ン フ ァ
イル （TFTP サーバのルー ト  デ ィ レク ト リに保存） に定義されているイ メージをダウンロード
します。 新規イ メージがダウンロード される と、 IP フォンは、 そのイ メージをフラ ッシュ  メモ
リ内にプログラムし、 リ ブー ト します。

注注注注 デフォル トのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルで image_version パラ メータを定義しない場合
は、 IP フォン特有のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルで新規イ メージ バージ ョ ンを使用する
よ うに更新し、 再始動した IP フォンだけが、 最新のファームウェア バージ ョ ンを使用するよ
うにな り ます。 その他の IP フォンはすべて、 それぞれのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルが、
新規イ メージ バージ ョ ンを使用するよ うに更新されるまでは、 古いバージ ョ ンを使用する こ と
にな り ます。

リ リース 2.1 以前から最新リ リースへのアッ プグレードリ リース 2.1 以前から最新リ リースへのアッ プグレードリ リース 2.1 以前から最新リ リースへのアッ プグレードリ リース 2.1 以前から最新リ リースへのアッ プグレード

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 P0S30202.bin バイナ リ  イ メージを Cisco.com から  TFTP サーバのルート  ディ レク ト リにコピー
します。

表 3-10表 3-10表 3-10表 3-10 アッ プグレード  シナリオアッ プグレード  シナリオアッ プグレード  シナリオアッ プグレード  シナリオ

イメ ージ名イメ ージ名イメ ージ名イメ ージ名 参照先の項参照先の項参照先の項参照先の項

P0S30202、 P0S30203、 および 
P0S3-03-y-xx

リ リース  2.2 以降から最新リ リースへのアップグ
レード （P.3-43）

P0S30100、 P0S30200、 P0S30201、 および 
P0S3Zxxx

リ リース  2.1 以前から最新リ リースへのアップグ
レード （P.3-43）

P003xxxx または P003xxxxxxxx （これらの
イ メージは、 出荷時に Cisco SIP IP phone 
にロード されています）

SCCP または MGCP から  SIP リ リースへの二重
ブー ト （P.3-44）

P0S3-xx-y-zz SCCP または MGCP から  SIP リ リースへの二重
ブー ト （P.3-44）
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Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP PPPPhone のファームウェアのアッ プグレードhone のファームウェアのアッ プグレードhone のファームウェアのアッ プグレードhone のファームウェアのアッ プグレード

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 Skinny Client Control Protocol （SCCP）、 または MGCP プロ ト コルを実行する  Cisco IP フォンか
ら二重ブー ト し よ う とする場合は、 テキス ト  エディ タで OS79XX.TXT フ ァ イルを開き、
P0S30202 を組み込むよ うにそのフ ァ イルを変更します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 テキス ト  エディ タで IP フォンのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを開き、 image_version 変数
を編集して P0S30202 を読み取 り ます。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 各 IP フォンを リセッ ト します。

IP フォンは、 TFTP サーバと通信して、 自身のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルを要求しま
す。 IP フォンは、 フ ァ イルに定義されているイ メージと、 フラ ッシュ  メモ リに保存されている
イ メージを比較します。 ファ イルに定義されているイ メージが、 フラ ッシュ  メモ リに保存され
ているイ メージと異なっている と判断した場合、 IP フォンは、 コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
ル （TFTP サーバのルー ト  ディ レク ト リに保存） に定義されているイ メージをダウンロード し
ます。 新規イ メージがダウンロード される と、 IP フォンは、 そのイ メージをフラ ッシュ  メモ リ
内にプログラムし、 リ ブー ト します。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 新しいイ メージ P0S3-xx-y-zz.bin を、 Cisco.com から  TFTP サーバのルート  ディ レ ク ト リにコ
ピーします。 こ こで、 xx は リ リース  メジャー バージ ョ ン、 y は リ リース  マイナー バージ ョ
ン、 zz は、 メンテナンス番号です。

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 テキス ト  エディ タを使用して、 コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを開き、 image_version 変数
に指定されているイ メージ バージ ョ ンを更新します。 image_version 変数の中のバージ ョ ン名
が、 ダウンロード した最新のファームウェアのバージ ョ ン名 （.bin 拡張子が付かない） と一致
している こ とが必要です （たとえば、 P0S3-xx-y-zz）。

ステップ 7ステップ 7ステップ 7ステップ 7 各 IP フォンを リセッ ト します。

SCCP または MGCP から  SIP リ リースへの二重ブートSCCP または MGCP から  SIP リ リースへの二重ブートSCCP または MGCP から  SIP リ リースへの二重ブートSCCP または MGCP から  SIP リ リースへの二重ブート

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 P0S30202.bin バイナ リ  イ メージを Cisco.com から  TFTP サーバのルート  ディ レク ト リにコピー
します。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 SCCP または MGCP プロ ト コルを実行する  Cisco IP フォンから二重ブー ト し よ う とする場合
は、 テキス ト  エディ タで OS79XX.TXT フ ァ イルを開き、 P0S30202 を組み込むよ うにそのフ ァ
イルを変更します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 新しいイ メージ P0S3-xx-y-zz.bin を、 Cisco.com から  TFTP サーバのルート  ディ レ ク ト リにコ
ピーします。 こ こで、 xx は リ リース  メジャー バージ ョ ン、 y は リ リース  マイナー バージ ョ
ン、 zz は、 メンテナンス番号です。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 テキス ト  エディ タを使用して、 コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを開き、 image_version 変数
に指定されているイ メージ バージ ョ ンを更新します。 image_version 変数の中のバージ ョ ン名
が、 ダウンロード した最新のファームウェアのバージ ョ ン名 （.bin 拡張子が付かない） と一致
している こ とが必要です （たとえば、 P0S3-xx-y-zz）。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 各 IP フォンを リセッ ト します。

IP フォンは、 TFTP サーバと通信して、 自身のコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルを要求しま
す。 IP フォンは、 フ ァ イルに定義されているイ メージと、 フラ ッシュ  メモ リに保存されている
イ メージを比較します。 ファ イルに定義されているイ メージが、 フラ ッシュ  メモ リに保存され
ているイ メージと異なっている と判断した場合、 IP フォンは、 コンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イ
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イメ ージのアッ プグレード と リ モート  リ ブート の実行イメ ージのアッ プグレード と リ モート  リ ブート の実行イメ ージのアッ プグレード と リ モート  リ ブート の実行イメ ージのアッ プグレード と リ モート  リ ブート の実行

ル （TFTP サーバのルー ト  ディ レク ト リに保存） に定義されているイ メージをダウンロード し
ます。 新規イ メージがダウンロード される と、 IP フォンは、 そのイ メージをフラ ッシュ  メモ リ
内にプログラムし、 リ ブー ト します。

イメ ージのアップグレード とリモート  リ ブート の実行イメ ージのアップグレード とリモート  リ ブート の実行イメ ージのアップグレード とリモート  リ ブート の実行イメ ージのアップグレード とリモート  リ ブート の実行
Cisco SIP IP phone のバージ ョ ン 2.0 以降では、 NOTIFY メ ッセージと  syncinfo.xml フ ァ イルを
使用してイ メージのアップグレード と リモー ト  リ ブー ト を実行できます。 また、 check-sync 
Event ヘッダーを持つ NOTIFY を使用して、 dialplan.xml フ ァ イルを IP フォンにプッシュダウ
ンする こ と もできます。

注注注注 イ メージのアップグレード と リモー ト  リ ブー ト を実行するには、 IP フォン ネッ ト ワーク内に 
SIP プロキシ サーバと  TFTP サーバが存在している必要があ り ます。

ファームウェア イ メージをアップグレード し、 リモー ト  リ ブー ト を実行する手順は、 次のと
おりです。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 ASCII エディ タを使用して、TFTP サーバのルー ト  デ ィ レク ト リにある  SIPDefault.cnf フ ァ イル
を開き、 image_version パラ メータを最新イ メージの名前に変更します。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 ASCII エディ タを使用して、TFTP サーバのルー ト  ディ レク ト リにある  syncinfo.xml フ ァ イルを
開き、 イ メージ バージ ョ ンおよび同期のパラ メータを次のよ うに指定します。

<IMAGE VERSION=”image_version” SYNC=”sync_number”/>

ただし、

• image_version は IP フォンのイ メージ バージ ョ ン。 アスタ リ ス ク （*） をワイルドカード文
字と して使用できます。

• sync_number は IP フォンの同期レベル。 IP フォンのデフォル ト同期レベルは 1 です。 有効
な値は、 32 文字までの文字ス ト リ ングです。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 IP フォンに NOTIFY メ ッセージを送信します。 NOTIFY メ ッセージの中に、 Event ヘッダーと
して 「check-sync」 が含まれている こ と を確認します。 NOTIFY メ ッセージの例は次のとおり
です。

NOTIFY sip:lineX_name@ipaddress:5060 SIP/2.0
Via:SIP/2.0/UDP ipaddress:5060;branch=1
Via:SIP/2.0/UDP ipaddress
From:<sip:webadim@ipaddress>
To:<sip:lineX_name@ipaddress>
Event:check-sync
Date:Mon, 10 Jul 2000 16:28:53 -0700
Call-ID:1349882@ipaddress
CSeq:1300 NOTIFY
Contact:<sip:webadmin@ipaddress>
Content-Length: 0
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NOTIFY メ ッセージによって IP フォン上で リモー ト  リ ブー ト  プロセスが開始される と、 次の
アクシ ョ ンが実行されます。

1. IP フォンが現在アイ ドル状態になっている場合、 IP フォンは 20 秒間待機してから、
syncinfo.xml フ ァ イルを取得するために TFTP サーバと交信します。 IP フォンがアイ ドル状
態になっていない場合、 IP フォンはアイ ドル状態になるまで 20 秒間待機してから、
syncinfo.xml フ ァ イルを取得するために TFTP サーバと交信します。

2. IP フォンは syncinfo.xml フ ァ イルを読み取 り 、 必要に応じて次のアクシ ョ ンを実行します。

a. 最新イ メージが指定されているかど うか判別します。 指定されている場合、 IP フォン
はステップ c. に進みます。 指定されていない場合、 IP フォンはステップ b. に進みま
す。

b. image_version パラ メータにワイルドカード  エン ト リ （*） があるかど うか判別します。
ワイルドカード  エン ト リがある場合、 IP フォンはステップ c. に進みます。 ない場合、
IP フォンはステップ d. に進みます。

c. 同期値が IP フォンに保存されている値と異なるかど うか判別します。 異なる場合、 IP 
フォンはステップ e. に進みます。 同じ場合、 IP フォンはステップ d. に進みます。

d. IP フォンは何も行いません。

e. IP フォンは リ ブート します。

次に IP フォンは、 「初期化プロセスの概要」 （P. 2-1） に説明されている通常の リ ブー
ト  プロセスを実行し、 新規イ メージを検出して、 syncinfo.xml フ ァ イルで指定された値
の同期値を使用して新規イ メージにアップグレード します。
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この章の構成は、 次のとおりです。

• CLI （コマン ド ラ イン インターフェイス） の使用 （P.4-1）

• ステータス情報へのアクセス （P.4-8）

CLI（ コマンド ライン  インターフェ イス） の使用CLI（ コマンド ライン  インターフェ イス） の使用CLI（ コマンド ライン  インターフェ イス） の使用CLI（ コマンド ライン  インターフェ イス） の使用
Telnet またはコンソールを使用して Cisco SIP IP phone に接続し、 CLI （コマン ド ラ イン イン
ターフェイス） を使用して IP フォンのデバッグ、 または ト ラブルシューテ ィ ングを行う こ とが
できます。 表 4-1 では、 使用可能な CLI コマン ドを示します。

Telnet セッシ ョ ンで CLI を使用するには、 IP フォンの IP アド レスが必要です。 IP フォンの IP 
アド レスを取得するには、 SettingsSettingsSettingsSettings を押し、 Network ConfigurationNetwork ConfigurationNetwork ConfigurationNetwork Configuration を選択して ください。 IP 
Address までス ク ロールダウンする と、 ア ド レスが表示されます。 デフォル トの Telnet パス
ワードは 「cisco」 です。 
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CLI（ コマンド ライン  インターフェ イス） の使用CLI（ コマンド ライン  インターフェ イス） の使用CLI（ コマンド ライン  インターフェ イス） の使用CLI（ コマンド ライン  インターフェ イス） の使用

表 4-1表 4-1表 4-1表 4-1 CLI コマンドCLI コマンドCLI コマンドCLI コマンド

コマンドコマンドコマンドコマンド 目的目的目的目的

SIP Phone> clear {arp | ethernet | ip | malloc | 
tcp-stats}

使用するキーワードに応じて、 次のキャ ッシュまたは
情報をク リ アします。

• arp ：arp ：arp ：arp ： Address Resolution Protocol (ARP) キャ ッシュ
をク リ アします。

• ethernetethernetethernetethernet ：：：： ネッ ト ワーク統計情報をク リ アします。

• ipipipip ：：：： IP 統計情報をク リ アします。

• malloc ：malloc ：malloc ：malloc ： メモ リ割 り当てテーブルをク リ アします。

• tcp-statstcp-statstcp-statstcp-stats ：：：： TCP 統計情報をク リ アします。

SIP Phone> debug {arp | console-stall | strlib | 
malloc | malloc-table | sk-platform | flash | dsp | 
vcm | dtmf | task-socket | lsm | fsm | auth | fim | 
gsm | cc | cc-msg | error | sip-task | sip-state | 
sip-messages | sip-reg-state | dns | config | sntp | 
sntp-packet | http | arp-broadcast | xml-events | 
xml-deck | xml-vars | xml-post}

次のキーワード と一緒に使用して、 詳細なデバッグ出
力を表示します。

• arp ：arp ：arp ：arp ： ARP キャ ッシュのデバッグ出力を表示します。

• console-stall ：console-stall ：console-stall ：console-stall ： コンソール停止ド ラ イバの出力モー
ドのデバッグ出力を表示します。

• strlib ：strlib ：strlib ：strlib ： ス ト リ ング ラ イブラ リのデバッグ出力を表
示します。

• malloc ：malloc ：malloc ：malloc ： メモ リ割 り当てのデバッグ出力を表示しま
す。

• malloc-table ：malloc-table ：malloc-table ：malloc-table ： メモ リ割 り当てテーブルの読み込み
を使用可能にします。 このテーブルを表示するに
は、 show malloc-tableshow malloc-tableshow malloc-tableshow malloc-table コマン ドを使用します。

• sk-platform ：sk-platform ：sk-platform ：sk-platform ： プラ ッ ト フォームのデバッグ出力を表
示します。

• flash ：flash ：flash ：flash ： フラ ッシュ  メモ リのデバッグ出力を表示し
ます。 

• dspdspdspdsp ：：：： DSP アクセスのデバッグ出力を表示します。

• vcm ：vcm ：vcm ：vcm ： トーン、 呼び出し音、 音量を含めて、 Voice 
Channel Manager (VCM) のデバッグ出力を表示しま
す。

• dtmf ：dtmf ：dtmf ：dtmf ： DTMF リ レーのデバッグ出力を表示します。

• task-socket ：task-socket ：task-socket ：task-socket ： ソケッ ト  タス クのデバッグ出力を表
示します。

• lsm ：lsm ：lsm ：lsm ： Line State Manager のデバッグ出力を表示しま
す。

• fsm ：fsm ：fsm ：fsm ： Feature State Manager のデバッグ出力を表示
します。

• auth ：auth ：auth ：auth ： SIP 許可状態マシンのデバッグ出力を表示し
ます。

• fimfimfimfim ：：：： Feature Interaction Manager のデバッグ出力を
表示します。
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debug コマン ドのキーワード （続き） • gsmgsmgsmgsm ：：：： Global State Manager のデバッグ出力を表示し
ます。

• cccccccc ：：：： コール制御のデバッグ出力を表示します。

• cc-msgcc-msgcc-msgcc-msg ：：：： コール制御メ ッセージのデバッグ出力を表
示します。

• errorerrorerrorerror ：：：： 一般的なエラーのデバッグ出力を表示しま
す。

• sip-tasksip-tasksip-tasksip-task ：：：： SIP タス クのデバッグ出力を表示します。

• sip-statesip-statesip-statesip-state ：：：： SIP 状態マシンのデバッグ出力を表示し
ます。

• sip-messagessip-messagessip-messagessip-messages ：：：： SIP メ ッセージングのデバッグ出力
を表示します。

• sip-reg-statesip-reg-statesip-reg-statesip-reg-state ：：：： SIP 登録状態マシンのデバッグ出力
を表示します。

• dns ：dns ：dns ：dns ： DNS コマン ド ラ イン インターフェイス  (CLI) 
設定を表示します。 キャ ッシュのク リ アとサーバの
設定を可能にします。

• config ： config systemconfig ： config systemconfig ： config systemconfig ： config system コマン ドの出力を表示します。

• sntp ：sntp ：sntp ：sntp ：簡易ネッ ト ワーク  タ イム プロ ト コル (SNTP) 
のデバッグ出力を表示します。

• sntp-packet ：sntp-packet ：sntp-packet ：sntp-packet ：完全な SNTP パケッ ト  データを表示
します。

• httphttphttphttp ：：：： HTTP 要求と応答を表示します。

• arp-broadcastarp-broadcastarp-broadcastarp-broadcast ：：：： ARP ブロードキャス ト  メ ッセージ
を表示します。

• xml-eventsxml-eventsxml-eventsxml-events ：：：： XML アプ リ ケーシ ョ ン チェーンに通
知される  XML イベン ト を表示します。

• xml-deckxml-deckxml-deckxml-deck ：：：： XML カード とデッ クを求める  XML 要求
を表示します。

• xml-varsxml-varsxml-varsxml-vars ：：：： XML コンテン ト変数を表示します。

• xml-postxml-postxml-postxml-post ： XML ポス ト  ス ト リ ングを表示します。

注注注注 debug alldebug alldebug alldebug all は使用しないでください。 このコマン
ドを使用する と  IP フォンが作動不能になる可能
性があ り ます。 このコマン ドは、 Cisco TAC 担当
者専用のコマン ドです。

表 4-1表 4-1表 4-1表 4-1 CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）

コマンドコマンドコマンドコマンド 目的目的目的目的
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SIP Phone> dns DNS システムを操作します。 次の引数を使用します。

• -p ：-p ：-p ：-p ： DNS キャ ッシュ  テーブルをプ リ ン ト アウ ト し
ます。

• -c ：-c ：-c ：-c ： DNS キャ ッシュ  テーブルの内容を消去します。

• -s-s-s-s ip-address ：：：： プラ イマ リ  DNS サーバを設定しま
す。

• -b-b-b-b ip-address ：：：： 最初のバッ クアップ サーバを設定し
ます。

SIP Phone> erase protflash フラ ッシュ  メモ リのプロ ト コル領域を消去します。 強
制的に IP フォンの IP スタ ッ クを リセッ ト させ、 コン
フ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを再度要求させます。 こ
のコマン ドを使用できるのは、 telnet_level パラ メータ
が、 特権コマン ドの実行を許可するよ うに設定されて
いる場合だけです。

SIP Phone> exit Telnet またはコンソール セッシ ョ ンを終了します。

SIP Phone> ping ip-address number packet-size 
timeout

ICMP （Internet Control Message Protocol） ping をネッ ト
ワーク  アド レスに送信します。 ド ッ ト区切 り  IP アド レ
スまたは英数字のアド レスを使用できます。 number 引
数は、 送信する  ping 数を指定します。 デフォル ト値は 
5 です。 packetsize 引数は、 パケッ ト のサイズを指定し
ます。 1480 バイ ト までの任意のサイズのパケッ ト を送
信できます。 デフォル トのパケッ ト  サイズは 100 です。
timeout 引数は、 秒単位で測定され、 要求がタイムアウ
ト になるまで待機する時間を指定します。 デフォル ト
は 2 です。

SIP Phone> register {option value | line value} バッ クアップ プロキシに登録するよ うに Cisco SIP IP 
phone に指示します。 キーワード と引数は次のとおりで
す。

optionoptionoptionoption value ： 各回線を登録済みまたは未登録と して指
定します。 有効な入力値は 0 （未登録） と  1 （登録済
み） です。

line line line line value ：回線数を登録するか、 バッ クアップ プロキ
シを指定します。 有効な値は 1 ～ 6 、 および backup で
す。 たとえば、 register 0 backupregister 0 backupregister 0 backupregister 0 backup と入力する と、 IP フォ
ンはバッ クアップ プロキシに登録されます。

SIP Phone> reset IP フォン回線を リセッ ト します。 このコマン ドを使用で
きるのは、 telnet_level パラ メータが、 特権コマン ドの
実行を許可するよ うに設定されている場合だけです。

表 4-1表 4-1表 4-1表 4-1 CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）

コマンドコマンドコマンドコマンド 目的目的目的目的
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SIP Phone> show {arp | debug | ethernet | ip | 
strpool | memorymap | dump | malloctable | stacks | 
status | abort_vector | flash | dspstate | rtp | tcp 
| lsm | fsm | fsmdef | fsmcnf | fsmxfr | fim | gsm | 
register | network | config | personaldir | dialplan 
| timers}

SIP IP フォンについての情報を表示します。 次のキー
ワードを使用します。

• arparparparp ： ARP キャ ッシュの内容を表示します。

• debug ：debug ：debug ：debug ： アクテ ィブになっているデバッグ モードを
表示します。

• ethernetethernetethernetethernet ：：：： ネッ ト ワーク統計情報を表示します。

• ipipipip ：：：： IP パケッ ト統計情報を表示します。

• strpool ：strpool ：strpool ：strpool ： ス ト リ ングのス ト リ ング ラ イブラ リ  プー
ルを表示します。 このコマン ドを使用できるのは、
telnet_level パラ メータが、 特権コマン ドの実行を許
可するよ うに設定されている場合だけです。

• memorymap ：memorymap ：memorymap ：memorymap ：空きブロ ッ ク、 使用済みブロ ッ ク、 廃
棄ブロ ッ クを含めて、 メモ リ  マッピング テーブル
を表示します。

• dump ：dump ：dump ：dump ： メモ リ  コンテン ト のダンプを表示します。 
このコマン ドを使用できるのは、 telnet_level パラ
メータが、 特権コマン ドの実行を許可するよ うに設
定されている場合だけです。

• malloctable ：malloctable ：malloctable ：malloctable ： メモ リ割 り当てテーブルを表示しま
す。

• stacks ：stacks ：stacks ：stacks ： タス ク とバッフ ァ  リ ス ト を表示します。

• status ：status ：status ：status ： エラーを含めて、 現在の IP フォンのステー
タスを表示します。

• abort_vector ：abort_vector ：abort_vector ：abort_vector ： 最後に記録された打ち切 りベク トル
のアド レスを表示します。

• flash ：flash ：flash ：flash ： フラ ッシュ  メモ リの情報を表示します。

• dspstate ：dspstate ：dspstate ：dspstate ： DSP が作動可能かど うか、 音声モード、
保留中のキープアラ イブをオンにするかど うか、 お
よび呼び出し音の状態を含めて、 DSP ステータスを
表示します。

• rtprtprtprtp ：：：： RTP ス ト リームのパケッ ト統計を表示します。

• tcp ：tcp ：tcp ：tcp ： 状態 （受信またはク ローズ） とポー ト番号を
含めて、 TCP ポー トのステータスを表示します。

• lsmlsmlsmlsm ：：：： Line Manager 制御ブロ ッ クの現在のステータ
スを表示します。

• fsmfsmfsmfsm ：：：： Feature State 機能制御ブロ ッ クの現在のス
テータスを表示します。

• fsmdeffsmdeffsmdeffsmdef ：：：：デフォル トの Feature State Manager データ
制御ブロ ッ クの現在のステータスを表示します。

表 4-1表 4-1表 4-1表 4-1 CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）

コマンドコマンドコマンドコマンド 目的目的目的目的
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show コマン ドのキーワード （続き） • fsmcnffsmcnffsmcnffsmcnf ：：：： Conference Feature State Manager コール制
御ブロ ッ クの現在のステータスを表示します。

• fsmxfrfsmxfrfsmxfrfsmxfr ：：：： Transfer Feature State Manager 転送制御ブ
ロ ッ クの現在のステータスを表示します。

• fimfimfimfim ：：：： Feature Interaction Manager 制御ブロ ッ クの現
在のステータス （インターフェイス制御ブロ ッ ク と
状態制御ブロ ッ ク） を表示します。

• gsmgsmgsmgsm ：：：： vcm、 lsm、 fim、 fsm、 および gsm のデバッグ
をオンにします。

• registerregisterregisterregister ：：：： SIP 回線の現在の登録ステータスを表示し
ます。

• network ：network ：network ：network ： IP フォンのプラ ッ ト フォーム、 DHCP 
サーバ、 IP フォンの IP アド レス とサブネッ ト  マス
ク、 デフォル ト  ゲー ト ウェ イ、 TFTP サーバのアド
レス、 IP フォンの MAC アド レス、 ド メ イン ネー
ム、 および IP フォンの名前などのネッ ト ワーク情
報を表示します。

• config ：config ：config ：config ： ネッ ト ワーク情報、 IP フォンのラベルとパ
スワード、 SNTP サーバ アド レス、 DST 情報、 時刻
と日付の形式、 および入力と出力ポー ト番号を含め
て、 現在のフラ ッシュ設定を表示します。

• personaldir ：personaldir ：personaldir ：personaldir ：パーソナル デ ィ レク ト リの現在の内容
を表示します。 このコマン ドを使用できるのは、
telnet_level パラ メータが、 特権コマン ドの実行を許
可するよ うに設定されている場合だけです。

• dialplandialplandialplandialplan ：：：： IP フォンのダイヤル プランを表示します。

• timerstimerstimerstimers ：：：：プラ ッ ト フォーム  タイマーの現在のステー
タスを表示します。

表 4-1表 4-1表 4-1表 4-1 CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）

コマンドコマンドコマンドコマンド 目的目的目的目的
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SIP Phone> test {open | close | key | onhook | 
offhook | show | hide}

リモー ト  コール テス ト  インターフェイスにアクセス
し、 リモー ト  サイ ト から  IP フォンを制御できるよ うに
します。 この機能を使用するには、 test opentest opentest opentest open コマン ドを
入力します。 この機能を使用できないよ うにするには、
test closetest closetest closetest close コマン ドを入力します。 このコマン ドを使用
できるのは、 telnet_level パラ メータが、 特権コマン ド
の実行を許可するよ うに設定されている場合だけです。

次のコマン ドが使用可能です。

• test key ：test key ：test key ：test key ： テス ト  セッシ ョ ンがオープンしている と
きに、 test keytest keytest keytest key k1 k2 k3...k12 コマン ドを使用する
と、 キーを押す操作をシ ミ ュレー トする こ とができ
ます。 k1 ～ k13 は次のキー名を表します。

– voldn ：音量ダウン

– volup ：音量アップ

– headset ： ヘッ ドセッ ト

– spkr ： スピーカ

– mute ： 消音

– info ：情報

– msgs ： メ ッセージ

– serv ： サービス

– dir ：ディ レク ト リ

– set ：設定

– navup ： 上へナビゲー ト

– navdn ： 下へナビゲー ト

キー 0 ～ 9、 #、 および * は、 一般的なダイヤル ス
ト リ ングを表すために、 連続したス ト リ ングで入力
する こ と もできます。 一般的なコマン ドは test ky test ky test ky test ky 
23234232342323423234 です。 

• test onhook ：test onhook ：test onhook ：test onhook ：受話器のオンフッ ク  イベン ト をシ
ミ ュレー ト します。

• test offhook ：test offhook ：test offhook ：test offhook ：受話器のオフフッ ク  イベン ト をシ
ミ ュレー ト します。

• test show ：test show ：test show ：test show ： テス ト のフ ィードバッ クを表示します。

• test hide ：test hide ：test hide ：test hide ： テス ト のフ ィードバッ クを非表示にしま
す。

表 4-1表 4-1表 4-1表 4-1 CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）

コマンドコマンドコマンドコマンド 目的目的目的目的
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settingssettingssettingssettings キーを使用して、 数種類のステータス情報にアクセスできます。 settingssettingssettingssettings キーを使用し
て入手できる情報は、 システム管理に役立ちます。 ステータス情報にアクセスするには、
settingssettingssettingssettings を選択し、 Settings メニューの StatusStatusStatusStatus を選択します。 Status メニューから、次の 3 つの
オプシ ョ ンを選択できます。

• Status Messages ：診断メ ッセージを表示します。

• Network Status ：パフォーマンス  メ ッセージを表示します。

• Firmware Version ： IP フォンの現在のフ ァームウェア バージ ョ ンに関する情報を表示しま
す。

Setting Status メニューを使用して入手できるステータス  メ ッセージの他に、現在のコールに関
するステータス  メ ッセージも入手できます。

SIP Phone> tty {echo {on | off} | mon | timeout 
value | kill session | msg}

Telnet システムを制御します。 引数とキーワードは次の
とおりです。

• echoechoechoecho ： ローカル エコーを制御します。

• monmonmonmon ： コンソールと  Telnet セッシ ョ ンの両方に、 す
べてのデバッグ出力を送信します。

• timeouttimeouttimeouttimeout value ： 値 (value) に基づいて、 Telnet セッ
シ ョ ンのタ イムアウ ト期間を設定します。 value の
範囲は 0 ～ 65535 です。

• killkillkillkill session ：session 引数によって指定された Telnet 
セッシ ョ ンを終了します。

• msgmsgmsgmsg： IP フォンにログインした別の端末に、 メ ッ
セージを送信します。 たと えば、 ログインした他の
すべての人にログオフするよ う に指示する メ ッ セー
ジを送信できます。

SIP Phone> traceroute ip-address [ttl] コンソールまたは Telnet セッシ ョ ンから  traceroute 
セッシ ョ ンを開始します。 Traceroute は、 SIP IP フォン
から、指定された IP アド レスまで IP データグラムがた
どるルー ト を表示します。 引数は次のとおりです。

• ip-address ：：：： traceroute を送信する先のホス ト のド ッ
ト区切 り  IP アド レス、 または英数字アド レス （ホ
ス ト名）。

• ttl ：：：：存続可能時間値、 またはデータグラムが通過す
るルータ （ホップ） 数。 デフォル ト値は 30 です。

SIP Phone> undebug {arp | console-stall | strlib | 
malloc | malloc-table | sk-platform | flash | vcm | 
dtmf | task-socket | lsm | fsm | auth | fim | gsm | 
cc | cc-msg | softkeys | error | sip-task | 
sip-state | sip-messages | sip-reg-state | dns | 
config | sntp | sntp-packet}

デバッグをオフにします。

表 4-1表 4-1表 4-1表 4-1 CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）CLI コマンド （ 続き）

コマンドコマンドコマンドコマンド 目的目的目的目的
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ステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセスステータス情報へのアクセス

ステータス メ ッ セージの表示ステータス メ ッ セージの表示ステータス メ ッ セージの表示ステータス メ ッ セージの表示

ネッ ト ワーク問題の診断に使用できるステータス  メ ッセージを表示する手順は、 次のとおりで
す。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 SettingsSettingsSettingsSettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 StatusStatusStatusStatus を選択します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Setting Status メニューが表示されます。

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 Status MessagesStatus MessagesStatus MessagesStatus Messages を選択します。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Status Messages パネルが表示されます。 

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 Status Messages パネルを終了するには、 Exit Exit Exit Exit ソフ ト  キーを押します。

ネッ ト ワーク統計の表示ネッ ト ワーク統計の表示ネッ ト ワーク統計の表示ネッ ト ワーク統計の表示

IP フォンおよびネッ ト ワーク  パフォーマンスに関する統計情報を表示する手順は、次のとおり
です。

ステップ 1ステップ 1ステップ 1ステップ 1 SettingsSettingsSettingsSettings キーを押します。 Settings メニューが表示されます。

ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2 StatusStatusStatusStatus を選択します。

ステップ 3ステップ 3ステップ 3ステップ 3 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Setting Status メニューが表示されます。 

ステップ 4ステップ 4ステップ 4ステップ 4 Network StatisticsNetwork StatisticsNetwork StatisticsNetwork Statistics を選択します。

ステップ 5ステップ 5ステップ 5ステップ 5 SelectSelectSelectSelect ソフ ト  キーを押します。 Network Statistics パネルが表示されます。

このパネルには、 次の情報が表示されます。

• Rcv ： スイ ッチを通さずに、 IP フォンが受信したパケッ ト の数。

• Xmit ： スイ ッチを通さずに、 IP フォンが送信したパケッ ト の数。

• REr ： IP フォンが受信した、 エラーが含まれているパケッ ト の数。

• BCast ： IP フォンが受信したブロードキャス ト  パケッ ト の数。

• Phone State Message ： IP フォンのステータスを示す TCP メ ッセージ。 可能な メ ッセージ
は、 次のとおりです。

– Phone Initialized ： IP フォンの電源オン以降、 TCP 接続は切断されていません。

– Phone Closed TCP ： IP フォンによって TCP 接続がク ローズされました。

– TCP Timeout ：再試行のタイムアウ ト によ り、 TCP 接続がク ローズされました。

– Error Code ： TCP 接続がク ローズされた異常理由を示すエラー メ ッセージ。

• Elapsed Time ： 前回の電源のオフ→オン間に経過した時間の長さ （日数、 時間数、 分数、 お
よび秒数）。

• Port 0 Full, 100 ： ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、 オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り全二
重 100 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 0 Half, 100 ： ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、 オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り半二
重 100 Mbps 接続になっている こ と を示します。
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• Port 0 Full, 10 ：ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り全二重 
10 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 0 Half, 10 ：ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り半二重 
10 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 1 Full, 100 ： ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、 オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り全二
重 100 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 1 Half, 100 ： ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、 オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り半二
重 100 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 1 Full, 10 ：ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り全二重 
10 Mbps 接続になっている こ と を示します。

• Port 1 Half, 10 ：ネッ ト ワークは リ ンク状態にあ り、オー ト  ネゴシエーシ ョ ンによ り半二重 
10 Mbps 接続になっている こ と を示します。

ステップ 6ステップ 6ステップ 6ステップ 6 Network Statistics パネルを終了するには、 Exit Exit Exit Exit ソフ ト  キーを押します。

注注注注 Network Statistics パネルに表示された値を リセッ トするには、 IP フォンの電源をいったんオフ
にしてから、 再度オンにして ください。
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A P P E N D I X A
SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報

この付録では、 RFC 3261 に記述された、 SIP に関する米国技術特別調査委員会 （IETF） の規定
に対する、 Cisco SIP IP phone の適合について説明します。 この付録では、 次に関する適合情報
を説明します。

• SIP の機能 （P. A-1）

• SIP メ ソ ッ ド （P. A-2）

• SIP 応答 （P. A-2）

• SIP ヘッダー フ ィールド （P. A-7）

• SIP セッシ ョ ン記述プロ ト コルの使用 （P. A-9）

• Transport Layer Protocol （P. A-9）

• SIP セキュ リテ ィ認証 （P. A-9）

• SIP DTMF ディジッ ト  ト ランスポー ト （P. A-10）

SIP の機能SIP の機能SIP の機能SIP の機能

機能機能機能機能 サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無

ユーザ エージェン ト  ク ラ イアン ト （UAC） Yes

ユーザ エージェン ト  サーバ （UAS） Yes

プロキシ サーバ サードパーテ ィのみ

リ ダイレ ク ト  サーバ サードパーテ ィのみ
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付録 A      付録 A      付録 A      付録 A      SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報

SIP メ ソッ ドSIP メ ソッ ドSIP メ ソッ ドSIP メ ソッ ド

SIP メ ソッ ドSIP メ ソッ ドSIP メ ソッ ドSIP メ ソッ ド

SIP 応答SIP 応答SIP 応答SIP 応答
Cisco SIP IP phone の リ リース  4.0 では、 次の SIP 応答をサポート しています。

• 1xx 応答 ：情報応答 （P. A-2）

• 2xx 応答 ：正常応答 （P. A-3）

• 3xx 応答 ： リ ダイレ クシ ョ ン応答 （P. A-3）

• 4xx 応答 ：要求失敗応答 （P. A-4）

• 5xx 応答 ： サーバ障害応答 （P. A-6）

• 6xx 応答 ： グローバル障害応答 （P. A-7）

1xx 応答： 情報応答1xx 応答： 情報応答1xx 応答： 情報応答1xx 応答： 情報応答

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無 説明説明説明説明

INVITEINVITE Yes Cisco SIP IP phone は、 既存の Call ID を含む新規 
INVITE でシグナ リ ングする こ とによって、 コール
を保留にするなどのコールの途中での変更をサポー
ト します。

ACKACK Yes なし。

OPTIONSOPTIO
NS

応答のみ

BYEBYE Yes

CANCELCANCE
L

Yes

REGISTERREGIS
TER

Yes Cisco SIP IP phone は、 ユーザ登録と装置登録の両方
をサポー ト します。

REFER Yes なし。

NOTIFY Yes REFER および リモート  リ ブー トに使用します。

1xx 応答1xx 応答1xx 応答1xx 応答 サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無 説明説明説明説明

100 Trying Yes Cisco SIP IP phone は、 着信した INVITE に対して
この応答を生成します。 この応答を受信する と、
IP フォンは 180 Ringing、 183 Session progress、 ま
たは 200 OK のいずれかの応答を待ちます。

180 Ringing Yes なし
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SIP 応答SIP 応答SIP 応答SIP 応答

2xx 応答： 正常応答2xx 応答： 正常応答2xx 応答： 正常応答2xx 応答： 正常応答

3xx 応答： リダイレクショ ン応答3xx 応答： リダイレクショ ン応答3xx 応答： リダイレクショ ン応答3xx 応答： リダイレクショ ン応答

181 Call Is Being 
Forwarded

説明欄を参照 Cisco SIP IP phone は、 これらの応答を生成しませ
ん。 ただし、 これらの受信は行います。 IP フォン
は、 100 Trying 応答を処理するのと同じ方法で、
これらの応答を処理します。

182 Queued

183 Session 
Progress

Cisco SIP IP phone はこの メ ッセージを生成しませ
ん。 IP フォンは、 この応答を受信する と、 初期メ
デ ィア カッ ト スルーを実行してから  200 OK 応答
を待ちます。

1xx 応答1xx 応答1xx 応答1xx 応答 サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無 説明説明説明説明

2xx 応答2xx 応答2xx 応答2xx 応答 サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無 説明説明説明説明

200 OK Yes なし

202 Accepted Yes なし

3xx 応答3xx 応答3xx 応答3xx 応答 サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無 説明説明説明説明

300 Multiple 
Choices

Yes なし

301 Moved 
Permanently

Yes

302 Moved 
Temporarily

Yes 現時点では、 Cisco SIP IP phone はこの応答を
生成しません。 IP フォンは、 この応答を受信
する と、 302 Moved temporarily 応答から受け
取った連絡先情報を含む INVITE を送信しま
す。

305 Use Proxy Yes IP フォンは、 これらの応答は生成しません。
ゲー ト ウェ イは、 Contact ヘッダー フ ィール
ド内の新規アド レス と通信します。

380 Alternate 
Service

Yes
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SIP 応答SIP 応答SIP 応答SIP 応答

4xx 応答： 要求失敗応答4xx 応答： 要求失敗応答4xx 応答： 要求失敗応答4xx 応答： 要求失敗応答

4xx 応答4xx 応答4xx 応答4xx 応答 サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無 説明説明説明説明

400 Bad Request Yes IP フォンは、 要求に誤 りがあった場合、 400 
Bad Request 応答を生成します。 着信応答の場
合、 IP フォンは、 コール要求をク リ アする前
に、 安全なコール切断を開始します （この間、
発信者には話中音または高速話中音が聴こえ
ます）。

401 Unauthorized Yes この リ リースでは、 この応答は受信されるだ
けです。

IP フォンは、 登録時に 401 Unauthorized 応答
を受信した場合、 その応答を受け取 り、 RFC 
3261 で変更された HTTP ダイジェス ト  フォー
マッ ト のユーザ認証情報を入れた、 新しい要
求を送信します。

402 Payment 
Required

Yes IP フォンは、402 Payment Required 応答は生成
しません。

403 Forbidden Yes この リ リースでは、 この応答は受信されるだ
けです。

IP フォンは、 403 Forbidden 応答を受け取った
場合、 その応答についてユーザに知らせます。
この応答は、 SIP サーバは要求を受け取った
が、 サービスを提供しないこ とを示します。

404 Not Found Yes Cisco SIP IP phone は、 被呼側を検出できない
場合に、 この応答を生成します。 この応答を
受信する と、 IP フォンはユーザに通知を出し
ます。

405 Method Not 
Allowed

説明欄を参照 この リ リースでは、 この応答は受信されるだ
けです。

IP フォンは、405 Method Not Allowed 応答を受
け取った場合、 その応答についてユーザに知
らせます。

406 Not 
Acceptable

説明欄を参照 IP フォンは、406 Not Acceptable 応答は生成し
ません。 着信応答の場合、 ゲー ト ウェ イは、
コール要求をク リ アする前に、 安全なコール
切断を開始します （この間、 発信者には話中
音または高速話中音が聴こえます）。
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付録 A      付録 A      付録 A      付録 A      SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報

SIP 応答SIP 応答SIP 応答SIP 応答

407 Proxy 
Authentication 
Required

説明欄を参照 この リ リースでは、 この応答は受信されるだ
けです。

407 Proxy Authentication Required 応答は、 最
初に IP フォン自身がプロキシ サーバから認証
を受ける必要がある こ と を示します。 IP フォ
ンは、 この応答を受信した場合、 適切な 
Proxy-Authorization フ ィールドを付けて、
INVITE 要求を繰 り返すこ とができます。 この
フ ィールドには、 次のアウ トバウン ド  プロキ
シまたはゲー ト ウェ イ向けに、 ユーザ エー
ジェン ト の認証情報を入れる必要があ り ます。

408 Request 
Timeout

説明欄を参照 IP フォンは、 408 Request Timeout 応答は生成
しません。 着信応答の場合、 ゲー ト ウェ イは、
コール要求をク リ アする前に、 安全なコール
切断を開始します （この間、 発信者には話中
音または高速話中音が聴こえます）。

409 Conflict 説明欄を参照 この リ リースでは、 IP フォンはこの応答を受
信するだけです。

409 Conflict 応答は、 リ ソースの現在の状態と
矛盾しているので、 INVITE 要求を処理できな
かったこ とを示します。 この応答を受信した
場合、 ユーザに通知されます。

410 Gone 説明欄を参照 この リ リースでは、 IP フォンはこの応答を受
信するだけです。

410 Gone 応答は、 ある リ ソースがサーバには
も う存在せず、 転送先アド レスが不明である
こ と を示しています。

411 Length 
Required

説明欄を参照 この リ リースでは、 IP フォンはこの応答を受
信するだけです。

この応答は、 ユーザが、 コンテンツの長さを
定義してない要求の受け入れを拒否する こ と
を示しています。 IP フォンは、 この応答を受
信した場合、有効な Content-Length ヘッダー 
フ ィールドを追加できる と きには、 INVITE 要
求を再送します。

413 Request 
Entity Too Large

説明欄を参照 この リ リースでは、 IP フォンはこの応答を受
信するだけです。

この応答に Retry After ヘッダー フ ィールドが
含まれている場合、 ユーザは、 指定された再
試行期間にも う  1 度コールを試みる こ とがで
きます。

414 Request―
URL Too Long

説明欄を参照 この リ リースでは、 IP フォンはこの応答を受
信するだけです。 この応答を受信した場合、
ユーザに通知されます。

4xx 応答4xx 応答4xx 応答4xx 応答 サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無 説明説明説明説明
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付録 A      付録 A      付録 A      付録 A      SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報

SIP 応答SIP 応答SIP 応答SIP 応答

5xx 応答： サーバ障害応答5xx 応答： サーバ障害応答5xx 応答： サーバ障害応答5xx 応答： サーバ障害応答

415 Unsupported 
Media

説明欄を参照 この リ リースでは、 IP フォンはこの応答を受
信するだけです。 この応答を受信した場合、
ユーザに通知されます。

420 Bad 
Extension

説明欄を参照 この リ リースでは、 IP フォンはこの応答を受
信するだけです。 この応答を受信した場合、
ユーザに通知されます。

IP フォンが Require フ ィールドに指定された
プロ ト コル拡張子を理解できない場合、 420 
Bad Extension 応答が生成されます。

480 Temporarily 
Unavailable

説明欄を参照 着信拒否 （DND） が IP フォン上でアクテ ィブ
になっている場合、 IP フォンはこの応答を送
信します。

481 Call 
Leg/Transaction 
Does Not Exist

説明欄を参照 この リ リースでは、 IP フォンはこの応答を受
信するだけです。 この応答を受信した場合、
ユーザに通知されます。

482 Loop 
Detected

483 Too Many 
Hops

484 Address 
Incomplete

485 Ambiguous 説明欄を参照 この リ リースでは、 IP フォンはこの応答を受
信するだけです。

新しい Contact を受信する と、 IP フォンは
コールを再開する可能性があ り ます。

486 Busy Here Yes 被呼側がオフフッ クになっており、 コールを
コール ウェ イテ ィ ング中のコールと して提示
できない場合、 Cisco SIP IP phone はこの応答
を生成します。 この応答を受信する と、 IP 
フォンはユーザに通知を出し、 話中音を生成
します。

487 Request 
Canceled

Yes この応答は、 初期要求が BYE 要求または 
CANCEL 要求によって終了したこ と を示しま
す。

488 Not 
Acceptable

Yes Cisco SIP IP phone は、 この応答を受信および
生成します。

4xx 応答4xx 応答4xx 応答4xx 応答 サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無 説明説明説明説明
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付録 A      付録 A      付録 A      付録 A      SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報

SIP ヘッ ダー フィ ールドSIP ヘッ ダー フィ ールドSIP ヘッ ダー フィ ールドSIP ヘッ ダー フィ ールド

6xx 応答： グローバル障害応答6xx 応答： グローバル障害応答6xx 応答： グローバル障害応答6xx 応答： グローバル障害応答

SIP ヘッダー フィ ールドSIP ヘッダー フィ ールドSIP ヘッダー フィ ールドSIP ヘッダー フィ ールド

5xx 応答5xx 応答5xx 応答5xx 応答 説明説明説明説明

500 Internal Server Error Cisco SIP IP phone は、 これらの 5xx 応答は生成しません。
着信応答の場合、 Cisco SIP IP phone は安全なコール切断を
開始します。

501 Not Implemented

502 Bad Gateway

503 Service Unavailable

504 Gateway Timeout

505 Version Not Supported

6xx 応答6xx 応答6xx 応答6xx 応答 説明説明説明説明

600 Busy Everywhere Cisco SIP IP phone は、 これらの 6xx 応答は生成しません。
着信応答の場合、 SIP IP フォンは安全なコール切断を開始し
ます。

603 Decline

604 Does Not Exist Anywhere

606 Not Acceptable

ヘッ ダー フィ ールドヘッ ダー フィ ールドヘッ ダー フィ ールドヘッ ダー フィ ールド サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無

Accept Yes

Accept-Encoding Yes

Accept-Language Yes

Allow Yes

Also Yes

Authorization Yes

Call-ID Yes

Contact Yes

Content-Encoding Yes

Content-Length Yes

Content-Type Yes

Cseq Yes



A-8A-8A-8A-8
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド
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SIP ヘッ ダー フィ ールドSIP ヘッ ダー フィ ールドSIP ヘッ ダー フィ ールドSIP ヘッ ダー フィ ールド

Date Yes

Encryption No

Expires Yes

From Yes

Hide No

Max-Forwards Yes

Organization No

Priority No

Proxy-Authenticate Yes

Proxy-Authorization Yes

Proxy-Require Yes

Record-Route Yes

Referred-By Yes

Referred-To Yes

Remote-Party-ID Yes

Replaces Yes

Requested-By Yes

Require Yes

Response-Key No

Retry-After Yes

Route Yes

Server Yes

Subject No

Timestamp Yes

To Yes

Unsupported Yes

User-Agent Yes

Via Yes

Warning Yes

WWW-Authenticate Yes

ヘッ ダー フィ ールドヘッ ダー フィ ールドヘッ ダー フィ ールドヘッ ダー フィ ールド サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無
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付録 A      付録 A      付録 A      付録 A      SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報

SIP セッ ショ ン記述プロト コルの使用SIP セッ ショ ン記述プロト コルの使用SIP セッ ショ ン記述プロト コルの使用SIP セッ ショ ン記述プロト コルの使用

SIP セッショ ン記述プロト コルの使用SIP セッショ ン記述プロト コルの使用SIP セッショ ン記述プロト コルの使用SIP セッショ ン記述プロト コルの使用

Transport Layer ProtocolTransport Layer ProtocolTransport Layer ProtocolTransport Layer Protocol

SIP セキュリティ 認証SIP セキュリティ 認証SIP セキュリティ 認証SIP セキュリティ 認証

SIP DNS レコード の使用SIP DNS レコード の使用SIP DNS レコード の使用SIP DNS レコード の使用

SDP ヘッ ダーSDP ヘッ ダーSDP ヘッ ダーSDP ヘッ ダー サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無

v ： プロ ト コル バージ ョ ン Yes

o ： 所有者または作成者とセッシ ョ ン ID Yes

s ： セッシ ョ ン名 Yes

t ：時間の記述 Yes

c ： 接続情報 Yes

m ： メディア名と ト ランスポー ト  アド レス Yes

a ： メディア属性記述行 Yes

プロト コルプロト コルプロト コルプロト コル サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無

ユニキャス ト  UDP Yes

マルチキャス ト  UDP No

TCP No

基本認証基本認証基本認証基本認証 NoNoNoNo

ダイジェス ト認証 Yes

プロキシ認証 No

PGP No

DNS リ ソース  レコード  タ イプDNS リ ソース  レコード  タ イプDNS リ ソース  レコード  タ イプDNS リ ソース  レコード  タ イプ サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無

タ イプ A Yes

タ イプ SRV Yes
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付録 A      付録 A      付録 A      付録 A      SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報SIP の RFC 3261 適合情報

SIP DTMF ディ ジッ ト  ト ランスポートSIP DTMF ディ ジッ ト  ト ランスポートSIP DTMF ディ ジッ ト  ト ランスポートSIP DTMF ディ ジッ ト  ト ランスポート

SIP DTMF ディ ジッ ト  ト ランスポートSIP DTMF ディ ジッ ト  ト ランスポートSIP DTMF ディ ジッ ト  ト ランスポートSIP DTMF ディ ジッ ト  ト ランスポート

ト ランスポート  タ イプト ランスポート  タ イプト ランスポート  タ イプト ランスポート  タ イプ サポート の有無サポート の有無サポート の有無サポート の有無

RFC 2833 Yes

インバン ド  トーン Yes
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A P P E N D I X B
SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

この付録では、 SIP のコール フローを例をあげて詳し く説明します。

この付録の構成は次のとおりです。

• 成功したコールのコール フロー シナ リオ （P. B-2）

• 失敗したコールのコール フロー シナ リオ （P. B-58）

SIP では、 次の要求メ ソ ッ ド を使用しています。

• INVITE ： ユーザまたはサービスに対して、 コール セッシ ョ ンへの参加を呼びかけている こ
と を示します。

• ACK ： ク ラ イアン ト が INVITE 要求に対する最終応答を受け取ったこ と を確認応答します。

• BYE ： コールを終了する ものであ り、 発呼側と着呼側のどちらから も送信できます。

• CANCEL ：検索中のコールを取 り消しますが、 すでに受け付けられたコールは終了しませ
ん。

• OPTIONS ： サーバの機能を照会します。

• REGISTER ： To ヘッダー フ ィールドに リ ス ト されているアド レスを SIP サーバに登録しま
す。

• REFER ： ユーザ （受信側） は、 通話者を転送する際にサードパーテ ィ と交信する必要があ
る こ と を示します。

• NOTIFY ： REFER を使用した転送の状況をユーザに通知します。 リモー ト  リセッ ト にも使
用されます。

Cisco SIP ゲー ト ウェイによって生成され、 SIP で使用される応答には、 次のタ イプがあ り ま
す。

• SIP 1xx ：情報応答

• SIP 2xx ：正常応答

• SIP 3xx ： リ ダイレ クシ ョ ン応答

• SIP 4xx ：要求失敗応答

• SIP 5xx ： サーバ障害応答

• SIP 6xx ： グローバル障害応答
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ
こ こでは、 成功した次のコール フロー シナ リオについて説明します。

• ゲー ト ウェイ と  Cisco SIP IP Phone 間のコール （P. B-2）

• Cisco SIP IP Phone 相互間のコール （P. B-9）

ゲート ウェ イと  Cisco SIP IP ゲート ウェ イと  Cisco SIP IP ゲート ウェ イと  Cisco SIP IP ゲート ウェ イと  Cisco SIP IP PPPPhone 間のコールhone 間のコールhone 間のコールhone 間のコール

次のシナ リオは、ゲー ト ウェ イ と  Cisco SIP IP phone 間の成功したコールを、図も使用して説明
します。

• 呼設定と呼切断 （P. B-2）

• 呼設定と呼保留 （P. B-4）

• Cisco SIP IP Phone から緊急プロキシの役目をするゲー ト ウェイへのコール （P. B-7）

呼設定と呼切断呼設定と呼切断呼設定と呼切断呼設定と呼切断

図 B-1 では、 成功した呼設定と呼切断を示しています。 このシナ リオでは、 エン ド  ユーザは
ユーザ A とユーザ B の 2 人です。ユーザ A は PBX A の位置にいます。 PBX A は、 T1/E1 を経
由してゲー ト ウェイ  1 （SIP ゲー ト ウェイ） に接続されています。 ユーザ B は、 Cisco SIP IP 
phone の位置にいます。 ゲー ト ウェ イ  1 は、 IP ネッ ト ワークを使用して、 Cisco SIP IP phone に
接続されています。

コール フローは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B がその電話に応答します。

3. ユーザ B が電話を切 り ます。



B-3B-3B-3B-3
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

図 B-1図 B-1図 B-1図 B-1 成功した呼設定と呼切断成功した呼設定と呼切断成功した呼設定と呼切断成功した呼設定と呼切断

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. Setup ： PBX A とゲート ウェ
イ  1 間

PBX A とゲー ト ウェイ  1 の間で Setup （呼設定） が開始されます。 呼設
定の内容は、 ユーザ A がユーザ B に電話をかける際に行われる標準的
な ト ランザクシ ョ ンです。

2. INVITE ： ゲー ト ウェ イ  1 か
ら  Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェ イ  1 は、 SIP URL 電話番号をダイヤルピアにマップします。
このダイヤルピアには、接続先の SIP 対応エンテ ィテ ィの IP アド レス と
ポー ト番号が入っています。 ゲー ト ウェイ  1 は、 SIP INVITE 要求を、 ダ
イヤルピアと して受け取ったアド レス （このシナ リオでは、Cisco SIP IP 
phone ） に送信します。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• Cisco SIP IP phone の IP アド レスが、Request-URI フ ィールドに挿入
されます。

• PBX A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From フ ィールドに示
されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が、 指定されます。

• ゲー ト ウェ イ上の RTP データを受信するポー トが指定されます。
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B-4B-4B-4B-4
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

呼設定と呼保留呼設定と呼保留呼設定と呼保留呼設定と呼保留

図 B-2 では、 成功した呼設定と呼保留を示します。 このシナ リオでは、 エン ド  ユーザはユー
ザ A とユーザ B の 2 人です。ユーザ A は PBX A の位置にいます。 PBX A は、 T1/E1 を経由し
てゲー ト ウェイ  1 （SIP ゲー ト ウェイ） に接続されています。 ユーザ B は、 Cisco SIP IP phone 
の位置にいます。ゲー ト ウェ イ  1 は、 IP ネッ ト ワークを使用して、 Cisco SIP IP phone に接続さ
れています。

コール フローは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B がその電話に応答します。

3. Call Proceeding ： ゲー ト
ウェイ  1 から  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Call Setup 要求を確認応答するために、 Call 
Proceeding （呼設定処理中） メ ッセージを PBX A に送信します。

4. 100 Trying ： Cisco SIP IP 
phone からゲー ト ウェイ  1 
へ

Cisco SIP IP phone は、ゲー ト ウェイ  1 に SIP 100 Trying 応答を送信しま
す。 この 100 Trying 応答は、 Cisco SIP IP phone が INVITE 要求を受信し
たこ と を示します。

5. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone からゲー ト ウェイ  1 
へ

Cisco SIP IP phone は、SIP 180 Ringing 応答をゲー ト ウェ イ  1 に送信しま
す。 この 180 Ringing 応答は、 ユーザが呼び出しを受けている こ と を示
します。

6. Alerting ： ゲート ウェイ  1 か
ら  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 ユーザ A に Alert メ ッセージを送信します。 Alert 
メ ッセージは、 ゲー ト ウェ イ  1 が、 Cisco SIP IP phone から  180 Ringing 
応答を受け取ったこ と を示します。 ユーザ A には、 ユーザ B を呼び出
している こ と を示す呼び出し音が聞こえます。

7. 200 OK ：Cisco SIP IP phone 
からゲー ト ウェイ  1 へ

Cisco SIP IP phone が、 SIP 200 OK 応答をゲー ト ウェ イ  1 に送信します。
この 200 OK 応答は、 接続が完了したこ と をゲー ト ウェイ  1 に通知しま
す。

8. Connect ： ゲー ト ウェイ  1 か
ら  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Connect メ ッセージを PBX A に送信します。
Connect メ ッセージは、 接続が完了したこ と を PBX A に通知します。

9. Connect ACK ： PBX A から
ゲー ト ウェイ  1 へ

PBX A が、ゲー ト ウェ イ  1 の Connect メ ッセージに対して確認応答しま
す。

10. ACK ： ゲー ト ウェ イ  1 から  
Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 SIP ACK を Cisco SIP IP phone に送信します。 この 
ACK は、 ゲー ト ウェイ  1 が 200 OK 応答を受信したこ と を確認します。
これで、 コール セッシ ョ ンがアクテ ィブにな り ました。

11. BYE ： Cisco SIP IP phone か
らゲー ト ウェイ  1 へ

ユーザ B が Cisco SIP IP phone 側でコール セッシ ョ ンを終了し、IP フォ
ンがゲー ト ウェ イ  1 に SIP BYE 要求を送信します。BYE 要求は、ユーザ 
B がコールの解放を希望している こ と を示します。

12. Disconnect：ゲー ト ウェイ  1 
から  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Disconnect （切断） メ ッセージを PBX A に送信しま
す。

13. Release ： PBX A からゲート
ウェイ  1 へ

PBX A が、 Release （解放） メ ッセージをゲー ト ウェイ  1 に送信します。

14. 200 OK ： ゲー ト ウェイ  1 か
ら  Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone に送信します。
200 OK 応答は、 ゲー ト ウェイ  1 が BYE 要求を受信したこ と を IP フォ
ンに通知します。

15. Release Complete ： ゲー ト
ウェイ  1 から  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Release Complete （解放完了） メ ッセージを PBX A 
に送信し、 コール セッシ ョ ンが終了します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明



B-5B-5B-5B-5
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

3. ユーザ B がユーザ A を保留にします。

4. ユーザ B がユーザ A を保留から接続に戻します。

図 B-2図 B-2図 B-2図 B-2 成功した呼設定と呼保留成功した呼設定と呼保留成功した呼設定と呼保留成功した呼設定と呼保留
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B-6B-6B-6B-6
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. Setup ： PBX A とゲート ウェ
イ  1 間

PBX A とゲー ト ウェイ  1 の間で Setup （呼設定） が開始されます。 呼設
定の内容は、ユーザ A がユーザ B に電話をかける際に行われる標準的な
ト ランザクシ ョ ンです。

2. INVITE ： ゲー ト ウェ イ  1 か
ら  Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェ イ  1 は、 SIP URL 電話番号をダイヤルピアにマップします。
ダイヤルピアには、接続先の SIP 対応エンテ ィテ ィの IP アド レス とポー
ト番号が入っています。 ゲー ト ウェイ  1 は、 SIP INVITE 要求を、 ダイヤ
ルピアと して受け取ったアド レス （このシナ リオでは、 Cisco SIP IP 
phone ） に送信します。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• Cisco SIP IP phone の IP アド レスが、Request-URI フ ィールドに挿入
されます。

• PBX A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From フ ィールドに示
されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

• ゲー ト ウェ イが RTP データを受信するポー トが指定されます。

3. Call Proceeding ： ゲー ト ウェ
イ  1 から  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Call Setup 要求を確認応答するために、 Call 
Proceeding （呼設定処理中） メ ッセージを PBX A に送信します。

4. 100 Trying ： Cisco SIP IP 
phone からゲー ト ウェイ  1 
へ

Cisco SIP IP phone は、ゲー ト ウェ イ  1 に SIP 100 Trying 応答を送信しま
す。 この 100 Trying 応答は、 Cisco SIP IP phone が INVITE 要求を受信し
たこ と を示します。

5. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone からゲー ト ウェイ  1 
へ

Cisco SIP IP phone は、SIP 180 Ringing 応答をゲー ト ウェイ  1 に送信しま
す。 この 180 Ringing 応答は、 ユーザが呼び出しを受けている こ と を示
します。

6. Alerting ： ゲー ト ウェイ  1 か
ら  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 ユーザ A に Alert メ ッセージを送信します。 Alert 
メ ッセージは、 ゲー ト ウェ イ  1 が、 Cisco SIP IP phone から  180 Ringing 
応答を受け取ったこ と を示します。 ユーザ A には、 ユーザ B を呼び出し
ている こ と を示す呼び出し音が聞こえます。

7. 200 OK ： Cisco SIP IP phone 
からゲー ト ウェイ  1 へ

Cisco SIP IP phone が、 SIP 200 OK 応答をゲー ト ウェイ  1 に送信します。
この 200 OK 応答は、 接続が完了したこ と をゲー ト ウェイ  1 に通知しま
す。

8. Connect ： ゲー ト ウェイ  1 か
ら  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Connect メ ッセージを PBX A に送信します。
Connect メ ッセージは、 接続が完了したこ と を PBX A に通知します。

9. Connect ACK ： PBX A から
ゲー ト ウェイ  1 へ

PBX A が、ゲー ト ウェイ  1 の Connect メ ッセージに対して確認応答しま
す。

10. ACK ： ゲー ト ウェ イ  1 から  
Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 SIP ACK を Cisco SIP IP phone に送信します。 この 
ACK は、 ゲー ト ウェイ  1 が 200 OK 応答を受信したこ と を確認します。
これで、 コール セッシ ョ ンがアクテ ィブにな り ました。

11. INVITE ： Cisco SIP IP phone 
からゲー ト ウェイ  1 へ

ユーザ B がユーザ A を保留にします。Cisco SIP IP phone が、SIP INVITE 
要求をゲー ト ウェ イ  1 に送信します。



B-7B-7B-7B-7
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

 Cisco SIP IP  Cisco SIP IP  Cisco SIP IP  Cisco SIP IP PPPPhone から緊急プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコールhone から緊急プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコールhone から緊急プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコールhone から緊急プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコール

図 B-3 では、 Cisco SIP IP phone から、 緊急プロキシの役目をするゲー ト ウェイへの成功した
コールを示します。

12. 200 OK ： ゲー ト ウェイ  1 か
ら  Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone に送信します。
200 OK 応答は、INVITE が正常に処理されたこ とを Cisco SIP IP phone に
通知します。

13. ACK ： Cisco SIP IP phone か
らゲー ト ウェイ  1 へ

Cisco SIP IP phone が、 SIP ACK をゲート ウェ イ  1 に送信します。 この 
ACK は、 Cisco SIP IP phone が 200 OK 応答を受信したこ との確認です。
これで、 コール セッシ ョ ンが一時的に非アクテ ィブにな り ました。 この
間は、 RTP パケッ トは送信されません。

14. INVITE ： Cisco SIP IP phone 
からゲー ト ウェイ  1 へ

ユーザ B がユーザ A を保留から接続に戻します。Cisco SIP IP phone が、
SIP INVITE 要求をゲー ト ウェイ  1 に送信します。

15. 200 OK ： ゲー ト ウェイ  1 か
ら  Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone に送信します。
200 OK 応答は、INVITE が正常に処理されたこ とを Cisco SIP IP phone に
通知します。

16. ACK ： Cisco SIP IP phone か
らゲー ト ウェイ  1 へ

Cisco SIP IP phone が、 SIP ACK をゲート ウェ イ  1 に送信します。 この 
ACK は、 Cisco SIP IP phone が 200 OK 応答を受信したこ との確認です。
これで、 コール セッシ ョ ンがアクテ ィブにな り ました。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

図 B-3図 B-3図 B-3図 B-3 Cisco SIP IP phone からゲート ウェ イ（ 緊急プロキシ） への成功したコールCisco SIP IP phone からゲート ウェ イ（ 緊急プロキシ） への成功したコールCisco SIP IP phone からゲート ウェ イ（ 緊急プロキシ） への成功したコールCisco SIP IP phone からゲート ウェ イ（ 緊急プロキシ） への成功したコール

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ： Cisco SIP IP phone 
からゲー ト ウェイ （緊急プロ
キシ） へ

Cisco SIP IP phone は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、
ゲー ト ウェイ （緊急プロキシ） との接続を試みます。 緊急ルー ト用のダ
イヤル テンプレー トの一致が検査されます。

2. Setup ： ゲー ト ウェイから  
PBX へ

ゲー ト ウェイ と  PBX 間の Call Setup （呼設定） が開始されます。 呼設定
の内容は、 ユーザ A がユーザ B に電話をかける際に行われる標準的な
ト ランザクシ ョ ンです。

3. Call Proceeding ： PBX から
ゲー ト ウェイへ

PBX が、 Call Setup 要求を確認応答するために、 Call Proceeding （呼設
定処理中） メ ッセージをゲー ト ウェイに送信します。

4. 100 Trying ： ゲー ト ウェ イか
ら  Cisco SIP IP phone（ユーザ 
A） へ

ゲー ト ウェイは、 SIP 100 Trying 応答をユーザ A に送信します。 この 
100 Trying 応答は、 ゲー ト ウェイが INVITE 要求を受信したこ と を示し
ます。

5. Alerting ： PBX からゲー ト
ウェイへ

PBX が、 Alert （呼び出し中） メ ッセージをゲート ウェイに送信します。
Alert メ ッセージは、 PBX がユーザ B を呼び出し中である こ と を示しま
す。
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Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP PPPPhone 相互間のコールhone 相互間のコールhone 相互間のコールhone 相互間のコール

次の項では、 Cisco SIP IP phone 相互間の成功したコールを、 図も使用して説明します。

• 単純な呼保留 （P. B-10）

• 呼保留 （コンサルテーシ ョ ンあ り ） （P. B-12）

• コール ウェイテ ィ ング （P. B-16）

• コール転送 （コンサルテーシ ョ ンなし） （P. B-20）

• フェールオーバーを使用したコール転送 （コンサルテーシ ョ ンなし） （P. B-24）

• コール転送 （コンサルテーシ ョ ンあ り ） （P. B-28）

• フェールオーバーを使用したコール転送 （コンサルテーシ ョ ンあ り ） （P. B-33）

• ネッ ト ワーク  コール転送 （無条件） （P. B-38）

• ネッ ト ワーク  コール転送 （話し中） （P. B-41）

• ネッ ト ワーク  コール転送 （無応答） （P. B-43）

• 3 方向コール （P. B-46）

• バッ クアップ プロキシを経由した Cisco SIP IP Phone 相互間のコール （P. B-53）

6. 180 Ringing ： ゲート ウェイか
ら  Cisco SIP IP phone（ユーザ 
A） へ

ゲー ト ウェイが、 SIP 180 Ringing 応答をユーザ A に送信します。 この 
180 Ringing 応答は、 ゲー ト ウェ イが Alert メ ッセージを受信している こ
と を示します。

7. Connect ： PBX から
ゲー ト ウェイへ

PBX が、 Connect （接続） メ ッセージをゲー ト ウェイに送信します。
Connect メ ッセージは、 接続が完了したこ と をゲート ウェ イに通知しま
す。

8. 200 OK ： ゲー ト ウェイから  
Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） へ

ゲー ト ウェイが、 SIP 200 OK 応答をユーザ A に送信します。 この 200 
OK 応答は、 接続が完了したこ と をユーザ A に通知します。

9. ACK ： Cisco SIP IP phone 
（ユーザ A） からゲー ト ウェ
イへ

ユーザ A はゲー ト ウェイに SIP ACK を送信します。 この ACK は、ユー
ザ A が 200 OK 応答を受信したこ と を確認します。 これで、 コール 
セッシ ョ ンがアクテ ィブにな り ました。

10. Connect ACK ： ゲー ト ウェイ
から  PBX へ

ゲー ト ウェイは PBX の Connect メ ッセージに対して確認応答します。

11. BYE ： Cisco SIP IP phone 
（ユーザ A） からゲー ト ウェ
イへ

ユーザ A は、 コール セッシ ョ ンを終了させ、 SIP BYE 要求をゲート
ウェイに送信します。 BYE 要求は、 ユーザ A がコールを解放したいこ
と を示します。

12. Disconnect ： ゲー ト ウェイか
ら  PBX へ

ゲー ト ウェイが、 Disconnect （切断） メ ッセージを PBX に送信します。

13. Release ： PBX からゲート
ウェイへ

PBX が、 Release （解放） メ ッセージをゲート ウェイに送信します。

14. 200 OK ： ゲー ト ウェイから  
Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） へ

ゲー ト ウェイが、 SIP 200 OK 応答をユーザ A に送信します。 この 200 
OK 応答は、 ゲー ト ウェ イが BYE 要求を受信したこ と をユーザ A に通
知します。

15. Release Complete ： ゲー ト
ウェイから  PBX へ

ゲー ト ウェイが Release Complete （解放完了） メ ッセージを PBX に送
信し、 コール セッシ ョ ンが終了します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明



B-10B-10B-10B-10
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

• Cisco SIP IP Phone 相互間のコール （P. B-9）

単純な呼保留単純な呼保留単純な呼保留単純な呼保留

図 B-4 では、 Cisco SIP IP phone 間での成功したコールの一例を示しています。 このコールで
は、 一方の通話者が他方を保留にし、 その後で再び通話に戻 り ます。 このコール フロー シナ
リオでは、 エン ド  ユーザはユーザ A とユーザ B の 2 人です。 ユーザ A とユーザ B は両方と
も、 IP ネッ ト ワークに接続された Cisco SIP IP phone を使用しています。

コール フロー シナ リオは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B がその電話に応答します。

3. ユーザ B がユーザ A を保留にします。

4. ユーザ B がユーザ A を保留から接続に戻します。

5. 通話を続けます。

図 B-4図 B-4図 B-4図 B-4 単純な呼保留単純な呼保留単純な呼保留単純な呼保留
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B-11B-11B-11B-11
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ： Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、 SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送
信します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を
促します。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形
式で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E 
メール アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、
user は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド
レス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI ア
ド レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールド
に挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールド
に示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone B から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A 
に送信します。

3. 200 OK ： Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送
信します。 この 200 OK 応答は、 接続が完了したこ と を Cisco SIP IP 
phone A に通知します。

Cisco SIP IP phone B が、Cisco SIP IP phone A から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メディア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone B は、自身と  Cisco SIP IP phone A の メデ ィア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP 
phone A によって公示された メディア機能をサポー ト しない場合、
Cisco SIP IP phone B は、 304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、
400 Bad Request 応答を戻します。

4. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、 SIP ACK を Cisco SIP IP phone B に送信しま
す。 この ACK は、 Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone B から  
200 OK 応答を受信したこ との確認です。

ACK には、Cisco SIP IP phone B によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK 
の メ ッセージ部分が空の場合、 Cisco SIP IP phone B は INVITE 要求の
セッシ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。



B-12B-12B-12B-12
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

呼保留（ コンサルテーショ ンあり ）呼保留（ コンサルテーショ ンあり ）呼保留（ コンサルテーショ ンあり ）呼保留（ コンサルテーショ ンあり ）

図 B-5 では、 Cisco SIP IP phone 間での成功したコールの一例を示しています。 このコールで
は、 一方の通話者が他方を保留にし、 第三者を呼び出し （コンサルテーシ ョ ン）、 その後で元
の通話に戻 り ます。 このコール フロー シナ リオでは、 エン ド  ユーザはユーザ A、 ユーザ B、
ユーザ C です。 これらのユーザは全員、 IP ネッ ト ワーク経由で接続された Cisco SIP IP phone 
を使用しています。

コール フロー シナ リオは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B がその電話に応答します。

3. ユーザ B がユーザ A を保留にします。

4. ユーザ B がユーザ C に電話をかけます。

5. ユーザ B がユーザ C の電話を切 り ます。

6. ユーザ B がユーザ A を保留から接続に戻します。

5. INVITE ： Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 新規のセッシ ョ ン記述プロ ト コル （SDP） の
セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レス） を入れたコール途中 INVITE 
を、 Cisco SIP IP phone A に送信します。 これらのパラ メータは、 コー
ルを保留にするために使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 0.0.0.0

SIP INVITE の c= SDP フ ィールドには、 0.0.0.0 が入っており、 これに
よってコールが保留にな り ます。

6. 200 OK ： Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、 SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送
信します。

7. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信しま
す。 この ACK は、 Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  
200 OK 応答を受信したこ との確認です。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間の RTP チャネルが切断されます。

8. INVITE ： Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、コール途中 INVITE を Cisco SIP IP phone A に
送信します。このコール途中 INVITE には、直前の INVITE と同じ  Call 
ID、 および新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レス） が含ま
れており、 これらは、 コールを再確立するのに使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 181.23.250.2

IP フォン A と  IP フォン B の間でコールを再確立するために、 IP フォ
ン B の IP アド レスが c= SDP フ ィールドに挿入されます。

9. 200 OK ： Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、 SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送
信します。

10. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信しま
す。 この ACK は、 Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  
200 OK 応答を受信したこ との確認です。

IP フォン A と  IP フォン B の間に、 双方向 RTP チャネルが再確立されます。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明



B-13B-13B-13B-13
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

7. 元の通話を続けます。

図 B-5図 B-5図 B-5図 B-5 呼保留（ コンサルテーショ ンあり ）呼保留（ コンサルテーショ ンあり ）呼保留（ コンサルテーショ ンあり ）呼保留（ コンサルテーショ ンあり ）
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B-14B-14B-14B-14
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone B から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。

3. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
A に通知します。

Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP phone A から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メディア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone B は、 自身と  Cisco SIP IP phone A の メデ ィア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP 
phone A によって公示された メディア機能をサポー ト しない場合、
Cisco SIP IP phone B は、 304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、
400 Bad Request 応答を戻します。

4. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone B に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone B から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone B によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、Cisco SIP IP phone B は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。



B-15B-15B-15B-15
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

5. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レ
ス） を入れたコール途中 INVITE を、 Cisco SIP IP phone  A に送信しま
す。 これらのパラ メータは、 コールを保留にするために使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 0.0.0.0

SIP INVITE の c= SDP フ ィールドには、 0.0.0.0 が入っており、 これに
よってコールが保留にな り ます。

6. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

7. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間の RTP チャネルが切断されます。

8. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone C に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ C にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

9. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone C から  Cisco SIP IP 
phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone B に
送信します。

10. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
B に通知します。

Cisco SIP IP phone C が、 Cisco SIP IP phone B から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メディア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone C は、 自身と  Cisco SIP IP phone B の メディア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone C が、 Cisco SIP IP 
phone B によって公示された メデ ィア機能をサポート しない場合、Cisco 
SIP IP phone C は、304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、400 Bad 
Request 応答を戻します。

11. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone C から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone C によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、Cisco SIP IP phone C は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone B と  Cisco SIP IP phone C の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。

12. BYE ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

通話を続けた後、 ユーザ B は電話を切 り ます。 Cisco SIP IP phone B は、
Cisco SIP IP phone C に SIP BYE 要求を送信します。 BYE 要求は、 ユー
ザ B がコールの解放を希望している こ と を示します。

13. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 200 OK メ ッセージを Cisco SIP IP phone B 
に送信します。 この 200 OK 応答は、 BYE 要求を受信したこ と を Cisco 
SIP IP phone B に通知します。 これで、 ユーザ B とユーザ C の間のコー
ル セッシ ョ ンが終了します。

Cisco SIP IP phone B と  Cisco SIP IP phone C の間の RTP チャネルが切断されます。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

コール ウェイティ ングコール ウェイティ ングコール ウェイティ ングコール ウェイティ ング

図 B-6 では、 Cisco SIP IP phone 間での成功したコールの一例を示しています。 このコールで
は、 2 人の通話者が通話中に、 一方の通話者が第三者からの電話を受け、 その後で元の通話に
戻 り ます。 このコール フロー シナ リオでは、 エン ド  ユーザはユーザ A、 ユーザ B、 ユーザ C 
です。 これらのユーザは全員、 IP ネッ ト ワーク経由で接続された Cisco SIP IP phone を使用し
ています。

コール フロー シナ リオは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B がその電話に応答します。

3. ユーザ C がユーザ B に電話をかけます。

4. ユーザ B がユーザ C からの電話を受けます。

5. ユーザ B が電話を切 り替えてユーザ A に戻 り ます。

6. ユーザ B が電話を切って、 ユーザ A との通話を終了します。

7. ユーザ B にユーザ C との通話が残っている こ とが通知されます。

8. ユーザ B は通知に応答し、 ユーザ C との通話を続けます。

14. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 コール途中 INVITE を Cisco SIP IP phone A に
送信します。 このコール途中 INVITE には、 直前の INVITE と同じ  Call 
ID、 および新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レス） が含まれ
ており、 これらは、 コールを再確立するのに使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 181.23.250.2

IP フォン A と  IP フォン B の間でコールを再確立するために、IP フォン 
B の IP アド レスが c= SDP フ ィールドに挿入されます。

15. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

16. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間に、 双方向 RTP チャネルが再確立されます。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

図 B-6図 B-6図 B-6図 B-6 コール ウェ イティ ングコール ウェ イティ ングコール ウェ イティ ングコール ウェ イティ ング
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone B から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。

3. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
A に通知します。

Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP phone A から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メディア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone B は、 自身と  Cisco SIP IP phone A の メデ ィア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP 
phone A によって公示された メディア機能をサポー ト しない場合、
Cisco SIP IP phone B は、 304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、
400 Bad Request 応答を戻します。

4. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone B に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone B から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone B によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、Cisco SIP IP phone B は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。

5. INVITE ：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー
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6. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone B から  Cisco SIP IP 
phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone C に
送信します。

7. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レ
ス） を入れたコール途中 INVITE を、 Cisco SIP IP phone A に送信しま
す。 これらのパラ メータは、 コールを保留にするために使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 0.0.0.0

SIP INVITE の c= SDP フ ィールドには、 0.0.0.0 が入っており、 これに
よってコールが保留にな り ます。

8. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

9. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間の RTP チャネルが切断されます。

10. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone C に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
C に通知します。

11. ACK ： Cisco SIP IP phone C か
ら  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone B に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone C が Cisco SIP IP phone B から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone B によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、Cisco SIP IP phone B は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone B と  Cisco SIP IP phone C の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。

12. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レ
ス） を入れたコール途中 INVITE を、 Cisco SIP IP phone C に送信しま
す。 これらのパラ メータは、 コールを保留にするために使用されます。

Call_ID=2 
SDP:c=IN IP4 0.0.0.0

IP フォン B と  IP フォン C の間でコールを確立するために、IP フォン B 
の IP アド レスが c= SDP フ ィールドに挿入されます。

13. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

14. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone C から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

Cisco SIP IP phone B と  Cisco SIP IP phone C の間の RTP チャネルが切断されます。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

コール転送（ コンサルテーショ ンなし ）コール転送（ コンサルテーショ ンなし ）コール転送（ コンサルテーショ ンなし ）コール転送（ コンサルテーショ ンなし ）

図 B-7 では、 Cisco SIP IP phone 間での成功したコールの一例を示しています。 このコールで
は、 2 人の通話者の通話中に、 一方の通話者が事前に第三者に連絡せずに、 コールをこの第三
者に転送します。 これは、 ブラ イン ド転送または直接転送と呼ばれます。 このコール フロー 
シナ リオでは、 エン ド  ユーザはユーザ A、 ユーザ B、 ユーザ C です。 これらのユーザは全員、
IP ネッ ト ワーク経由で接続された Cisco SIP IP phone を使用しています。

コール フロー シナ リオは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

15. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 コール途中 INVITE を Cisco SIP IP phone A に
送信します。 このコール途中 INVITE には、 直前の INVITE （Cisco SIP 
IP phone A に送信） と同じ  Call ID、 および新規の SDP セッシ ョ ン パラ
メータ （IP アド レス） が含まれており、 これらは、 コールを再確立す
るのに使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 10.10.10.0

16. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

17. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間に、 双方向 RTP チャネルが再確立されます。

18. BYE ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

通話を続けた後、 ユーザ B は電話を切 り ます。 Cisco SIP IP phone B は、
Cisco SIP IP phone A に SIP BYE 要求を送信します。 BYE 要求は、 ユー
ザ B がコールの解放を希望している こ と を示します。

19. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK メ ッセージを Cisco SIP IP phone B 
に送信します。 この 200 OK 応答は、 BYE 要求を受信したこ と を Cisco 
SIP IP phone B に通知します。 これで、 ユーザ A とユーザ B の間のコー
ル セッシ ョ ンが終了します。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間の RTP チャネルが切断されます。

20. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、 コール途中 INVITE を Cisco SIP IP phone C に
送信します。 このコール途中 INVITE には、 直前の INVITE （Cisco SIP 
IP phone C に送信） と同じ  Call ID、 および新規の SDP セッシ ョ ン パラ
メータ （IP アド レス） が含まれており、 これらは、 コールを再確立す
るのに使用されます。

Call_ID=2 
SDP:c=IN IP4 10.10.10.0

21. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

22. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

Cisco SIP IP phone B と  Cisco SIP IP phone C の間に、 双方向 RTP チャネルが再確立されます。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

2. ユーザ B がその電話に応答します。

3. ユーザ B が電話をユーザ C に転送します。

図 B-7図 B-7図 B-7図 B-7 コール転送（ コンサルテーショ ンなし ）コール転送（ コンサルテーショ ンなし ）コール転送（ コンサルテーショ ンなし ）コール転送（ コンサルテーショ ンなし ）
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
B から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 100 Trying 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。 この 100 Trying 応答は、Cisco SIP IP phone B が INVITE 要
求を受信したこ と を示します。

3. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone B から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。

4. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
A に通知します。

Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP phone A から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メデ ィア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone B は、 自身と  Cisco SIP IP phone A の メディア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP 
phone によって公示された メディア機能をサポー ト しない場合、 Cisco 
SIP IP phone B は、 304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、 400 Bad 
Request 応答を戻します。

5. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone B に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone B から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone B によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、Cisco SIP IP phone B は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。
この後、 ユーザ B は、 コールをユーザ C にブラ イン ド転送するオプシ ョ ンを選択します。
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

6. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レ
ス） を入れたコール途中 INVITE を、 Cisco SIP IP phone A に送信しま
す。 これらのパラ メータは、 コールを保留にするために使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 0.0.0.0

SIP INVITE の c= SDP フ ィールドには、 0.0.0.0 が入っており、 これに
よってコールが保留にな り ます。

7. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

8. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ユーザ B がユーザ C にダイヤルします。

9. REFER ： Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B は、REFER メ ッセージを Cisco SIP IP phone A に送
信します。 この REFER メ ッセージには、 次の情報が含まれます。

• Refer-To:C

• Referred-By: B

この REFER メ ッセージは、Cisco SIP IP phone A が INVITE 要求を Cisco 
SIP IP phone C に送信する こ とを示します。

10. 202 ACCEPTED ：Cisco SIP IP 
phone A から  Cisco SIP IP 
phone B へ

Cisco SIP IP phone A は、SIP 202 ACCEPTED メ ッセージを Cisco SIP IP 
phone B に送信します。 この 202 ACCEPTED は、 REFER メ ッセージを
受信したこ との確認です。

11. BYE ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B は BYE メ ッセージを Cisco SIP IP phone A に送信
します。 この メ ッセージは、Cisco SIP IP phone B がコールを切断する こ
とを示します。

12. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 この 200 OK 応答は、 BYE メ ッセージを受信したこ と を Cisco 
SIP IP phone B に通知します。

13. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B からの REFER メ ッセージによ り、 Cisco SIP IP 
phone  A は SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone C に送信します。この 
INVITE 要求は、 ユーザ C にコール セッシ ョ ンへの参加を促します。 こ
の INVITE 要求には、 次の情報が入っています。

• Referred-By: B

この メ ッセージは、Cisco SIP IP phone B によって INVITE が参照された
こ と を示します。

14. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
C から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 100 Trying 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。 この 100 Trying 応答は、Cisco SIP IP phone C が INVITE 要
求を受信したこ と を示します。

15. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone C から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。

16. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
A に通知します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

フェールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンなし ）フェールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンなし ）フェールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンなし ）フェールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンなし ）

図 B-7 では、 Cisco SIP IP phone 間での成功したコールの一例を示しています。 このコールで
は、 2 人の通話者の通話中に、 一方の通話者が事前に第三者に連絡せずに、 コールをこの第三
者に転送します。 これは、 ブラ イン ド転送または直接転送と呼ばれます。 このコール フロー 
シナ リオでは、 エン ド  ユーザはユーザ A、 ユーザ B、 ユーザ C です。 これらのユーザは全員、
IP ネッ ト ワーク経由で接続された Cisco SIP IP phone を使用しています。

コール フロー シナ リオは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B がその電話に応答します。

3. ユーザ B が電話をユーザ C に転送します。

17. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone C から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

18. NOTIFY：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A は NOTIFY メ ッセージを Cisco SIP IP phone B に送
信します。 この NOTIFY メ ッセージは、 Cisco SIP IP phone B に REFER 
イベン ト を通知します。

19. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B は、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。 この 200 OK 応答は、 NOTIFY メ ッセージを受信したこ と を  
Cisco SIP IP phone A に通知します。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone C の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

図 B-8図 B-8図 B-8図 B-8 フェールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンなし ）フェ ールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンなし ）フェ ールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンなし ）フェ ールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンなし ）
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レス）。
たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI フ ィール
ドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」 のよ うに
な り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド レスが
ユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
B から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 100 Trying 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。 この 100 Trying 応答は、Cisco SIP IP phone B が INVITE 要
求を受信したこ と を示します。

3. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone B から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。

4. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
A に通知します。

Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP phone A から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メデ ィア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone B は、 自身と  Cisco SIP IP phone A の メディア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP 
phone A によって公示された メディア機能をサポー ト しない場合、Cisco 
SIP IP phone B は、 304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、 400 Bad 
Request 応答を戻します。

5. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone B に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone B から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone B によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、 Cisco SIP IP phone B は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。
この後、 ユーザ B は、 コールをユーザ C にブラ イン ド転送するオプシ ョ ンを選択します。
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

6. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レ
ス） を入れたコール途中 INVITE を、 Cisco SIP IP phone A に送信しま
す。 これらのパラ メータは、 コールを保留にするために使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 0.0.0.0

SIP INVITE の c= SDP フ ィールドには、 0.0.0.0 が入っており、 これに
よってコールが保留にな り ます。

7. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

8. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ユーザ B がユーザ C にダイヤルします。

9. REFER ： Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B は、REFER メ ッセージを Cisco SIP IP phone A に送
信します。 この REFER メ ッセージには、 次の情報が含まれます。

• Refer-To:C

• Referred-By: B

この REFER メ ッセージは、Cisco SIP IP phone A が INVITE 要求を Cisco 
SIP IP phone C に送信する こ とを示します。

10. 501 Not Implemented ：
Cisco SIP IP phone A から  
Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A は、501 Not Implemented メ ッセージを Cisco SIP IP 
phone B に送信します。 この メ ッセージは、 REFER メ ッセージがサポー
ト されないこ と、 および Cisco SIP IP phone B が Bye/Also にフェール
オーバーする こ とを示します。

11. BYE ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B は、BYE メ ッセージを Cisco SIP IP phone A に送信
します。 この BYE メ ッセージには、 次の情報が含まれます。

• Also:C

この メ ッセージは、 REFER メ ッセージに応答して 501 Not Implemented 
メ ッセージが受信されたこ とを示します。

12. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 この 200 OK 応答は、 BYE メ ッセージを受信したこ と を Cisco 
SIP IP phone B に通知します。

13. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone  A が、 SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone C に送
信します。 INVITE 要求は、 ユーザ C にコール セッシ ョ ンへの参加を促
します。 この INVITE 要求には、 次の情報が入っています。

• Requested-By: B

この メ ッセージは、 Cisco SIP IP phone B によって INVITE が要求された
こ と を示します。

14. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
C から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 100 Trying 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。 この 100 Trying 応答は、Cisco SIP IP phone C が INVITE 要
求を受信したこ と を示します。

15. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone C から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明



B-28B-28B-28B-28
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

コール転送（ コンサルテーショ ンあり ）コール転送（ コンサルテーショ ンあり ）コール転送（ コンサルテーショ ンあり ）コール転送（ コンサルテーショ ンあり ）

図 B-9 では、 Cisco SIP IP phone 間での成功したコールの一例を示しています。 このコールで
は、 2 人の通話者の通話中に、 一方の通話者が事前に第三者に連絡してから、 コールをこの第
三者に転送します。 これは、 確認 （attended） 転送と呼ばれます。 このコール フロー シナ リオ
では、 エン ドユーザはユーザ A、 ユーザ B、 ユーザ C です。 これらのユーザは全員、 IP ネッ ト
ワーク経由で接続された Cisco SIP IP phone を使用しています。

コール フロー シナ リオは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B がその電話に応答します。

3. ユーザ B がユーザ C に電話をかけ、 ユーザ C はその電話を取る こ とに同意します。

4. ユーザ B が電話をユーザ C に転送します。

5. ユーザ B がユーザ C の電話を切 り ます。

6. ユーザ C とユーザ A が相互に接続します。

16. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
A に通知します。

17. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone C から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone C の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

図 B-9図 B-9図 B-9図 B-9 コール転送（ コンサルテーショ ンあり ）コール転送（ コンサルテーショ ンあり ）コール転送（ コンサルテーショ ンあり ）コール転送（ コンサルテーショ ンあり ）
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B-30B-30B-30B-30
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
B から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 100 Trying 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。 この 100 Trying 応答は、Cisco SIP IP phone B が INVITE 要
求を受信したこ と を示します。

3. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone B から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。

4. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
A に通知します。

Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP phone A から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メディア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone B は、 自身と  Cisco SIP IP phone A の メデ ィア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP 
phone A によって公示された メディア機能をサポー ト しない場合、
Cisco SIP IP phone B は、 304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、
400 Bad Request 応答を戻します。

5. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone B に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone B から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone B によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、Cisco SIP IP phone B は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。
この後、 ユーザ B は、 コールをユーザ C に転送する こ とを選択します。



B-31B-31B-31B-31
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

6. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レ
ス） を入れたコール途中 INVITE を、 Cisco SIP IP phone A に送信しま
す。 これらのパラ メータは、 コールを保留にするために使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 0.0.0.0

7. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

8. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ユーザ B がユーザ C にダイヤルします。

9. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone C に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ C にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

10. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
C から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 100 Trying 応答を Cisco SIP IP phone B に
送信します。 この 100 Trying 応答は、Cisco SIP IP phone C が INVITE 要
求を受信したこ と を示します。

11. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone C から  Cisco SIP IP 
phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone B に
送信します。

12. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
B に通知します。

Cisco SIP IP phone C が、 Cisco SIP IP phone B から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メディア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone C は、 自身と  Cisco SIP IP phone B の メディア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone C が、 Cisco SIP IP 
phone B によって公示された メデ ィア機能をサポート しない場合、Cisco 
SIP IP phone C は、304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、400 Bad 
Request 応答を戻します。

13. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone C から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone C によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、Cisco SIP IP phone C は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone B と  Cisco SIP IP phone C の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。
この後、 ユーザ B は、 コールをユーザ C に転送する こ とを選択します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明



B-32B-32B-32B-32
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

14. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レ
ス） を入れたコール途中 INVITE を、 Cisco SIP IP phone C に送信しま
す。 これらのパラ メータは、 コールを保留にするために使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 0.0.0.0

SIP INVITE の c= SDP フ ィールドには、 0.0.0.0 が入っており、 これに
よってコールが保留にな り ます。

15. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

16. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone C から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

17. REFER ： Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B は、REFER メ ッセージを Cisco SIP IP phone A に送
信します。 この REFER メ ッセージには、 次の情報が含まれます。

• Refer-To:C

• Replaces: B

• Referred-By: B

この REFER メ ッセージは、 ユーザ （受信側） が通話者を転送する際に
サードパーテ ィ と交信する必要がある こ と を示します。

18. 202 ACCEPTED ：Cisco SIP IP 
phone A から  Cisco SIP IP 
phone B へ

Cisco SIP IP phone A は、SIP 202 ACCEPTED メ ッセージを Cisco SIP IP 
phone B に送信します。 この 202 ACCEPTED は、 REFER メ ッセージを
受信したこ との確認です。

19. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone A は、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone C に送信
します。 この INVITE 要求には、 次の情報が含まれます。

• Referred-By: B

• Replaces: B

20. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 200 OK メ ッセージを Cisco SIP IP phone A 
に送信します。 この 200 OK 応答は、 INVITE 要求を受信したこ と を 
Cisco SIP IP phone A に通知します。

21. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone C から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

22. BYE ： Cisco SIP IP phone C か
ら  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP BYE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信し
ます。

23. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP 200 OK メ ッセージを Cisco SIP IP phone C 
に送信します。 この 200 OK 応答は、 BYE 要求を受信したこ と を Cisco 
SIP IP phone C に通知します。

24. NOTIFY：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A は、 NOTIFY メ ッセージを Cisco SIP IP phone B に
送信します。 この NOTIFY メ ッセージは、 Cisco SIP IP phone B に 
REFER イベン ト を通知します。

25. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP 200 OK メ ッセージを Cisco SIP IP phone A 
に送信します。 この 200 OK 応答は、 NOTIFY 要求を受信したこ と を 
Cisco SIP IP phone A に通知します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

フェールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンあり ）フェールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンあり ）フェールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンあり ）フェールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンあり ）

図 B-10 では、 Cisco SIP IP phone 間での成功したコールの一例を示しています。 このコールで
は、 2 人の通話者の通話中に、 一方の通話者が事前に第三者に連絡してから、 コールをこの第
三者に転送します。 これは、 確認 （attended） 転送と呼ばれます。 このコール フロー シナ リオ
では、 エン ドユーザはユーザ A、 ユーザ B、 ユーザ C です。 これらのユーザは全員、 IP ネッ ト
ワーク経由で接続された Cisco SIP IP phone を使用しています。

コール フロー シナ リオは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B がその電話に応答します。

3. ユーザ B がユーザ C に電話をかけ、 ユーザ C はその電話を取る こ とに同意します。

4. ユーザ B が電話をユーザ C に転送します。

5. ユーザ B がユーザ C との電話を切 り ます。

6. ユーザ C とユーザ A が相互に接続します。

26. BYE ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP BYE 要求を Cisco SIP IP phone A に送信し
ます。

27. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK メ ッセージを Cisco SIP IP phone B 
に送信します。 この 200 OK 応答は、 BYE 要求を受信したこ と を Cisco 
SIP IP phone A に通知します。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone C の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

図 B-10図 B-10図 B-10図 B-10 フェールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンあり ）フェ ールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンあり ）フェ ールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンあり ）フェ ールオーバーを使用したコール転送（ コンサルテーショ ンあり ）
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Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
B から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 100 Trying 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。 この 100 Trying 応答は、Cisco SIP IP phone B が INVITE 要
求を受信したこ と を示します。

3. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone B から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。

4. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
A に通知します。

Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP phone A から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メディア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone B は、 自身と  Cisco SIP IP phone A の メデ ィア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP 
phone A によって公示された メディア機能をサポー ト しない場合、
Cisco SIP IP phone B は、 304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、
400 Bad Request 応答を戻します。

5. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone B に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone B から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone B によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、Cisco SIP IP phone B は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。
この後、 ユーザ B は、 コールをユーザ C に転送する こ とを選択します。



B-36B-36B-36B-36
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

6. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レ
ス） を入れたコール途中 INVITE を、 Cisco SIP IP phone A に送信しま
す。 これらのパラ メータは、 コールを保留にするために使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 0.0.0.0

7. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

8. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ユーザ B がユーザ C にダイヤルします。

9. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone C に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ C にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

10. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
C から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 100 Trying 応答を Cisco SIP IP phone B に
送信します。この 100 Trying 応答は、 INVITE 要求を Cisco SIP IP phone 
C が受信したこ とを示します。

11. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone C から  Cisco SIP IP 
phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone B に
送信します。

12. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送
信します。 この 200 OK 応答は、 接続が完了したこ と を Cisco SIP IP 
phone B に通知します。

Cisco SIP IP phone C が、 Cisco SIP IP phone B から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メディア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone C は、 自身と  Cisco SIP IP phone B の メディア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone C が、 Cisco SIP IP 
phone B によって公示された メデ ィア機能をサポート しない場合、
Cisco SIP IP phone C は、 304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、
400 Bad Request 応答を戻します。

13. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信しま
す。この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone C から  200 
OK 応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone C によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、Cisco SIP IP phone C は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone B と  Cisco SIP IP phone C の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。
この後、 ユーザ B は、 コールをユーザ C に転送する こ とを選択します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明



B-37B-37B-37B-37
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

14. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レ
ス） を入れたコール途中 INVITE を、 Cisco SIP IP phone C に送信しま
す。 これらのパラ メータは、 コールを保留にするために使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 0.0.0.0

SIP INVITE の c= SDP フ ィールドには、 0.0.0.0 が入っており、 これに
よってコールが保留にな り ます。

15. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送
信します。

16. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信しま
す。この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone C から  200 
OK 応答を受信したこ との確認です。

17. REFER ： Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B は、 REFER メ ッセージを Cisco SIP IP phone A に
送信します。 この REFER メ ッセージには、 次の情報が含まれます。

• Refer-To:C

• Replaces: B

• Referred-By: B

この REFER メ ッセージは、 ユーザ （受信側） が通話者を転送する際に
サードパーテ ィ と交信する必要がある こ と を示します。

18. 501 Not Implemented ：
Cisco SIP IP phone A から  
Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A は 501 Not Implemented メ ッセージを Cisco SIP IP 
phone B に送信します。 この メ ッセージは、 REFER メ ッセージがサポー
ト されないこ と、 および Cisco SIP IP phone B が Bye/Also にフェール
オーバーする こ と を示します。

19. BYE ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B は、BYE メ ッセージを Cisco SIP IP phone A に送信
します。 この BYE メ ッセージには、 次の情報が含まれます。

• Also:C

この メ ッセージは、 REFER メ ッセージに応答して 501 Not Implemented 
メ ッセージが受信されたこ と を示します。

20. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK メ ッセージを Cisco SIP IP phone B 
に送信します。 この 200 OK 応答は、 BYE 要求を受信したこ と を Cisco 
SIP IP phone B に通知します。

21. BYE ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP BYE 要求を Cisco SIP IP phone C に送信し
ます。

22. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 200 OK メ ッセージを Cisco SIP IP phone B 
に送信します。 この 200 OK 応答は、 BYE 要求を受信したこ と を Cisco 
SIP IP phone B に通知します。

23. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone A は、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone C に送信
します。 この INVITE 要求には、 次の情報が含まれます。

• Requested-By: B

この メ ッセージは、Cisco SIP IP phone B によって INVITE が要求された
こ と を示します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明



B-38B-38B-38B-38
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ネッ ト ワーク  コール転送（ 無条件）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無条件）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無条件）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無条件）

図 B-11 では、 Cisco SIP IP phone 間での成功したコール転送の一例を示しています。 この過程
で、 ユーザ B はネッ ト ワークに無条件のコール転送を要求します。 ユーザ A がユーザ B に電
話をかける と、 コールは即時に Cisco SIP IP phone C に転送されます。 このコール フロー シナ
リオでは、 エン ド  ユーザはユーザ A、 ユーザ B、 ユーザ C です。 これらのユーザは全員、 IP 
ネッ ト ワーク経由で接続された Cisco SIP IP phone を使用します。

コール フロー シナ リオは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ B は、すべてのコールを Cisco SIP IP phone C に転送するよ うにネッ ト ワークに要求
します。

2. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

3. ネッ ト ワークは、 そのコールを Cisco SIP IP phone C に転送します。

24. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
C から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 100 Trying 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。この 100 Trying 応答は、Cisco SIP IP phone C が INVITE 要
求を受信したこ と を示します。

25. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone C から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。

26. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送
信します。 この 200 OK 応答は、 接続が完了したこ と を Cisco SIP IP 
phone A に通知します。

27. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone A が、 SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信しま
す。この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone C から  200 
OK 応答を受信したこ との確認です。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone C の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

図 B-11図 B-11図 B-11図 B-11 ネッ ト ワーク  コール転送（ 無条件）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無条件）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無条件）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無条件）
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B-40B-40B-40B-40
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone A が、 SIP INVITE 要求を SIP プロキシ サーバに送信
します。 この INVITE 要求は、 ユーザ B に対するコール セッシ ョ ンへ
の参加の誘いです。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. INVITE ： SIP プロキシ サーバ
から  SIP リ ダイレ ク ト  サーバ
へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP INVITE 要求を SIP リ ダイレ ク ト  サーバに
送信します。

3. 302 Moved Temporarily ： SIP 
リ ダイレ ク ト  サーバから  SIP 
プロキシ サーバへ

SIP リ ダイレ ク ト  サーバが、 SIP 302 Moved temporarily （一時的に移動）
メ ッセージを SIP プロキシ サーバに送信します。 この メ ッセージは、
ユーザ B が IP フォン B では応対不能である こ と を示し、 Cisco SIP IP 
phone C でユーザ B を探すよ うに指示します。

4. ACK ： SIP プロキシ サーバか
ら  SIP リ ダイレ ク ト  サーバへ

SIP プロキシ サーバが、SIP ACK を SIP リ ダイレ ク ト  サーバに送信しま
す。

5. INVITE ： SIP プロキシ サーバ
から  Cisco SIP IP phone C へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone C に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ C にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

6. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone C から  SIP プロキシ 
サーバへ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 180 Ringing 応答を SIP プロキシ サーバに
送信します。

7. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 200 OK 応答を SIP プロキシ サーバに送信
します。

8. 200 OK ： SIP プロキシ サーバ
から  Cisco SIP IP phone A へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。

9. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を SIP プロキシ サーバに送信します。
この ACK は、 Cisco SIP IP phone A が、 200 OK 応答を Cisco SIP IP 
phone C から受信したこ と を確認します。

10. ACK ： SIP プロキシ サーバか
ら  Cisco SIP IP phone C へ

SIP プロキシ サーバが、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に転送します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone C から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ネッ ト ワーク  コール転送（ 話し中）ネッ ト ワーク  コール転送（ 話し中）ネッ ト ワーク  コール転送（ 話し中）ネッ ト ワーク  コール転送（ 話し中）

図 B-12 では、 Cisco SIP IP phone 間での成功したコール転送の一例を示しています。 この過程
で、 ユーザ B は、 電話が使用中の場合にコール転送を行う よ うにネッ ト ワークに要求しまし
た。 ユーザ A がユーザ B に電話をかける と、 SIP プロキシ サーバは Cisco SIP IP phone B の呼
び出しを試み、 回線が使用中の場合は、 コールは Cisco SIP IP phone C に転送されます。 この
コール フロー シナ リオでは、 エン ド  ユーザはユーザ A、 ユーザ B、 ユーザ C です。 これらの
ユーザは全員、 IP ネッ ト ワーク経由で接続された Cisco SIP IP phone を使用します。

コール フロー シナ リオは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ B は、 電話 （Cisco SIP IP phone B） が使用中のと きは、 着信コールを Cisco SIP IP 
phone C に転送するよ うにネッ ト ワークに要求します。

2. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

3. ユーザ B の電話は話し中です。

4. ネッ ト ワークは、 そのコールを Cisco SIP IP phone C に転送します。

図 B-12図 B-12図 B-12図 B-12 ネッ ト ワーク  コール転送（ 話し中）ネッ ト ワーク  コール転送（ 話し中）ネッ ト ワーク  コール転送（ 話し中）ネッ ト ワーク  コール転送（ 話し中）
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone A が、 SIP INVITE 要求を SIP プロキシ サーバに送信
します。 この INVITE 要求は、 ユーザ B に対するコール セッシ ョ ンへ
の参加の誘いです。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. INVITE ： SIP プロキシ サーバ
から  SIP リ ダイレ ク ト  サーバ
へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP INVITE 要求を SIP リ ダイレ ク ト  サーバに
送信します。

3. 300 Multiple Choices ： SIP リ
ダイレ ク ト  サーバから  SIP プ
ロキシ サーバへ

SIP リ ダイレ ク ト  サーバが、 SIP 300 Multiple choices （複数選択） メ ッ
セージを SIP プロキシ サーバに送信します。 この メ ッセージは、 ユー
ザ B は、 Cisco SIP IP phone B、 または SIP IP Phone C で応対できる こ
と を示します。

4. ACK ： SIP プロキシ サーバか
ら  SIP リ ダイレ ク ト  サーバへ

SIP プロキシ サーバが、SIP ACK 応答を SIP リ ダイレ ク ト  サーバに送信
します。

5. INVITE ： SIP プロキシ サーバ
から  Cisco SIP IP phone B へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

6. 486 Busy Here ： Cisco SIP IP 
phone B から  SIP プロキシ 
サーバへ

SIP IP phone B が、486 Busy here メ ッセージを SIP プロキシ サーバに送
信します。 この メ ッセージは、 Cisco SIP IP phone B が使用中であ り、
ユーザは別のコールを受けた く ないか、 受ける こ とができないこ と を
示しています。

7. ACK ： SIP プロキシ サーバか
ら  Cisco SIP IP phone B へ

SIP プロキシ サーバが、SIP ACK を Cisco SIP IP phone B に転送します。
この ACK は、SIP プロキシ サーバが Cisco SIP IP phone B から  486 Busy 
here 応答を受信したこ との確認です。

8. INVITE ： SIP プロキシ サーバ
から  Cisco SIP IP phone C へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone C に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ C にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

9. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone C から  SIP プロキシ 
サーバへ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 180 Ringing 応答を SIP プロキシ サーバに
送信します。
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ネッ ト ワーク  コール転送（ 無応答）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無応答）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無応答）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無応答）

図 B-13 では、 Cisco SIP IP phone 間での成功したコール転送の一例を示しています。 この過程
で、 ユーザ B は応答がない場合にコール転送を行う よ うにネッ ト ワークに要求しました。 ユー
ザ A がユーザ B に電話をかける と、プロキシ サーバは Cisco SIP IP phone B の呼び出しを試み、
応答がない場合、 コールは Cisco SIP IP phone C に転送されます。 このコール フロー シナ リオ
では、 エン ドユーザはユーザ A、 ユーザ B、 ユーザ C です。 これらのユーザは全員、 IP ネッ ト
ワーク経由で接続された Cisco SIP IP phone を使用します。

コール フロー シナ リオは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ B は、 設定された時間内で電話 （Cisco SIP IP phone B） が応答しないと きは、 着信
コールを Cisco SIP IP phone C に転送するよ うにネッ ト ワークに要求します。

2. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

3. ユーザ B の電話が応答しません。

4. ネッ ト ワークは、 そのコールを Cisco SIP IP phone C に転送します。

10. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 200 OK 応答を SIP プロキシ サーバに送信
します。

11. 200 OK ： SIP プロキシ サーバ
から  Cisco SIP IP phone A へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に転送
します。

12. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を SIP プロキシ サーバに送信します。
この ACK は、 Cisco SIP IP phone A が、 200 OK 応答を Cisco SIP IP 
phone C から受信したこ と を確認します。

13. ACK ： SIP プロキシ サーバか
ら  Cisco SIP IP phone C へ

SIP プロキシ サーバが、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に転送します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone C から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

図 B-13図 B-13図 B-13図 B-13 ネッ ト ワーク  コール転送（ 無応答）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無応答）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無応答）ネッ ト ワーク  コール転送（ 無応答）
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone A が、 SIP INVITE 要求を SIP プロキシ サーバに送信
します。 この INVITE 要求は、ユーザ B に対するコール セッシ ョ ンへの
参加の誘いです。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. INVITE ： SIP プロキシ サーバ
から  SIP リ ダイレ ク ト  サーバ
へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP INVITE 要求を SIP リ ダイレ ク ト  サーバに
送信します。

3. 300 Multiple Choices ： SIP リ
ダイレ ク ト  サーバから  SIP プ
ロキシ サーバへ

SIP リ ダイレ ク ト  サーバが、 SIP 300 Multiple choices （複数選択） メ ッ
セージを SIP プロキシ サーバに送信します。 この メ ッセージは、 ユー
ザ B は、 Cisco SIP IP phone B または SIP IP phone C で応対できる こ と
を示します。

4. ACK ： SIP プロキシ サーバか
ら  SIP リ ダイレ ク ト  サーバへ

SIP プロキシ サーバが SIP ACK 応答を SIP リ ダイレ ク ト  サーバに送信
します。

5. INVITE ： SIP プロキシ サーバ
から  Cisco SIP IP phone B へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

6. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone B から  SIP プロキシ 
サーバへ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 180 Ringing 応答を SIP プロキシ サーバに
送信します。

7. 180 Ringing ： SIP プロキシ 
サーバから  Cisco SIP IP phone 
A へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
転送します。

電話に応答する前に、 時間切れにな り ます。

8. CANCEL （ リ ングのタイムア
ウ ト ） ： SIP プロキシ サーバか
ら  Cisco SIP IP phone B へ

SIP プロキシ サーバが、 通話要求を取 り消すために、 CANCEL 要求を 
Cisco SIP IP phone B に送信します。

9. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 200 OK 応答を SIP プロキシ サーバに送信
します。 この応答は、 取 り消し要求を受信したこ と を確認します。
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

3 方向コール3 方向コール3 方向コール3 方向コール

図 B-14 では、 Cisco SIP IP phone 間での成功した 3 方向コールを示しています。 このコールで
は、 ユーザ B が 2 つの RTP チャネルを混合する こ とによ り、 ユーザ A とユーザ C の間でコン
ファレンス  ブ リ ッジを確立します （通話の橋渡しをします）。 このコール フロー シナ リオで
は、 エン ド  ユーザはユーザ A、 ユーザ B、 ユーザ C です。 これらのユーザは全員、 IP ネッ ト
ワーク経由で接続された Cisco SIP IP phone を使用します。

コール フロー シナ リオは、 次のよ うにな り ます。

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B がその電話に応答します。

3. ユーザ B がユーザ A を保留にします。

4. ユーザ B がユーザ C に電話をかけます。

5. ユーザ C が電話に応答します。

6. ユーザ B がユーザ A を保留から接続に戻します。

10. INVITE ： SIP プロキシ サーバ
から  Cisco SIP IP phone C へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone C に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ C にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

11. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone C から  SIP プロキシ 
サーバへ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 180 Ringing 応答を SIP プロキシ サーバに
送信します。

12. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 200 OK 応答を SIP プロキシ サーバに送信
します。

13. 200 OK ： SIP プロキシ サーバ
から  Cisco SIP IP phone A へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に転送
します。

14. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を SIP プロキシ サーバに送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone 
C から受信したこ と を確認します。

15. ACK ： SIP プロキシ サーバか
ら  Cisco SIP IP phone C へ

SIP プロキシ サーバが、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に転送します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone C から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

図 B-14図 B-14図 B-14図 B-14 3 方向コール3 方向コール3 方向コール3 方向コール
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Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone B から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。

3. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
A に通知します。

Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP phone A から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メディア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone B は、 自身と  Cisco SIP IP phone A の メデ ィア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone B が、 Cisco SIP IP 
phone A によって公示された メディア機能をサポー ト しない場合、
Cisco SIP IP phone B は、 304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、
400 Bad Request 応答を戻します。

4. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone B に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone B から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone B によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、Cisco SIP IP phone B は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。
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Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

5. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レ
ス） を入れたコール途中 INVITE を、 Cisco SIP IP phone A に送信しま
す。 これらのパラ メータは、 コールを保留にするために使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 0.0.0.0

SIP INVITE の c= SDP フ ィールドには、 0.0.0.0 が入っており、 これに
よってコールが保留にな り ます。

6. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

7. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

Cisco SIP IP phone A と  Cisco SIP IP phone B の間の RTP チャネルが切断されます。 ユーザ A は保留にされます。

8. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone C に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ C に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone B が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ B が受信可能な メディア機能が指定されます。

9. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone C から  Cisco SIP IP 
phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone B に
送信します。

10. 200 OK：Cisco SIP IP phone C 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone C が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。この 200 OK 応答は、接続が完了したこ と を Cisco SIP IP phone 
B に通知します。

Cisco SIP IP phone C が、 Cisco SIP IP phone B から送信された INVITE 
メ ッセージで公示された メディア機能をサポー トする場合、 Cisco SIP 
IP phone C は、 自身と  Cisco SIP IP phone B の メディア機能の共通部分
を、 200 OK 応答で公示します。 Cisco SIP IP phone C が、 Cisco SIP IP 
phone B によって公示された メデ ィア機能をサポート しない場合、Cisco 
SIP IP phone C は、304 Warning ヘッダー フ ィールドを付けて、400 Bad 
Request 応答を戻します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

11. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone C へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone C に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone C から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

ACK には、 Cisco SIP IP phone C によって使用される最終セッシ ョ ンの
記述がある メ ッセージ部分が、 含まれている場合があ り ます。 ACK の
メ ッセージ部分が空の場合、Cisco SIP IP phone C は INVITE 要求のセッ
シ ョ ン記述を使用します。

SIP IP phone B と  SIP IP phone C の間に、 双方向 RTP チャネルが確立されます。

12. INVITE ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 コール途中 INVITE を Cisco SIP IP phone A に
送信します。 このコール途中 INVITE には、 直前の INVITE と同じ  Call 
ID、 および新規の SDP セッシ ョ ン パラ メータ （IP アド レス） が含まれ
ており、 これらは、 コールを再確立するのに使用されます。

Call_ID=1 
SDP:c=IN IP4 10.10.10.0

IP フォン A と  IP フォン B の間でコールを再確立するために、IP フォン 
B の IP アド レスが c= SDP フ ィールドに挿入されます。

13. 200 OK：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone B に送信
します。

14. ACK ： Cisco SIP IP phone B か
ら  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone A に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone B が Cisco SIP IP phone A から  200 OK 
応答を受信したこ との確認です。

SIP IP phone B は、ユーザ A ～ユーザ B 間の RTP チャネルとユーザ B ～ユーザ C 間のチャネルを混合するブ リ ッ
ジと して働き、 ユーザ A ～ユーザ C 間の通話の橋渡しをします。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

Cisco SIP IP Phone からバッ クアッ プ  プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコールCisco SIP IP Phone からバッ クアッ プ  プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコールCisco SIP IP Phone からバッ クアッ プ  プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコールCisco SIP IP Phone からバッ クアッ プ  プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコール

図 B-15 では、 Cisco SIP IP phone から、バッ クアップ プロキシの役目をするゲー ト ウェイへの
成功したコールを示しています。

図 B-15図 B-15図 B-15図 B-15 Cisco SIP IP phone からバッ クアッ プ  プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコールCisco SIP IP phone からバッ クアッ プ  プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコールCisco SIP IP phone からバッ クアッ プ  プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコールCisco SIP IP phone からバッ クアッ プ  プロキシの役目をするゲート ウェ イへのコール
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone か
らプラ イマ リ  プロキシへ

Cisco SIP IP phone は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 プ
ロキシとの接続を試みます。

2. INVITE ：Cisco SIP IP phone か
らプラ イマ リ  プロキシへ
（2 回目の試行）

Cisco SIP IP phone は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 プ
ロキシとの 2 回目の接続試行を行います。

3. INVITE ：Cisco SIP IP phone か
らプラ イマ リ  プロキシへ
（3 回目の試行）

Cisco SIP IP phone は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 プ
ロキシとの 3 回目の接続試行を行います。

4. INVITE ：Cisco SIP IP phone か
らプラ イマ リ  プロキシへ
（4 回目の試行）

Cisco SIP IP phone は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 プ
ロキシとの 4 回目の接続試行を行います。

5. INVITE ：Cisco SIP IP phone か
らプラ イマ リ  プロキシへ
（5 回目の試行）

Cisco SIP IP phone は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 プ
ロキシとの 5 回目の接続試行を行います。

6. INVITE ：Cisco SIP IP phone か
らプラ イマ リ  プロキシへ
（6 回目の試行）

Cisco SIP IP phone は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 プ
ロキシとの 6 回目の接続試行を行います。

7. INVITE ：Cisco SIP IP phone か
らプラ イマ リ  プロキシへ
（7 回目の試行）

Cisco SIP IP phone は、 プロキシとの 7 回目の接続試行を行います。 こ
の試行後も接続が失敗する場合、 「Network Delay, Trying Backup」 メ ッ
セージが IP フォンに表示されます。

8. INVITE ：Cisco SIP IP phone か
らゲー ト ウェイ
（バッ クアップ プロキシ） へ

Cisco SIP IP phone は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、
ゲー ト ウェイ （バッ クアップ プロキシ） との接続を試みます。

9. Setup ： ゲー ト ウェ イ と  
PBX 間

ゲー ト ウェイ と  PBX 間の Call Setup （呼設定） が開始されます。 Call 
Setup には、ユーザ A がユーザ B を呼び出すと きに行われる、標準 ト ラ
ンザクシ ョ ンが含まれます。

10. Call Proceeding ： PBX から
ゲー ト ウェイへ

PBX が、 Call Setup 要求を確認応答するために、 Call Proceeding （呼設
定処理中） メ ッセージをゲー ト ウェイに送信します。

11. 100 Trying ： ゲー ト ウェイか
ら  Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） へ

ゲー ト ウェイは、 SIP 100 Trying 応答をユーザ A に送信します。 この 
100 Trying 応答は、 ゲー ト ウェイが INVITE 要求を受信したこ と を示し
ます。

12. Alerting ： PBX から
ゲー ト ウェイへ

PBX が、 Alert （呼び出し中） メ ッセージをゲート ウェイに送信します。
Alert メ ッセージは、PBX がゲー ト ウェ イから  100 Trying Ringing 応答を
受信したこ と を示します。

13. 180 Ringing ： ゲー ト ウェイか
ら  Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） へ

ゲー ト ウェイが、 SIP 180 Ringing 応答をユーザ A に送信します。 この 
180 Ringing 応答は、 ゲー ト ウェ イが呼び出しを受けている こ と を示し
ます。

14. Connect ： PBX から
ゲー ト ウェイへ

PBX が、 Connect （接続） メ ッセージをゲー ト ウェイに送信します。
Connect メ ッセージは、 接続が完了したこ と をゲー ト ウェ イに通知しま
す。

15. 200 OK ： ゲー ト ウェ イから
Cisco SIP IP phone （ユーザ A）
へ

ゲー ト ウェイが、 SIP 200 OK 応答をユーザ A に送信します。 200 OK 応
答は、 接続が完了したこ と をユーザ A に通知します。
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

バッ クアッ プ  プロキシを経由した Cisco SIP IP Phone 相互間のコールバッ クアッ プ  プロキシを経由した Cisco SIP IP Phone 相互間のコールバッ クアッ プ  プロキシを経由した Cisco SIP IP Phone 相互間のコールバッ クアッ プ  プロキシを経由した Cisco SIP IP Phone 相互間のコール

図 B-16 では、 バッ クアップ プロキシを経由して Cisco SIP IP phone 相互間で成功したコール
を示しています。

16. ACK ： Cisco SIP IP phone 
（ユーザ A） からゲー ト ウェイ
へ

ユーザ A はゲー ト ウェイに SIP ACK を送信します。 この ACK は、ユー
ザ A が 200 OK 応答を受信したこ と を確認します。 これで、 コール 
セッシ ョ ンがアクテ ィブにな り ました。

17. Connect ACK ： ゲー ト ウェイ
から  PBX へ

ゲー ト ウェイが、 PBX の Connect メ ッセージに対して確認応答します。

18. BYE ： Cisco SIP IP phone 
（ユーザ A） からゲー ト ウェイ
へ

ユーザ A は、 コール セッシ ョ ンを終了させ、 SIP BYE 要求をゲート
ウェイに送信します。 この BYE 要求は、 ユーザ A がコールを解放した
いこ と を示します。

19. Disconnect ： ゲート ウェイか
ら  PBX へ

ゲー ト ウェイが、 Disconnect （切断） メ ッセージを PBX に送信します。

20. Release ： PBX からゲー ト ウェ
イへ

PBX が、 Release （解放） メ ッセージをゲー ト ウェイに送信します。

21. 200 OK ： ゲー ト ウェ イから
Cisco SIP IP phone （ユーザ A）
へ

ゲー ト ウェイが、 SIP 200 OK 応答をユーザ A に送信します。 この 200 
OK 応答は、 ゲー ト ウェ イが BYE 要求を受信したこ と をユーザ A に通
知します。

22. Release Complete ： ゲー ト
ウェイから  PBX へ

ゲー ト ウェイが Release Complete （解放完了） メ ッセージを PBX に送
信し、 コール セッシ ョ ンが終了します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明



B-54B-54B-54B-54
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

図 B-16図 B-16図 B-16図 B-16 バッ クアッ プ  プロキシを経由した Cisco SIP IP phone 相互間で成功したコールバッ クアッ プ  プロキシを経由した Cisco SIP IP phone 相互間で成功したコールバッ クアッ プ  プロキシを経由した Cisco SIP IP phone 相互間で成功したコールバッ クアッ プ  プロキシを経由した Cisco SIP IP phone 相互間で成功したコール

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） からプラ イマ リ  
プロキシへ

Cisco SIP IP phone （ユーザ A） は、 INVITE メ ッセージを送信する こ と
によって、 プラ イマ リ  プロキシとの接続を試みます。

2. INVITE ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） からプラ イマ リ  
プロキシへ （2 回目の試行）

ユーザ A は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 プラ イマ リ  
プロキシとの 2 回目の接続試行を行います。

3. INVITE ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） からプラ イマ リ  
プロキシへ （3 回目の試行）

ユーザ A は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 プラ イマ リ  
プロキシとの 3 回目の接続試行を行います。

4. INVITE ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） からプラ イマ リ  
プロキシへ （4 回目の試行）

ユーザ A は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 プラ イマ リ  
プロキシとの 4 回目の接続試行を行います。
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B-55B-55B-55B-55
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

5. INVITE ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） からプラ イマ リ  
プロキシへ （5 回目の試行）

ユーザ A は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 プラ イマ リ  
プロキシとの 5 回目の接続試行を行います。

6. INVITE ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） からプラ イマ リ  
プロキシへ （6 回目の試行）

ユーザ A は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 プラ イマ リ  
プロキシとの 6 回目の接続試行を行います。

7. INVITE ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） からプラ イマ リ  
プロキシへ （7 回目の試行）

ユーザ A は、 プラ イマ リ  プロキシとの 7 回目の接続試行を行います。
この試行後も接続が失敗する場合、 「Network Delay, Trying Backup」
メ ッセージが IP フォンに表示されます。

8. INVITE ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ A）からバッ クアップ 
プロキシへ

ユーザ A は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 バッ クアッ
プ プロキシとの接続を試みます。

9. 100 Trying ： バッ クアップ プ
ロキシから  Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） へ

バッ クアップ プロキシが、 SIP 100 Trying 応答を Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） に送信します。 この 100 Trying 応答は、 バッ クアップ プロ
キシが INVITE 要求を受信したこ と を示します。

10. INVITE ： バッ クアップ プロキ
シから  Cisco SIP IP phone
（ユーザ B） へ

バッ クアップ プロキシは、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって
ユーザ B との接続を試みます。

11. 100 Trying：Cisco SIP IP phone
（ユーザ B）からバッ クアップ 
プロキシへ

ユーザ B が、 SIP 100 Trying 応答をバッ クアップ プロキシに送信しま
す。 この 100 Trying 応答は、ユーザ B が INVITE 要求を受信したこ と を
示します。

12. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone （ユーザ B） からバッ ク
アップ プロキシへ

ユーザ B が、 SIP 180 Ringing 応答をバッ クアップ プロキシに送信しま
す。 180 Ringing 応答は、 ユーザ B を呼び出し中である こ と を示します。

13. 180 Ringing ： バッ クアップ プ
ロキシから  Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） へ

バッ クアップ プロキシが、 SIP 180 Ringing 応答をユーザ A に送信しま
す。 この 180 Ringing 応答は、 バッ クアップ プロキシが呼び出しを受け
ている こ と を示します。

14. 200 OK ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ B）からバッ クアップ 
プロキシへ

ユーザ B が、 SIP 200 OK 応答をバッ クアップ プロキシに送信します。
200 OK 応答は、 接続が完了したこ と をバッ クアップ プロキシに通知し
ます。

15. 200 OK ： バッ クアップ プロ
キシから  Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） へ

バッ クアップ プロキシが、 SIP 200 OK 応答をユーザ A に送信します。
この 200 OK 応答は、 接続が完了したこ と をユーザ A に通知します。

16. ACK ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ A）からバッ クアップ 
プロキシへ

ユーザ A は、 バッ クアップ プロキシの Connect メ ッセージに対して確
認応答します。

17. ACK ： バッ クアップ プロキシ
から  Cisco SIP IP phone
（ユーザ B） へ

バッ クアップ プロキシは、 ユーザ B の Connect メ ッセージに対して確
認応答します。

18. BYE ： Cisco SIP IP phone 
（ユーザ A）からバッ クアップ 
プロキシへ

ユーザ A は、 コール セッシ ョ ンを終了させ、 SIP BYE 要求をバッ ク
アップ プロキシに送信します。 この BYE 要求は、 ユーザ A がコールを
解放したいこ とを示します。

19. BYE ： バッ クアップ プロキシ
から  Cisco SIP IP phone
（ユーザ B） へ

バッ クアップ プロキシはコール セッシ ョ ンを終了させ、 SIP BYE 要求
をユーザ B に送信します。 この BYE 要求は、バッ クアップ プロキシが
コールを解放したいこ とを示します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明



B-56B-56B-56B-56
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

緊急プロキシを使用した Cisco SIP IP 緊急プロキシを使用した Cisco SIP IP 緊急プロキシを使用した Cisco SIP IP 緊急プロキシを使用した Cisco SIP IP PPPPhone 相互間のコールhone 相互間のコールhone 相互間のコールhone 相互間のコール

図 B-17 では、緊急プロキシを経由して Cisco SIP IP phone 相互間で成功したコールを示してい
ます。 ユーザ B は、 dialplan.xml フ ァ イル内で 「Route」 属性を 「emergency」 と指定したダイヤ
ル テンプレー トの内線です。

図 B-17図 B-17図 B-17図 B-17 緊急プロキシを経由した Cisco SIP IP phone 相互間で成功したコール緊急プロキシを経由した Cisco SIP IP phone 相互間で成功したコール緊急プロキシを経由した Cisco SIP IP phone 相互間で成功したコール緊急プロキシを経由した Cisco SIP IP phone 相互間で成功したコール

20. 200 OK ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ B）からバッ クアップ 
プロキシへ

ユーザ B が、 SIP 200 OK 応答をバッ クアップ プロキシに送信します。
この 200 OK 応答は、 ユーザ B が BYE 要求を受信したこ と をバッ ク
アップ プロキシに通知します。

21. 200 OK ： バッ クアップ プロ
キシから
Cisco SIP IP phone （ユーザ A）
へ

バッ クアップ プロキシが、 SIP 200 OK 応答をユーザ A に送信します。
この 200 OK 応答は、 バッ クアップ プロキシが BYE 要求を受信したこ
と をユーザ A に通知します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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B-57B-57B-57B-57
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ成功したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ A） から緊急プロキシ
へ

Cisco SIP IP phone は、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによって、 緊
急プロキシとの接続を試みます。 緊急ルー ト用のダイヤル テンプレー
トの一致が検査されます。

2. 100 Trying ：緊急プロキシか
ら  Cisco SIP IP phone （ユーザ 
A） へ

緊急プロキシは、 SIP 100 Trying 応答をユーザ A に送信します。 この 
100 Trying 応答は、 緊急プロキシが INVITE 要求を受信したこ と を示し
ます。

3. INVITE ：緊急プロキシから  
Cisco SIP IP phone （ユーザ B）
へ

緊急プロキシは、 INVITE メ ッセージを送信する こ とによってユーザ B 
との接続を試みます。

4. 100 Trying：Cisco SIP IP phone
（ユーザ B） から緊急プロキシ
へ

ユーザ B が、 SIP 100 Trying 応答を緊急プロキシに送信します。 この 
100 Trying 応答は、ユーザ B が INVITE 要求を受信したこ と を示します。

5. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone （ユーザ B） から緊急プ
ロキシへ

ユーザ B が、 SIP 180 Ringing 応答を緊急プロキシに送信します。 180 
Ringing 応答は、 ユーザ B を呼び出し中である こ と を示します。

6. 180 Ringing ：緊急プロキシか
ら  Cisco SIP IP phone （ユーザ 
A） へ

緊急プロキシが、 SIP 180 Ringing 応答をユーザ A に送信します。 この 
180 Ringing 応答は、 緊急プロキシが呼び出しを受けている こ と を示し
ます。

7. 200 OK ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ B） から緊急プロキシ
へ

ユーザ B が、 SIP 200 OK 応答を緊急プロキシに送信します。 200 OK 応
答は、 接続が完了したこ と を緊急プロキシに通知します。

8. 200 OK ：緊急プロキシから  
Cisco SIP IP phone （ユーザ A）
へ

緊急プロキシが、 SIP 200 OK 応答をユーザ A に送信します。 この 200 
OK 応答は、 接続が完了したこ と をユーザ A に通知します。

9. ACK ： Cisco SIP IP phone 
（ユーザ A） から緊急プロキシ
へ

ユーザ A は、 緊急プロキシの Connect メ ッセージに対して確認応答し
ます。

10. ACK ：緊急プロキシから  
Cisco SIP IP phone （ユーザ B）
へ

緊急プロキシは、 ユーザ B の Connect メ ッセージに対して確認応答し
ます。

11. BYE ： Cisco SIP IP phone 
（ユーザ A） から緊急プロキシ
へ

ユーザ A は、 コール セッシ ョ ンを終了させ、 SIP BYE 要求を緊急プロ
キシに送信します。 この BYE 要求は、 ユーザ A がコールを解放したい
こ と を示します。

12. BYE ：緊急プロキシから  
Cisco SIP IP phone （ユーザ B）
へ

緊急プロキシはコール セッシ ョ ンを終了させ、SIP BYE 要求をユーザ B 
に送信します。 この BYE 要求は、 緊急プロキシがコールを解放したい
こ と を示します。

13. 200 OK ： Cisco SIP IP phone
（ユーザ B） から緊急プロキシ
へ

ユーザ B が、 SIP 200 OK 応答を緊急プロキシに送信します。 この 200 
OK 応答は、 ユーザ B が BYE 要求を受信したこ と を緊急プロキシに通
知します。

14. 200 OK ：緊急プロキシから  
Cisco SIP IP phone （ユーザ A）
へ

緊急プロキシが、 SIP 200 OK 応答をユーザ A に送信します。 この 200 
OK 応答は、 緊急プロキシが BYE 要求を受信したこ と をユーザ A に通
知します。



B-58B-58B-58B-58
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ
次の項では、 コールが失敗した場合のコール フローについて説明します。

• ゲー ト ウェイ と  Cisco SIP IP Phone 間のコール （P. B-58）

• Cisco SIP IP Phone 相互間のコール （P. B-63）

ゲート ウェ イと  Cisco SIP IP ゲート ウェ イと  Cisco SIP IP ゲート ウェ イと  Cisco SIP IP ゲート ウェ イと  Cisco SIP IP PPPPhone 間のコールhone 間のコールhone 間のコールhone 間のコール

次のシナ リオは、ゲー ト ウェイ と  Cisco SIP IP phone 間におけるコールの失敗について説明しま
す。

• 着呼側のユーザが話し中 （P. B-58）

• 着呼側のユーザが応答しない （P. B-60）

• ク ラ イアン ト 、 サーバ、 またはグローバルのエラー （P. B-61）

着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中

図 B-18 では、 失敗したコールの一例を示しています。 このコールでは、 ユーザ A がユーザ B 
に電話をかけましたが、 ユーザ B は話し中で、 別の電話を受ける こ とができないか、 受ける こ
と を拒否しました。

図 B-18図 B-18図 B-18図 B-18 着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中
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B-59B-59B-59B-59
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. Setup：PBX A とゲー ト ウェ イ  
1 間

PBX A とゲー ト ウェイ  1 の間で Setup （呼設定） が開始されます。 呼設
定の内容は、 ユーザ A がユーザ B に電話をかける際に行われる標準的
な ト ランザクシ ョ ンです。

2. INVITE ： ゲー ト ウェ イ  1 から
Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェ イ  1 は、 SIP URL 電話番号をダイヤルピアにマップします。
ダイヤルピアには、 接続先の SIP 対応エンテ ィテ ィの IP アド レス と
ポー ト番号が入っています。 ゲー ト ウェ イ  1 は、 SIP INVITE 要求を、
ダイヤルピアと して受け取ったアド レス （このシナ リオでは、Cisco SIP 
IP phone） に送信します。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• Cisco SIP IP phone の IP アド レスが、Request-URI フ ィールドに挿入
されます。

• PBX A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From フ ィールドに示
されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

• ゲー ト ウェ イが RTP データを受信するポー トが指定されます。

3. Call Proceeding ： ゲー ト ウェ
イ  1 から  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Call Setup 要求を確認応答するために、 Call 
Proceeding （呼設定処理中） メ ッセージを PBX A に送信します。

4. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
からゲー ト ウェイ  1 へ

Cisco SIP IP phone が、ゲー ト ウェイ  1 に SIP 100 Trying 応答を送信しま
す。 この 100 Trying 応答は、Cisco SIP IP phone が INVITE 要求を受信し
たこ と を示します。

5. 486 Busy Here ： Cisco SIP IP 
phone からゲー ト ウェイ  1 へ

Cisco SIP IP phone が、 SIP 486 Busy Here 応答をゲー ト ウェ イ  1 に送信
します。 この 486 Busy Here 応答は、 ユーザ B との接触が成功したもの
の、 ユーザ B が電話を受ける こ と を拒否しているか、 受ける こ とがで
きないこ とを示すク ラ イアン ト  エラー応答です。

6. Disconnect （Busy） ： ゲート
ウェイ  1 から  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Disconnect （切断） メ ッセージを PBX A に送信しま
す。

7. Release ： PBX A からゲート
ウェイ  1 へ

PBX A が、 Release （解放） メ ッセージをゲー ト ウェイ  1 に送信します。

8. ACK ： ゲー ト ウェ イ  1 から  
Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 SIP ACK を Cisco SIP IP phone に送信します。 この 
ACK は、 ユーザ A が 486 Busy Here 応答を受信したこ と を確認します。
これで、 コール セッシ ョ ンの試行は終了される こ とにな り ます。

9. Release Complete ： ゲー ト
ウェイ  1 から  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Release Complete （解放完了） メ ッセージを PBX A 
に送信し、 コール セッシ ョ ンの試行は終了します。



B-60B-60B-60B-60
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ

着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない

図 B-19 では、ユーザ A がユーザ B に電話をかけ、ユーザ B が応答しない場合のコール フロー
を示しています。

図 B-19図 B-19図 B-19図 B-19 着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. Setup：PBX A とゲー ト ウェイ  
1 間

PBX A とゲー ト ウェ イ  1 の間で Setup （呼設定） が開始されます。 呼設
定の内容は、 ユーザ A がユーザ B に電話をかける際に行われる標準的
な ト ランザクシ ョ ンです。

2. INVITE ： ゲー ト ウェイ  1 から
Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェイ  1 は、 SIP URL 電話番号をダイヤルピアにマップします。
ダイヤルピアには、 接続先の SIP 対応エンテ ィテ ィの IP アド レス と
ポー ト番号が入っています。 ゲー ト ウェイ  1 は、 SIP INVITE 要求を、
ダイヤルピアと して受け取ったアド レス （このシナ リオでは、Cisco SIP 
IP phone ） に送信します。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• Cisco SIP IP phone の IP アド レスが、Request-URI フ ィールドに挿入
されます。

• PBX A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From フ ィールドに示
されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

• ゲー ト ウェイ上の RTP データを受信するポー トが指定されます。

3. Call Proceeding ： ゲー ト ウェ
イ  1 から  PBX A へ

ゲー ト ウェイ  1 が、 Call Setup 要求を確認応答するために、 Call 
Proceeding （呼設定処理中） メ ッセージを PBX A に送信します。

IP

SIP IP 
 B

3. Call Proceeding

11. Release Complete

8. Disconnect

6. Alerting

1. Setup

PBX A A GW1 IP 

4. 100 Trying

10. 200 OK

5. 180 Ringing

7. CANCEL

2. INVITE

9. Release
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B-61B-61B-61B-61
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ

クライアント 、 サーバ、 またはグローバルのエラークライアント 、 サーバ、 またはグローバルのエラークライアント 、 サーバ、 またはグローバルのエラークライアント 、 サーバ、 またはグローバルのエラー

図 B-20 では、 失敗したコールの一例を示しています。 このコールでは、 ユーザ A がユーザ B 
に電話をかけましたが、 ク ラス  4xx、 5xx、 または 6xx の応答を受け取 り ました。

4. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
からゲー ト ウェイ  1 へ

Cisco SIP IP phone が、ゲー ト ウェ イ  1 に SIP 100 Trying 応答を送信しま
す。 この 100 Trying 応答は、Cisco SIP IP phone が INVITE 要求を受信し
たこ と を示します。

5. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone からゲー ト ウェ イ  1 へ

Cisco SIP IP phone は、 SIP 180 Ringing 応答をゲー ト ウェイ  1 に送信し
ます。 この 180 Ringing 応答は、 ユーザが呼び出しを受けている こ と を
示します。

6. Alerting：ゲー ト ウェイ  1 から  
PBX A へ

ゲー ト ウェイ  1 が、 Alert （呼出中） メ ッセージを PBX A に送信します。

7. CANCEL （ リ ングのタイムア
ウ ト ） ： ゲー ト ウェイ  1 から
Cisco SIP IP phone へ

Cisco SIP IP phone が INVITE 要求に割 り当てられている時間内に適切な
応答を返さなかったため、 ゲー ト ウェイ  1 は Cisco SIP IP phone に SIP 
CANCEL 要求を送信します。 CANCEL 要求は、 同じ  Call ID、 To、
From、 および CSeq の各ヘッダー フ ィールドの値を指定して、 保留中
の要求を取 り消します。

8. Disconnect ： ゲート ウェイ  1 
から  PBX A へ

ゲー ト ウェイ  1 が、 Disconnect （切断） メ ッセージを PBX A に送信しま
す。

9. Release ： PBX A からゲー ト
ウェイ  1 へ

PBX A が、 Release （解放） メ ッセージをゲー ト ウェ イ  1 に送信し、
コール セッシ ョ ンの試行は終了します。

10. 200 OK：Cisco SIP IP phone か
らゲー ト ウェイ  1 へ

Cisco SIP IP phone が、ゲー ト ウェイ  1 に SIP 200 OK 応答を送信します。
この 200 OK 応答は、Cisco IP phone が CANCEL 要求を受け取ったこ と
の確認です。 これで、 コール セッシ ョ ンの試行は終了される こ とにな
り ます。

11. Release Complete ： ゲー ト
ウェイ  1 から  PBX A へ

ゲー ト ウェイ  1 が、 Release Complete （解放完了） メ ッセージを PBX A 
に送信し、 コール セッシ ョ ンが終了します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明



B-62B-62B-62B-62
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ

図 B-20図 B-20図 B-20図 B-20 クライアント 、 サーバ、 またはグローバルのエラークライアント 、 サーバ、 またはグローバルのエラークライアント 、 サーバ、 またはグローバルのエラークライアント 、 サーバ、 またはグローバルのエラー

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. Setup：PBX A とゲー ト ウェ イ  
1 間

PBX A とゲー ト ウェイ  1 の間で Setup （呼設定） が開始されます。 呼設
定の内容は、 ユーザ A がユーザ B に電話をかける際に行われる標準的
な ト ランザクシ ョ ンです。

2. INVITE ： ゲー ト ウェ イ  1 から
Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェ イ  1 は、 SIP URL 電話番号をダイヤルピアにマップします。
ダイヤルピアには、 接続先の SIP 対応エンテ ィテ ィの IP アド レス と
ポー ト番号が入っています。 ゲー ト ウェ イ  1 は、 SIP INVITE 要求を、
ダイヤルピアと して受け取ったアド レス （このシナ リオでは、Cisco SIP 
IP phone ） に送信します。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• Cisco SIP IP phone の IP アド レスが、Request-URI フ ィールドに挿入
されます。

• PBX A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From フ ィールドに示
されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

• ゲー ト ウェ イが RTP データを受信するポー トが指定されます。

3. Call Proceeding ： ゲー ト ウェ
イ  1 から  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Call Setup 要求を確認応答するために、 Call 
Proceeding （呼設定処理中） メ ッセージを PBX A に送信します。
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B-63B-63B-63B-63
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ

Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP Cisco SIP IP PPPPhone 相互間のコールhone 相互間のコールhone 相互間のコールhone 相互間のコール

次のシナ リオは、 Cisco SIP IP phone 相互間の場合です。

• 着呼側のユーザが話し中 （P. B-63）

• 着呼側のユーザが応答しない （P. B-64）

• 認証エラー （P. B-66）

着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中

図 B-21 では、 失敗したコールの一例を示しています。 このコールでは、 ユーザ A がユーザ B 
に電話をかけましたが、 ユーザ B は話し中で、 別の電話を受ける こ とができないか、 受ける こ
と を拒否しました。

4. 100 Trying：Cisco SIP IP phone 
からゲー ト ウェイ  1 へ

Cisco SIP IP phone が、ゲー ト ウェイ  1 に SIP 100 Trying 応答を送信しま
す。 この 100 Trying 応答は、Cisco SIP IP phone が INVITE 要求を受信し
たこ と を示します。

5. 4xx/5xx/6xx 障害 ：
Cisco SIP IP phone から
ゲー ト ウェイ  1 へ

Cisco SIP IP phone が、 ク ラス  4xx、 5xx、 またはク ラス  6xx の障害応答
をゲー ト ウェ イ  1 に送信します。 障害応答のク ラスに応じて、 コールの
アクシ ョ ンは異な り ます。

Cisco SIP IP phone が、 ク ラス  4xx 障害応答 （ク ラ イアン ト  エラーであ
る こ とが明確な障害応答） を送信した場合、 要求は、 変更しないまま再
試行される こ とはあ り ません。

Cisco SIP IP phone が、 ク ラス  5xx 障害応答 （サーバ エラーである こ と
が不明確な障害） を送信した場合、 要求は打ち切られず、 他の可能な位
置で検索が試行されます。

Cisco SIP IP phone が、 ク ラス  6xx 障害応答 （グローバル エラー） を送
信した場合、 ユーザ B の検索は打ち切られます。 6xx 応答は、 サーバは
ユーザ B に関する明確が情報をもっているが、 Request-URI フ ィールド
に指定された特定のインスタンスに対する ものではないこ とを示してい
るからです。 したがって、 このユーザに対するそれ以上の検索は、 すべ
て失敗する こ とにな り ます。

6. Disconnect ： ゲー ト ウェイ  1 
から  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Disconnect （切断） メ ッセージを PBX A に送信しま
す。

7. Release ： PBX A から
ゲー ト ウェイ  1 へ

PBX A が、 Release （解放） メ ッセージをゲー ト ウェイ  1 に送信します。

8. ACK ： ゲー ト ウェ イ  1 から  
Cisco SIP IP phone へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 SIP ACK を Cisco SIP IP phone に送信します。 この 
ACK は、 ゲー ト ウェイ  1 がク ラス  4xx、 5xx、 または 6xx の障害応答を
受信したこ と を確認します。 これで、 コール セッシ ョ ンの試行は終了
される こ とにな り ます。

9. Release Complete ：
ゲー ト ウェイ  1 から  PBX A へ

ゲー ト ウェ イ  1 が、 Release Complete （解放完了） メ ッセージを PBX A 
に送信し、 コール セッシ ョ ンの試行は終了します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明



B-64B-64B-64B-64
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ

図 B-21図 B-21図 B-21図 B-21 着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中着呼側のユーザが話し中

着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない

図 B-22 では、 失敗したコールの一例を示しています。 このコールでは、 ユーザ A がユーザ B 
に電話をかけましたが、 ユーザ B が応答しませんでした。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. 486 Busy Here ： Cisco SIP IP 
phone B から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、486 Busy here メ ッセージを Cisco SIP IP phone  
A に送信します。 この メ ッセージは、 Cisco SIP IP phone B が使用中で、
ユーザが別の電話を受ける こ と を拒否しているか、 受ける こ とができ
ないこ と を示しています。

3. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP ACK を Cisco SIP IP phone B に送信します。
この ACK は、Cisco SIP IP phone A が Cisco SIP IP phone B から  486 Busy 
Here 応答を受信したこ との確認です。
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B-65B-65B-65B-65
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ

図 B-22図 B-22図 B-22図 B-22 着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない着呼側のユーザが応答しない

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、SIP INVITE 要求を Cisco SIP IP phone B に送信
します。 INVITE 要求は、 ユーザ B にコール セッシ ョ ンへの参加を促し
ます。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形式
で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E メー
ル アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、 user 
は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド レ
ス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI アド
レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールドに
挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールドに
示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. 180 Ringing ： Cisco SIP IP 
phone B から  Cisco SIP IP 
phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、 SIP 180 Ringing 応答を Cisco SIP IP phone A に
送信します。

3. CANCEL （ リ ングのタイムア
ウ ト ） ： Cisco SIP IP phone A 
から  Cisco SIP IP phone B へ

Cisco SIP IP phone A が、CANCEL 要求を Cisco SIP IP phone B に送信し
て、 通話要求を取 り消します。

4. 200 OK ：Cisco SIP IP phone B 
から  Cisco SIP IP phone A へ

Cisco SIP IP phone B が、SIP 200 OK 応答を Cisco SIP IP phone A に送信
します。 この応答は、 キャンセル要求を受け取ったこ との確認です。

IP
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ

認証エラー認証エラー認証エラー認証エラー

図 B-23 では、 失敗したコールの一例を示しています。 このコールでは、 ユーザ A がユーザ B 
に電話をかけましたが、 プロキシ サーバによって認証証明書を要求されました。 ユーザ A の 
SIP IP phone は、 認証証明書を組み込んだ SIP INVITE 要求によってコールをや り直します。

図 B-23図 B-23図 B-23図 B-23 認証エラー認証エラー認証エラー認証エラー

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明

1. INVITE ：Cisco SIP IP phone A 
から  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone A が、 SIP INVITE 要求を SIP プロキシ サーバに送
信します。 この INVITE 要求は、 ユーザ B に対するコール セッシ ョ ン
への参加の誘いです。

INVITE 要求の内容は、 次のとおりです。

• ユーザ B の電話番号が、 Request-URI フ ィールドに、 SIP URL 形
式で挿入されます。 SIP URL は、 ユーザ B のアド レスを示し、 E 
メール アド レスに似た形式になっています （user@host、 こ こで、
user は電話番号、 host はド メ イン名または数値ネッ ト ワーク  アド
レス）。 たとえば、 ユーザ B に対する  INVITE 要求の Request-URI 
フ ィールドは、 「INVITE sip:555-0002@companyb.com; user=phone」
のよ うにな り ます。 「user=phone」 パラ メータは、 Request-URI ア
ド レスがユーザ名ではな く電話番号である こ と を指定します。

• Cisco SIP IP phone A が、 コール セッシ ョ ン開始側と して、 From 
フ ィールドに示されます。

• そのコールに固有の数値 ID が割 り当てられ、 Call ID フ ィールド
に挿入されます。

• 単一コール レグ内の ト ランザクシ ョ ン番号が、 CSeq フ ィールド
に示されます。

• ユーザ A が受信可能な メディア機能が指定されます。

2. 407 Authentication Error ： SIP 
プロキシ サーバから  Cisco 
SIP IP phone A へ

SIP プロキシ サーバが、 SIP 407 Authentication Error （認証エラー） 応
答を Cisco SIP IP phone A に送信します。

IP
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ

3. ACK ： Cisco SIP IP phone A か
ら  SIP プロキシ サーバへ

Cisco SIP IP phone A が、 SIP ACK を SIP プロキシ サーバに送信して、
407 エラー メ ッセージの確認応答をします。

4. Resend INVITE ： Cisco SIP IP 
phone  A から  SIP プロキシ 
サーバへ

Cisco SIP IP phone A が、 認証証明書を含む SIP INVITE を SIP IP プロ
キシ サーバに再送します。

ステッ プステッ プステッ プステッ プ アクショ ンアクショ ンアクショ ンアクショ ン 説明説明説明説明
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付録 B      付録 B      付録 B      付録 B      SIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フローSIP のコール フロー

失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ失敗したコールのコール フロー シナリオ
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A P P E N D I X C
技術仕様技術仕様技術仕様技術仕様

この付録では、 Cisco SIP IP phone の技術仕様を記述します。

• 物理仕様および稼働環境仕様 （P. C-1）

• ケーブル仕様 （P. C-2）

• 各種規定への準拠 （P. C-2）

• 接続仕様 （P. C-3）

物理仕様および稼働環境仕様物理仕様および稼働環境仕様物理仕様および稼働環境仕様物理仕様および稼働環境仕様
次の表は、 Cisco SIP IP phone の物理仕様と稼働環境仕様を示しています。

表 C-1表 C-1表 C-1表 C-1 Cisco SIP IP phone の物理仕様と稼働環境仕様Cisco SIP IP phone の物理仕様と稼働環境仕様Cisco SIP IP phone の物理仕様と稼働環境仕様Cisco SIP IP phone の物理仕様と稼働環境仕様

仕様仕様仕様仕様 値または範囲値または範囲値または範囲値または範囲

動作温度 0 ～ 40°C （32 ～ 104°F）

動作相対湿度 10 ～ 95% （結露しないこ と ）

保管温度 –10 ～ 60°C （14 ～ 140°F）

高さ 20.32 cm （8 インチ）

幅 26.67 cm （10.5 インチ）

奥行 15.24 cm （6 インチ）

重量 1.6 kg （3.5 ポン ド ）

電源 100 ～ 240 VAC、 50 ～ 60 Hz、 0.5 A ： AC アダプタの使用時。

48 VDC、 0.2 A ：ネッ ト ワーク  ケーブルを介したインラ イン電
源の使用時

ケーブル 10 Mbps ケーブルの場合、 カテゴ リ  3 を 2 ペア。
100 Mbps ケーブルの場合、 カテゴ リ  5 を 2 ペア

距離要件 イーサネッ ト仕様をサポー ト しているため、 IP フォンのほと
んどは、 IP フォン配線室から  100 m （330 ft） 以内に設置され
る と想定しています。



C-2C-2C-2C-2
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

付録 C      付録 C      付録 C      付録 C      技術仕様技術仕様技術仕様技術仕様

ケーブル仕様ケーブル仕様ケーブル仕様ケーブル仕様

ケーブル仕様ケーブル仕様ケーブル仕様ケーブル仕様
Cisco SIP IP phone を接続するには、 次のケーブルが必要です。

• RJ-11、 受話器の接続用。

• RJ-45 ジャ ッ ク、 LAN 接続用 （10/100 SW のラベル付き）。

• RJ-45 ジャ ッ ク、 2 つ目の 10Base-T 準拠の接続用 （100/100 PC のラベル付き）。

• 48 V 電源コネク タ。 IP フォン電源ジャ ッ ク （Switchcraft 712A） の中央ピンの直径は、 0.1 
インチ （2.5 mm）。 中央ピンは正 （+） 電圧。 IP フォン上の電源ジャ ッ クに合う小型電源プ
ラグは、 Switchcraft 760 または同等品。

各種規定への準拠各種規定への準拠各種規定への準拠各種規定への準拠
Cisco IP Phone 7960、 7940、 および 7910 は、 次の安全規格他、 他の規格に準拠しています。

• CE Marking

• 安全規格

– UL1950

– CSA C22.2 No. 950

– EN 60950

– IEC 60950

– AS/NZS 3260

– TS001

• EMC

– AS/NZS 3548 ク ラス  B

– VCCI ク ラス  B

– FCC （47 CFR） Part 15 ク ラス  B 

– EN 55022, ク ラス  B 

• Telecom

– IC CS-03 

– FCC （47 CFR） Part 68 

図 C-1 では、 Cisco IP Phone 7960、 7940、 7910、および 7910+SW の FCC ク ラス  B Declaration 
を示しています。
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付録 C      付録 C      付録 C      付録 C      技術仕様技術仕様技術仕様技術仕様

接続仕様接続仕様接続仕様接続仕様

図 C-1図 C-1図 C-1図 C-1 FCC クラス  B DeclarationFCC クラス  B DeclarationFCC クラス  B DeclarationFCC クラス  B Declaration

接続仕様接続仕様接続仕様接続仕様
Cisco SIP IP phone には 2 つの RJ-45 ポー ト （ネッ ト ワーク  ポー ト とアクセス  ポー ト ） があ り、
それぞれのポー トが、 外付け装置用の 10/100 Mbps 半二重、 または全二重の接続をサポー ト し
ます。 10 Mbps 接続には、 カテゴ リ  3 か 5 のどちらかのケーブルを使用できますが、 100 Mbps 
接続には、 カテゴ リ  5 のケーブルを使用する必要があ り ます。 LAN と  IP フォン間のポー ト
（IP フォンの背面に向かって左側の RJ-45 ポー ト ） と  PC と  IP フォン間のポー ト （右側のポー
ト ） は、 どちら も衝突を避けるために全二重を使用しています。 LAN と  IP フォン間のポー ト
は、 接続ジャ ッ クを使用して、 IP フォンをネッ ト ワークに接続します。 PC と  IP フォン間ポー
トは、 コンピュータなどのネッ ト ワーク装置を IP フォンに接続します。

Cisco SIP IP phone の背面にある各種ポー ト を示す図については、 「Cisco SIP IP Phone のインス
トール」 （P. 2-2） を参照して ください。
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付録 C      付録 C      付録 C      付録 C      技術仕様技術仕様技術仕様技術仕様

接続仕様接続仕様接続仕様接続仕様



GL-1GL-1GL-1GL-1
Cisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイドCisco SIP IP Phone アド ミ ニスト レータ  ガイド

    

G L O S S A R Y

AAAA

AAAAAAAAAAAA 認証、 許可、 会計 （Authentication, Authorization, and Accounting）。 AAA は、 Cisco ルータや
アクセス  サーバ上にアクセス制御を設定する際の主な枠組みを提供する、 1 組のネッ ト ワー
ク  セキュ リテ ィ  サービス。

ANIANIANIANI 自動番号識別 （automatic number identification）。

BBBB

BTXMLBTXMLBTXMLBTXML Basic telephony extensible markup language。

CCCC

CASCASCASCAS チャネル連携シグナ リ ング （Channel-associated signaling）。

CCAPICCAPICCAPICCAPI コール制御アプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インターフェイス （Call control applications 
programming interface）。

CLICLICLICLI コマン ド ラ イン インターフェイス （Command-line interface）。

COCOCOCO セン ト ラル オフ ィ ス （Central office）。

CPECPECPECPE 顧客宅内機器 （customer premises equipment）。 電話会社が提供し、 顧客サイ ト に設置して、
電話会社の電話網に接続される終端機器。 端末装置、 電話機、 モデムなど。

CSMCSMCSMCSM コール スイ ッチング モジュール （Call switching module）。

DDDD

ダイヤルピアダイヤルピアダイヤルピアダイヤルピア

（ dial peer）（ dial peer）（ dial peer）（ dial peer）

アド レス可能なコールのエンドポイン ト 。 Voice over IP （VoIP） では、 ダイヤルピアには 
POTS と  VoIP の 2 つのタイプがある。

DNSDNSDNSDNS ド メ イン ネーム システム （Domain Name System）。H.323 ID、 URL、 または E メール ID を IP 
アド レスに変換するのに使用される。 DNS を使用して、 リモー ト  ゲー ト キーパーを見つけた
り、 生の IP アド レスを管理ド メ インのホス ト名に逆マップする こ と もできる。

DNISDNISDNISDNIS 着信番号情報サービス （着信番号） （Dialed number identification service （the called number））。
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DSPDSPDSPDSP デジタル信号プロセッサ （Digital signal processor）。

DTMFDTMFDTMFDTMF デュアル トーン複数周波数 （Dual tone multifrequency）。

EEEE

E.164E.164E.164E.164 国際公共電気通信番号計画。 電話番号の問題を取 り扱 う  ITU-T によって設定された標準。

E&ME&ME&ME&M 送受信 RBS シグナ リ ング （Ear and mouth RBS signaling）。

エンド ポイントエンド ポイントエンド ポイントエンド ポイント

（ endpoint）（ endpoint）（ endpoint）（ endpoint）

SIP 端末またはゲー ト ウェイ。 エン ドポイン トは、 コールの発着信ができ、 また、 情報ス ト
リームの生成や終了もできる。

GGGG

ゲート ウェ イゲート ウェ イゲート ウェ イゲート ウェ イ

（ gateway）（ gateway）（ gateway）（ gateway）

ゲー ト ウェイは、 プロ ト コルを変換する こ とによ り、 SIP または H.323 の端末が、 他のプロ ト
コルに準拠して設定された端末と通信できるよ うにする。 ゲー ト ウェイでは、 回線交換され
たコールがエンコード され、 IP パケッ ト に再パッケージされる。

HHHH

H.323H.323H.323H.323 パケッ ト  ベースのビデオ、 音声、 データ会議を規定した、 国際電気通信連合 （International 
Telecommunication Union） （ITU-T） の標準。 H.323 は包括的な標準と して、 会議システムの
アーキテクチャを示し、 実際のプロ ト コルを定義するために、 他の標準 （H.245、 H.225.0、
Q.931） を総合的に参照している。

H.323 RASH.323 RASH.323 RASH.323 RAS 登録、 許可、 および状況 （registration, admission, and status）。 RAS シグナ リ ング機能は、
VoIP ゲー ト ウェイ とゲー ト キーパー間で、 登録、 許可、 帯域幅変更、 状況報告、 切 り離しの
手順を実行する。

IIII

IVRIVRIVRIVR 対話式音声自動応答 （Interactive voice response）。 誰かがダイヤルインする と、 IVR は、 個人
識別番号 （PIN） などを要求するプロンプ ト で応答する。

LLLL

LECLECLECLEC 地域の電話会社 （Local exchange carrier）。

ロケーショ ン  サーバロケーショ ン  サーバロケーショ ン  サーバロケーショ ン  サーバ

（ location server）（ location server）（ location server）（ location server）

SIP リ ダイレ ク ト  サーバまたはプロキシ サーバは、 ロケーシ ョ ン サービスを使用して、 発信
者の位置に関する情報を入手する。 ロケーシ ョ ン サービスは、 ロケーシ ョ ン サーバによって
提供される。
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MMMM

MFMFMFMF 複数周波数 トーンは、 6 つの周波数から成り、 0 ～ 9 の数字と  KP/ST シグナルを表すための、
2 つの周波数の組み合せを 15 種類提供する。

マルチキャストマルチキャストマルチキャストマルチキャスト

（ multicast）（ multicast）（ multicast）（ multicast）

1 つの送信元から多数の宛先にプロ ト コル データ  ユニッ ト （PDU） を伝送するプロセス。 こ
のプロセスの実際の メ カニズム （たとえば、 IP マルチキャス ト 、 マルチ ユニキャス ト など）
は、 LAN テク ノ ロジーによって異なる。

マルチポイント  ユニマルチポイント  ユニマルチポイント  ユニマルチポイント  ユニ

キャストキャストキャストキャスト

（ multipoint-unicast）（ multipoint-unicast）（ multipoint-unicast）（ multipoint-unicast）

エンドポイン ト が、 メディア ス ト リームの複数のコピーを、 異なる複数のエンドポイン ト に
送信する、 PDU 伝送のプロセス。 マルチキャス ト をサポー ト しないネッ ト ワークでは、 これ
が必要である。

NNNN

ノ ード （ node）ノ ード （ node）ノ ード （ node）ノ ード （ node） RAS を使用してゲー ト キーパーと通信する  H.323 エンテ ィテ ィ。 たとえば、 端末、 プロキシ、
ゲー ト ウェイなどのエンドポイン ト 。

PPPP

PDUPDUPDUPDU ブ リ ッジが接続情報を転送するのに使用するプロ ト コル データ  ユニッ ト 。

POTSPOTSPOTSPOTS 一般電話サービス （plain old telephone service）。 標準単一回線電話機、 電話回線、 および 
PSTN へのアクセスを提供する基本電話サービス。

プロキシ  サーバプロキシ  サーバプロキシ  サーバプロキシ  サーバ

（ proxy server）（ proxy server）（ proxy server）（ proxy server）

他のク ラ イアン ト に代わって要求を行う ために、 サーバと ク ラ イアン ト の両方と して働 く中
間プログラム。 要求は、 内部で対処される こ と も、 （変換した後で） 他のサーバに渡される こ
と もある。 プロキシは、 要求メ ッセージを解釈し、 必要な場合は、 それを書き直して転送す
る。

PSTNPSTNPSTNPSTN 公衆交換電話網 （public switched telephone network）。 PSTN は、 地域の電話会社を表す。

RRRR

リ ダイレクト  サーバリダイレクト  サーバリダイレクト  サーバリダイレクト  サーバ

（ redirect server）（ redirect server）（ redirect server）（ redirect server）

リ ダイレ ク ト  サーバは、 SIP 要求を受け入れ、 そのアド レスをゼロ個または 1 個以上の新規
アド レスにマップし、 それらのアド レスをク ラ イアン ト に戻す。 独自の SIP 要求を開始した
り、 コールを受信した りする こ とはない。

登録サーバ登録サーバ登録サーバ登録サーバ

（ registrar）（ registrar）（ registrar）（ registrar）

登録サーバは、 登録要求を受け入れるサーバである。 登録サーバは通常、 プロキシ サーバや
リ ダイレ ク ト  サーバと同じ場所に置かれ、 ロケーシ ョ ン サービスを提供する こ と もできる。

RASRASRASRAS 登録、 許可、 および状況報告プロ ト コル。 このプロ ト コルは、 エン ドポイン ト とゲー ト キー
パー間で管理機能を実行するために使用される。

RBSRBSRBSRBS 損失ビッ ト  シグナ リ ング （Robbed-bit signaling）。
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SSSS

SIPSIPSIPSIP セッシ ョ ン開始プロ ト コル （Session Initiation Protocol）。 H.323 の代替と して、 IETF MMUSIC
（米国技術特別調査委員会音楽部会） によって開発されたプロ ト コル。 SIP 機能は、 IETF RFC 
2543 （1999 年 3 月発行） に準拠している。

SIP には、 IP ネッ ト ワークを介した音声、 およびマルチメディア コールの確立をシグナ リ ン
グするためのプラ ッ ト フォームが装備されている。

SPISPISPISPI サービス提供者インターフェイス （Service provider interface）。

TTTT

TDMTDMTDMTDM 時分割多重方式 （Time-division multiplexing）。 事前に割 り当てられたタ イムスロ ッ ト に基づい
て、 複数のチャネルからの情報を、 単一配線上の帯域幅に割 り当てる こ とができる技法。 そ
の端末に送信データがあるかど うかに関係な く、 各チャネルに帯域幅が割 り当てられる。

UUUU

ユーザ エージェ ントユーザ エージェ ントユーザ エージェ ントユーザ エージェ ント

（ user agent）（ user agent）（ user agent）（ user agent）

UASUASUASUAS を参照。

UACUACUACUAC ユーザ エージェン ト  ク ラ イアン ト （User agent client）。 ユーザ エージェン ト  ク ラ イアン ト
は、 SIP 要求を開始する ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンである。

UASUASUASUAS ユーザ エージェン ト  サーバ （またはユーザ エージェン ト ） （User agent server （または user 
agent））。 ユーザ エージェン ト  サーバは、 SIP 要求を受信したと きにユーザに連絡し、 ユーザ
に代わって応答を戻す、 サーバ アプ リ ケーシ ョ ンである。 応答は、 要求の受諾、 拒否、 転送
のいずれかである。

VVVV

VoIPVoIPVoIPVoIP Voice over IP。 POTS と同様の機能性、 信頼性、 音声品質を維持しながら、 通常の電話方式の
音声を IP ベースのインターネッ ト を介して伝送する機能。 VoIP は、 包括的な用語であ り、 通
常は、 IP 音声 ト ラフ ィ ッ クに対する  Cisco 社の標準ベース （たとえば、 H.323） のアプローチ
を表す。
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